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「昭和46年 度 情 報処 理 に関 す る調 査 研 究 補 助事業」 の一
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当 財 団 で は,3年 に わ た っ て,情 報 処 理 サ ー ビ ス 業 の 実 態 を 調

査 し,そ の 成 果 を 公 表 し て き た が,従 来 の ア ン ケ ー ト方 式 に よ る

調 査 に 代 っ て 今 回 は 面 接 に よ る 方 式 を 採 用 し 調 査 を 試 み た 。

本 報 告 書 は,そ の 成 果 で あ っ て,関 係 者 に 役 立 つ こ とを 期 待 し

て い ま す 。 本 報 告 書 の と り・ま と め に 協 力 い た だ い た 委 員(別 表)

お よ び 貴 重 な 意 見 や 資 料 の 御 提 供 を い た だ い た 経 営 者 諸 氏 の ご 協

力 に 対 し て 厚 く感 謝 す る 次 第 で あ り ま す 。

尚,御 協 力 を い た だ い た 会 社 の 名 は 公 表 せ ず,単 に 番 号 で 区 別

し て い ま す 。

財 団法人 日本 情報処理 開発 セ ンタ ー

会 長 難 波 捷 吾
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は じ め に

1調 査 の ね ら い

わが 国 の情 報処 理 産業 は 行政 機 関 や企 業 の情 報処 理 の外 援 と して その重 要性

は高 い に もかsわ らず そ の産 業 基 盤 は確 立 され た とは い えな い。 一 方,コ ン ピ

ュー タ技術 とそ の利用 技術 の進 歩 に著 しい ものが あ り,こ の業 界の 経 営者 は 見

習 うべ き先 進産 業 が な く経 営 のす べ て に おい て模 索 して い る段 階 に あ る とい え

る。 この よ うな情 報処 理 産業 に っい て,こ れ ま で各 方 面 で調査 が 進 め られ て き

て い るが マ ク ・な動 向 分 析 が中 心 で個 別 の 経営 内容 まで掘 り下 げ た ものは 非常

に 少 ない。 このた め 当 財 団 では 昭和45年 度 実 施 した実 態 調査 お よび各方 面 で

の基 礎 調査 の分 析 を行 な う一 方,個 別 企業 レベ ル の 詳細 な経 営 内容 を把 握 し,

これ を も とに経 営 指 針 を作 成 して情 報 処 理 サ ー ビス 企 業 経営 者 の今 後 に寄与 す

る こ とをね らい と した 。

2調 査 方 法

調査 は 「情 報処 理 サ ー ビス業 実 態 調査 研 究会 」 を 設け面 接 調 査 を主体 と して

実 施 した。 調査 対 象 と した 企業 は,業 界 では 中堅 で 独立 性 の 強 い 企業15社 選

出 した 。 さ らに調 査 結 果 の とり ま とめ に 際 しては2,3の 情 報処 理 サ ー ビス 企

業 経営 者 の意 見を聴 した。

3情 報処 理 サーービス業 の育 成 のため に

一 問 題 点 と 提 言 一

わ が 国の情 報 処理 サ ー ビス 業 は,300余 企業 に よb形 成 され て い るが,現

在,日 本 経済 の 変 革 と,コ ン ピ ュー タ レベ ル の向 上 に対 して新 た な シス テ ム化

が要 請 され て きて い る。 換 言す るな らは,顧 客 で あ る官 公庁 や企 業 が さま ざま

な外 部条 件 に対処 した情 報処 理 シス テ ム を形成 しっ っあ る とき,こ れ らの 外 援

産業 で あ る情 報処 理 サー ビス企 業 自体 が産 業基 盤 の確 立,経 営 の ㊨ 理 化,ソ フ

トウ ェ ア技 術 の レベル ア ップ,き め 細 か なサ ー ビス 体制 の整 備 等 とと もに,積

極 的 で 高度 なマ ッケー テ ィ ング 活動 を行 な うこ と,さ らに情 報処 理 サ ー ビス業

界内部の組織化国家 施策 との有機的連携 を計ることが必要 とされ てきているのである。,
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最 近の 情 報処理 サ ー ビス業 に っい て,マ ク ・な 側 面 をみ る と2～3%の 利 益

率 低下 を き た してい る なか で年 率20%に 相 当す る新規 参入 企 業 が あ る この 背

景 として,こ の産 業 が 知 識 集 約産 業 とい われ な が ら も経済 不 況 に 弱 い体 質 を有

してい る こ と,コ ン ピ ュ ー タ ・ユー ザ ー の単 純 な情 報処 理 業 務 の 外 注 傾 向に よ

る付加価 値 生産性 が 低 い こ とな どが挙 げ られ る。 さ らには,ユ ーザ ーの コン ピ

ュー タ ・セ ンタ ーの 独立 傾 向 も,情 報 処 理 マ ー ケ ッ トを狭 め る要 因 となって い

る。情 報 処理 サ ー ビス業 の マ ー ケ ッ トに つ いて は,「 大 き な潜 在 需要 があ る」

とされ なが らも,顕 在 化 され たマ ー ケ ッ トは未 だ 非常 に 小 さい 。

ミク ・な側 面 では 健 全 な る経 営 を行 な っ てい る企業 も見 られ るが,多 くの企

業 は,赤 字 経営 となっ てい る。 今 回 の調査 は情 報処 理 サ ー ビス 企業 の 経営 管理

面 に おけ る問題 に主力 を おい た。 そ の結 果 経 営者 の 経営 意 識,財 務管 理,ソ フ

トウェ ア開 発 を含 むサ ー ビス 体制,労 務 管 理 な どに お い て 多 くの問 題 点 が 指摘

され た。 情報 処 理 サ ー ビス 業 の健 全 な 育成 の た め に 次下 に 主 な 問題 点 と提 言 を

掲 げ 関 係者 の 発意 と協 力 を 念願 す る。

4.提 言

。 個別 企 業 へ の 提 言

].経 営計 画 を た て るべ き だ。

2、 経 営管 理 の原 則 を 守 り,経 営 の シス テ ム化 をは か る べ き で あ る。

3.マ ー ケ ッテ ィ ング活 動 を充 実 す べ きで あ る。

4.外 部 の シス テ ム ・エ ン ジ ニア等 の 活用 が 出来 る体 制 をつ くっ て お くべ き で

あ る0

5.同 業 者 が 組織 的 ネ ッ トワー ク を組 む こ とを 今 後 考 え るべ き で ある。

O業 界 レベル へ の 提 言

6.業 界 と して の個 別 企業 の経 営 指導 育成 機 関 を もつ べ き で あ る。

7.標 準 的 な価 格算 定規 準 を たて るべ き であ り,ま た 業 界 の レベ ル ア ップ をは

か り,信 用 力 を高 め る必要 が あ る。

8.標 準化 の 推 進 を心 が け る べ き で あ る。
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9.ソ フ トウ ェ ア の流通 をは か るべ き であ る。

10.ナ シ ョナル プ ロジ ェ ク トの対 応 策 を こ うじる べき で あ る。

O政 策 面 に つ い て

11.情 報処 理 振 興 施 策 の充 実 の外,情 報 処理産 業 の育成 は 中 小企 業 の育 成 近

代 化施 策 と関 連 して実 施 す べ きで あ る。

12.標 準化 に は 積 極 的 に と り くむべ きで あ る。

13.人 材 育 成 を もっ と積 極 的 に実 施 す べ きで あ る。

`

各項 目の 内容 は下 記 の とお りで あ る。

4-1当 業 界は 過 当競 争 状 態 で ど うPっ て生 き残 るか とい う点 に関 心 が集 中 し,

将来 ど うす るか,と い う計 画は具 体 的 に は た てて い な いの が実 情 であ る。

しか しこの よ うな中 に あ っ て勝 ち残 る に は や は り産業 の中 で の役 割,性 格

機 能,将 来 の 方 向 を認 識 し,経 営 の方 向 を 明確 にす べ きで あ りそ のた め 経

営 計 画 をた てな け れ ば な らない。

4-2当 業界 は 歴 史 も新 し く,企 業 と して は 従 来 の企業 とは異 な っ た性格 を も

っ て い るた め経 営 管理 の 内容 は 良い とは い え な い。 や は り,経 営者 は 企業

と しての 収益 性,健 全性,安 全性,適 正 規 模 へ の成 長性,な ど経 営の 基本

とな る条 件 を念頭 に お き っX,経 営 の 実 践 に あた っ ては 目標 組 織,人 事,

営業,成 果 配 分 な ど経 営 の原 則 に つ い て具体 的 策 を こ うじて い くべ きで あ

る。 特 に人 事 管 理 や計 数 に よる計 画,原 価 の 把 握,成 果 の測 定 等 の計 数 管

理 の充 実 をは か らなけ れ ば な らな い。

4-3マ ー ケ ッテ ィ ング 活動 は従 来 コネ に依 存 す る以 外 は あ まbな さ れて い な

い の が実 情 の よ うで あ る。 今 後 は シス テ ム の定式 化,蓄 積 化 をは か り売 り

込 め る体制 を作 る と同時 に,ユ ーザ ー の教 育,啓 蒙 な どを通 じてマー ケ ッ

テ ィン グ活動 を進 め る 必要 があ る〇 一 方 では 潜 在需 要 発見 の た めの基 礎 デ

ー タ の収集 活動 を強化 す べ きで あ る○

当業 界 の マ ー ケ ッ トに お い ては 委 託 者 間 の 認識 の 差 の大 き い点 が問 題 で
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あ り,重 要 な のは 相 手 方 の要 求 を把 握す る の がポ イ ン トで,こ の 点 に留意

して マー ケ ッテ ィン グ活動 を続 げ れ は,未 開の マー ケ ッ トが今 後 十 分期 待

でき よ う。

4-4俊 秀 な技 術 者 を新 し く確 保 す る事 がむ つか し くなっ て きてい る。 また有

能 な各 分野 の技術 者 を数 多 くもっ こ と 自体 が,企 業 では コス ド面 で も大 変

に なっ て こ よ う し,そ れ に技 術 者 自身 も必 ず しも定 着 を好 まない よ うな環

境 が 生 じて きて い る。 今 後は 通 常 の プ ・ジェ ク トは 社 内 の人 材 で対 抗 出来

るが,特 殊 の,ま たは,高 度 の ブPジ ェ ク トに対 して 自社 だけ で は対 処 出

来 ぬ場合 には 外 部 の シス テ ム ・エ ンジ ニア や コンサ ル タ ン トを 必要 な時 に

有 効に 活用 出来 る体 制 を とる事 も重 要 にな っ て こ よ う。

4-5将 来 は,一 社 では 対 応 出来 ぬ よ うな規 模な い しは,ネ ッ トワー クを 必要

とす る よ うな情 報 処理 の ニ ーズ が 発 生す る こ とが考 え られ よ う。 この よ う

な方 向に 対 して,同 業 者 闇 で組 織 的 に対 応 で き る よ うな体 制 も頭 に入 れ て

お く必要 が あ ろ う。

4-6当 業 界 は ま だ揺 藍期 にあ り,個 別 企業 レベル の 努力 の外 に業 界 と しての

組織 的 な活 動 が 必要 で あ る。 まず,各 経営 者 に対 して 今後 合 理化,近 代 化

を進 め て い く上 で の 教育 を実 施 し,経 済動 向 に対 応 で き る能 力 を身 につ げ

る必要 があ る。 また,人 材 の育成 も社 内で のOJTも さ る こ となが ら,一

ケ所 に 集め る こ とに よ り高度 の 教 育 を施す 外,相 互啓 発 の場 を提 供す る こ

と が重要 で あ る。 した が っ て,以 上 の ような 面 に指 導 出来 る機 関が 必要 に

なっ て こ よ う。 しか し,そ の た め の圧 力団体 と して で な く実 質的 な 中 央 サ

ー ビス 指導 機 関 が望 ま れ よ う。

4-7と ころで現 在 当業 界 で 一番 問題 に なって い る点は 過 当 競 争 で,価 格 体系

が 非常 に混 乱 して い る点 であ ろ う。互 に 値 引 き競 争 をす る結 果,製 品 自体

も粗悪 に な るケ ース もで て きて外 部 に対 す る信 用 問題 に もな りかね な い。

今 後 は 当業 界 と して価 格 算 定 規準 を 明確 に して,業 界 と しての 信用 力 を同

⊥ し,イ メ ー ジ ア ップをは か る こ とが 必衰 で あ ろ う。 この こ とが,ひ とつ
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には マ ー ケ ッ ト拡 大 につ な が り,一 方 で は人 材 確保 の きめ 手 と なって こ よ

う0

4-8各 種 コー ドの標 準 化 推 進 は 勿論 の こ と,設 計 や ブ ・グ ラ ムの標 準化推 進

も必要 であ る。 ま た1/0機 器 の標 準化 にっ い て も,業 界 と して積 極 的 に

うた う必要 が あ ろ う。1/O機 器 の標 準 化 を進 め ,入 出 力 の定式 化 に よ リ

テー タ伝 送 が か な えは組 織 的 な情 報処 理 の促 進 ,ひ い ては ユー ザ ーの組 織

化 に もつ な が ろ う0

4-9上 記 の よ うな各 種 の標 準 化 推 進 をは か る一 方
,ソ フ トウ ェ アの流 通 の促

進 を心が け るべ きだo基 本 プPグ ラ ム,コ ンバ ー ジ ョン ・プ ログ ラムは 積

極 的 に交換 をは か る だけ で は な く,公 的 機 関 で,ま たは 業 界 で買上 げ,公

開 す る方 向 へ 努 力す べ き であ る。

4-10今 後 の情 報処 理産 業 の大 きな マ ーケ ッ トの一 つ と して ,ナ シ ョナル プ

ロジ ェ ク トが考 え られ よ う。 この よ うな ナシ ョナル プ ロジ ェ ク トに対応 で

き るため に も,業 界 が組 織 的 に 活 動 し,ま た これ に答 え うる能 力 を身 に つ

げ る 必要 が あ ろ う。

4-11わ が 国 で も情 報処 理 振 興 の た めに ,事 務 の高k化 資 金 の債 務 保証 や汎

用 プ ・グ ラ ム,先 進 的 汎 用 プ ・グ ラムの 買上 げ な ど,金 融 面 か らの助 成 策

が打 出され て い る。 しか し,ま だス ター トした は か りで ,定 着 す る段 階 に

至 っ て お らず,特 に この業 界 の 大半 を 占め る 中規模 程 度 の企業 に は手 の と

どか ぬ とこ ろに あ る よ うた。 今 後 この よ うな面 か らの 助 成 策 をさ らに充 実

す る外 に,総 合 施 策 面 か らの助成 が必要 で あ る。

産 業 界 の情 報 処 理 の高 度化 は 本 来 これ らの情 報処 理産業 と関 連 づけ て な

され るべ きであ ろ うが,現 在 まっ た く無 関 係 だ といっ て よか ろ う。特 に中

小企 業 の近 代 化 は,今 後 情 報 処 理 面 に おい て特 に 必要 性 が ま して くる もの

と考 え られ,情 報処 理 産 業 の育 秋 と関 連 づけ で進 め る 必要 が あ ろ う。 また ,

ナ シ ョナル プ ロジ ェ ク トの 開発 体 制 も情 報 処理 産 業 界 の 育成 を か ねた積 極

的 施策 で あ る こ とが望 まれ る。
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4-12標 準 化 に つ い て は業 界 の努 力 も必要 な こ とは 当然 だ が,Pは り国 家 レ

ベ ルで も考 え られ なけ れ は な らない し,そ の うらづけ が 必要 たろ う。

4-13人 材 育成 に つ い て も,も っ と広 く基 本 的 な レベル か らの コン ピュー タ'

マイ ン ドを 身 につ け る こ とか らは じめ る必要 が あ ろ う。 また 直接 の技 術 者

は コ ン ピュ ー タ生産 台 数 の 伸 び率 に あ うよ うな数 の育成 が 望 ま しい。
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1情 報処 理 サ ー ビ ス業 の経 営 概 況

、

L情 報 処 理 サ ー ビス業 の実 態

情報 処理 サー ビス業 が 日本 に現 われ 始 め たの は 昭和30年 前後 で あ るが,

そ の 後 の我 国 の コン ピ ュー タ リゼー シ ョンに と もない年 々増加 し,発 展 して

きた とい え る。 しか し最 近 は 過 当競 争 状態 に よ り特 に昨 年8月 の い わ ゆ る

"ド ル ・シ ョ ック"以 来,景 気の 停 滞 に より業 界 の 内外 を問 わ ず
,こ の業 界

に も,厳 しい試 練の 波 が 押 しよせ て きてい るといえ よ う。

そ こで 今後 の方 向 を もさ くす る上 で もう一度 そ の経 営 概 況 を振 返 っ てみ て

い くこ とにす る 。

(1)設 立 の 経 過 と経 営 規 模

a)設 立 経 過

昭和46年1月1日 調べ のJECC調 査 に よる と情 報 処 理 サー ビス業 は

394の 事i業体 が経 営 を 行 なっ てk・り,事 業 所数 は 総 数 で543に の ぼ

る。

この よ うな情 報 処 理 サー ビス業 は その 発展 期 を お よそ3段 階 に分 け て

考え る こ とが 出来 る。 ま ず第 一期 は 昭和29・ 年 ～36年 で,第 二 期 は

37年 ～40年,そ して 第 三 期 は41年 ～現 在 ま で で ある 。(図1-1)

昏
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図1-1情 報 産 業

わ が国 の計 算 セ ン ター の 開設 状 況

400

350
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250

200

150
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50

29 -一__SW3637404・44昭 和 年

第一 期 第二期 第三期

第1期 は 情 報 処 理 に 対 す る 需 要 も少 な く外 注 は パ ンチ 以 外 は ほ とん ど

なか っ た とみ て 良 い だ ろ う。

こ の 時 期 は 年 に1～2社 しか 開 設 され ず,開 設 さ れ た セ ン ター も メー

カー の デ モ ンス トレー シ ョン の た め か,バ ック ア ップ サ ー ビス の た め で あ

り,採 算 面 か らみ て も商 業 ベ ー ス に の っ た もの は ほ とん ど存 在 し な か っ

た とみ て 良い 。

こ の よ う に 情 報 処 理 サ ー ビ ス 業 の パ イ オ ニ ア と な っ た 計 算 セ ン タ ー も

コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ーの 付 属 的 な広 報 宣 伝 部 門 と い っ た 色 彩 が 強 く,

本 格 的 な計 算 セ ン タ ーで は な か っ た 。 この こ とか ら し て も計 算 セ ン タ ー

業 界 は 非 常 に 新 し い,後 発 産 業 と い え る 。

そ し て,第 二 期 に 入 っ た 昭 和37年 ご ろ か ら は,我 が 国 の コン ピ ュ ー

タ リゼ ーシ ョ ンが よ う や く一 般 化 し,会 計 事 務 の 処 理 や複 雑 な 科 学 技術

計 算 を コ ン ピ コ 一夕 で,た や す く こな せ る よ う にな り,こ の 業 界 へ の 認、

識 も高 ま っ て きた 時 期 とい え よ う 。 そ して,計 算 セ ンタ ー の 設 立 数 も,
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急激 に 増加 し本格 的 な情 報 処理 サ ー ビス業 が確 立 され て きた 。 この時 期

に 入 る と,計 算 セ ンタ ーの 経営 も活 発 に な り,ま た そ れ ま で大都 市 に の

み 需要 の 存在 した情 報 処 理業 務 が 昭和40年 ごろに か けて地 方 に も拡 が

りは じめ,地 方 都 市に もぼ つぼ つ計 算 セ ン ターが現 わ れ て きた 。

計 算 セ ン タ ーの ほ とん どが 創 立 して10年 に満た な いわ け だ が,当 時

は"流 行 の最 先 端 を 行 く"企 業 で あ り,高 度 な 知識 と技術 が要 求 され る

産業 と して将 来 を期 して進 出 して きた と いえ よ う。

第 三 期 の 発 展段階 に 入る 昭和41年 ごろ か らは,計 算 セン タ ーが 一段

と急 激 に 増 加 した。 さら に,ソ フ トウ ェア専 門 会社,シ ンク ・タ ンク と

いっ た新 しい情 報 産 業 も生 まれ て きた の が 注 目され る ところ であ る。 こ

れ ら の中に は,前 身 が計 算 セン タ ーで あ った ところや また,外 国の ソフ

トウェア 会 社,シ ンク ・タ ンク と提携 して 設 立され た もの,コ ン ピ ュー

タ ・メ ー カ ーの ソフ トウェア部 門 の 強化 された もの,な ど,設 立 動機 も多

種に わ た って きてい る。

とこ ろ で計 算 セ ン タ ー及 び ソフ トウ ェア会 社 を事 業経 営 体 別 に み る と,

独立 系 計 算 受託 企業 が 最 も多 く昭和46年1月1日 現 在 で全 体 の80%

以上 を 占め て い る。次 い で メ ー カ ー系 列 の機 関 が10%強 に の ぼ り,公

共機 関 は5,3、%と い う状 況 で ある 。

情 報 処 理 サ ー ビス業へ の進 出,ま た は設 立動 機 は 次の ごと くで あ る。

イ・ コン ピ ュー タ ・メ ーカ ーが マシ ン販 売 促進 の 手段 と して,あ る いは

バ ッ クア ップ ・サ ー ビス を 目的 と して設 立 し成長 した もの。

ロ.大 企業 の マ シン ・ユ ーザ ー,(銀 行,商 社 ,マ スコミ,証 券 業 等)が

自社 デ ー タ処 を行 な っ て ゆ く うち に,余 った時 間を 一般 に 開放 し,

サ ービス化 した もの 。

ハ .会 計 士,税 理 士 が業 務処 理す る うちに 独 立 して,サ ー ビスを提 供

して い る もの 。

二.建 築,光 学,な ど科 学 技 術 研究 機 関が独 立 して サ ービス を行 なっ て
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い る もの 。

ホ.同 業 種企 業 の コ ン ピュー タ共 同 利用 か ら一般 受 託 サ ー ビスを 開 始 し

た もの 。

へ.地 方公共 団体 が コン ピ ュータを導 入 して独 立 し,自 治 体 内の 業務 処

理 の 他 に 一 般受 託 を 行 な って い る もの 。

卜.地 方商 工 会議所,財 界等 が バ ック ア ップまた は,主 催 して計 算 セ ン

タ ーを設 立 した もの 。

チ.当 初 か ら受 託計 算 を 行な っ てい る独 立企 業

b)経 営 規 模

情 報 処理 サ ー ビス業 の業 界全 体 を 見 わた す と,経 営 規 模 が,ほ ん のい

くつ か の企 業 をのぞ い て は,零 細 ある いは 中小企 業 の範 囲 に ある とい え

る。

c)資 本 金 規 模

資 本金 別 に 見て も,100万 円未 満 も2,3存 在す る が,大 体,1,000

万 円～5億 円 くらい ま で の企 業 が多 い 。 と りわ け,100万 円 ～5,000

万 円ま での 企業 が9割 を 占め る 。(表1-1)

4

'

歩

φ・
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表1-1資 本 金 規模 別情 報 処理 サ ー ビス企 業 分 布

も

資本金規模 1,000千 円 5,000千 円 10,000千 円 50,000千 円

1,000千 円

～5 ,000千 円

千円
～10ρ00

千円
～50,000

千円
～100,000

100,000千 円

合 計

昭
企業形態 未 満 未 満 未 満 未 満 未 満 以 上

和

46 EDPS 25 23 63 4 9 124

年

1
設置企業 (4) (1) (4)(1)

月

1
関連作業 1 12 5 18

日 受託企業 (1) (1) (2)

現

在
合 計

1

(1)

37

(5)

28 63

(1)

4 9 142

(6)(1)

構 成 比 0.7 26ユ 19.7 444 28 63 1000%

囲1.現 在,EDPSを もたず,PCSだ けを設置 して,情 報処理サ ービスを行なっている企業

はない0

2、()内 数 字は有限会社,()内 数字は値入出資企業(JECC調 査)

d)売 上 高 規 模

また,売 上高 別規模 では,1,000万 円 ～5億 円の収 入 を あげ て い る

企業 が最 も多 く,企 業 数 では80%近 くを 占めてい る 。(通 産 省45年

度 実 態 調 査 に よ る。)(表1-2)

く⑨
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表1-2 年 間事 業収 入別の 情 報 処 理

サ ー ビス業 ・ソフ トウ ェア業

合 計

事業収 入別 企 業 数 電子計算機台数

計 182(100.0) 316(100.0)

1～9百 万円 17(9.3) 17(5.4)

10～49〃 66(36.3) 78(24.7)

50～99〃 36(198) 48(15.2)

100～499〃 39(21.4) 54(17.1)

500～999〃 13('7.2) 48(15.2)

1.000～1,ggg〃 7(3.8) 47(14.9)

2,000百 万 円 以 上 4(2.2) 24(7.5)

駐)( )内 は構成比 (通 産省 調査)

■

e)従 業 員 規 模

従 業 員数 規模 別 では10～29入 の ク ラスが最 も多 く,次 い で30～

49入 の ク ラスの 企業 が 多 くこの2ク ラス で全 体 の 約半 分 を 占め る。

また1～9人 とい う超 小数 企 業 も14%以 上 あ り,零 細 企業 がかな り

存 在 す る とい え る。
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表1-3従 業 員 規 模 別 の 情 報 処 理 サ ー ビス 業 ・

ソ フ トウ ェ ア業

も

A口
計

従業員規模
`

企 業 数 電子計算機台数

計 182(1 00.0) 316(1 00.0)

1 ～ 9入 27( 14.8) 28( 8.9)

10 ～ 29〃 56( 30.8) 67( 21.2)

30 ～ 49〃 33( 18.1) 43( 13.6)

50 ～ 99〃 27( 14.8) 38( 12.0)

100 ～4 99〃 34( 18.7) 107( 33.9)

500 人 以 上 5( 2.8) 33( 10.4)

魍( )内 は構成比 (通 産 省 調査)

こ の よ うに,資 本 金,売 上高,従 業 員数 の3面 か ら見 て も ,経 営 規 模

と しては 零細,あ るい は 中 小企 業 の 部類 に属 す る といえ るだ ろ う。

創 立年 数,規 模 社歴 別 に 売上 高及 び従業 員数 の変 化 を 見 る と,売 上 高

及 び従業 員数 は37年 以 前 に創立 され た 企業 が,多 少例 外 は ある が ,比

較 的 大規 模 に な ってい る 。 これは 創 立7年 以 上 経過 してい る企業 であ っ

て,か な り営業 実績 を あ げてい る企 業 群 で あ る と見 られ る 。

(表1-3.4)(図1-2)
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表1-4独 立計 算 受 託企 業 の 創 立年 と年 間 売上 高foよ び従 業員'数

創 立年(昭 和) 29 34 35 36 37

E 企 業 数 債2翻 ・儒1縞 (10年未 満) 儒 篇)
D 1 3 2 6

P

S 年間売上高 124社 合計 678 1,069 829 1,630

(45年) 1社 当 り平均 678 356 415 272

設

昭 置

企

従 業 員 数
124社 合計

1社 当 り平均

180

180

409

136

237

119

715

119

業

和 従業 員1人 当 り売上 高
.

38 2.6 3.5 23

四
関
企 業 数

連

十 作 年間売上高 18社 合 計

業 (45年) 1社 当 り平均

六 受 18社 合 計

託 従業 員 数
1社 当 り平均

企

年 業
従業 員1人 当 り売上 高

調 企 業 数 1 3 2 6

A
口

年間売上高 142社 合 計 678 1,069 829 1,603

査 (45年) 1社 当 り平均 678 356 415 272

142社 合 計 180 409 237 715

従業 員 数
1社 当 り平均 180 136 119 119

計

従業 員1人 当 り売上 高 38
・

2.6 3.5 23
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との 関係

(単位 百万円)

.

38 39 40 41
'

42 43 44 45 計

,

8年

未 満
6

7年

未 満
6

6年

未 満
8

5年

未 満
17

4年

末.満

23

3年

未 満

21・
■

2年

未 満

18

1年

未 満

13 124

1,092

182

2,271

379

609

76

2,408

142

2,057

89

1,189

"57

1,811

101

1,704

131

17347

140

403

67

1,073

179

394

49

1,074

63

878

38

638

30

719

40

520

40'

7,240

58

2.7 2.1 1.5 2.2 23 19 2.5 33 2.4

1 2 2 3 3 6 1 18

100

100

230

115

158

79

159

53

222

74

221

37

55

・55

1,145

64

44

44

117

59

105

53

207

69

187

62

193

32

39

39

892

50

2.3 2.0 1.5 08 L2 1.1 1.4 1.3

6 7 10 19 26 24 24 14 142

1,092

182

2,371

339

839

84

2,566

135

2,216

85

1,411

59

2,032

85

1,759

126

18,493

130

403

67

1,117

160

511

51

1,179

62

1,085

42

825

34

912

38

559

40

8,132

57

2.7 2.1 1.6 2.2 2.0 1.7 2.2 3.1 2.3

(JECC調 査)
ー
昏

.
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全体 的 に,1社 当 り平均 売上 高1億4,000万 円従 業 員数57入,1

人当b230万 円の 売 上 高 の規 模 で あ る 。

今
月

立

年

数

12

10

8

6

4

2

100300500700(百 万)

1社 当り平均売上高

(JECC調 査)
f)ハ ー ドウ ェア設置 状 況

情 報 処 理 サ ー ビ ス業の ハー ドウ ェアを 年 間 売上 規 模 別 にみ ると(表1-5)

の よ うに な る 。(JECC調 査 よ り)

これ で みる と 売上 規模 が 大 き くなる に した がい ハ ー ドウェア規 模 も大

型 とな ってい る 。 また 売上 規模 ほ どでは ない が創 立後 経過 年数 がた つ に

つれ 規模 ま たは 所 有 セ ッ ト数 は漸 増 し てい るとい え よ う。そ して ほぼ 安

定 した経 営 に 達 す るに は 売上 高が1億 円以 上 に な る こ とが 必要 と考え ら

れ,そ れ には 中型 機 を 中心 に1セ ッ ト以 上 の ハ ー ドウ ェアが 必 要 であ る

よ うだ 。
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表1-5 年 間 売上 高規 模 別 ハ ・一ドウ ェァ設 置 状 況

(単 位:セ ット数)

年間売上高
規 模

LOOO千 円

～5 ,000

5,000千 円
～10000

10,000千 円

～50 ,000

50,000千 円

～10ρ00

100ρ00千 円

～500
,000

500,000千 円

～1 ,000ρ00 1ρ00,000 合 計
項 目 千円未満 千円未満 千円未満 千円未満 千円未満 千円未満 千円以上
大 型 2 6 7 15

設 中 型 13 24 39 17 3 96

置 小 型 4 1 26 6 5 1 43

1 超 小 型 2 1 9 2 1 15
ド

ウ
(小 計) (6) (2) (48) (32) (47) (24) (10) (169)

工 ミ ニ ・ コ ン ピ
ュ ー タ ー

1 1
ア

PCS 16 11 47 3 77
パ ン チ 有 有 有 有 有 有

一
大 型 0.1 09 35 0.1

社
中 型 0.4 0.9 1.3 24 1.5 0.9

当 小 型 0.7 05 07 02 0.2 0.1 0.4・
り

保
超 小 型 03 0.5 02 0.1 0.0 0.1

套 (小 計) 1.0 (1.0) (1.3) (12) (1.6) (3.4) (5.0) (1.6)
口 ミ ニ ・ コ ン ビ

数 ユ ー タ ー 0ユ 0.0

PCS 04 04 1.6 0.4 0.7

総設置 金額(千 円)
(6社)

80β94
(2社)

18380

(37社)

1.522β74

(26社)

2,689,813
(29社)

5,867,125
(7社)

5,886,771

(2社)

2399,300
(109社)
18,464,157

1社 当 り設置金額

(千円)
13,399 9,190 41,145 103,454 202,315 840,967 1,199,650 169,396

月 間 レ ン タ ル 料 標 準 購 入 価 格

型

型

型

型小

太

中

小

超

5,556千 円以上

889千 円 ～5,556千 円未満

222千 円 ～889千 円未満

222千 円 未満

250,000千 円 以 上

40,000千 円 ～250,000千 円 未 満

10,000千 円 ～40,000千 円 未 満

10,000千 円 未 満 (JECC調 査)



(2)業 務 内 容

情報 処 理 サ ー ビス業 の業 務 内容 に つい ては,年 間 事 業 収 入が業 界 全 体 で

約400億 円 に も達す るが,そ の 過 半 の収 入が受 託計 算 に 依存 してい る状

況 であ る 。次 い で ソ フ トウ ェア開 発,プ ログ ラ ム作成 な どが これ に続 くが,

カ ー ドパ ン チ収 入 も,全 体収 入の1割 強 も 占め てお り,付 加価 値 の 低 い こ

の 部 門 が,計 算 セ ンターの経 営 の 一端 を 荷負 っ てい るの も,一 つの 特 徴 で

ある とい え る 。 ソフ トウ ェア開発,プ ロ グラム作成 業 務 は ゆ るやか で は あ

る が,年 々伸 びて きて お り,付 加価 値 も高 い の で将 来 この 種の 業務 分野 が

大 き く占め る こ とが 予 想 され る 。ま た要 員派 遣 や,教 育 訓 練の 業務 も,コ

ン ピュ ー タ ・ユ ーザ ーの 中 で希望 す る声 もか な り あ り,オ ン ライ ン化,

図1-3計 算 セ ン タ ーの 売上 高 別 構 成 比 率

情報提供

0.2%

講 習会 等

教育訓練

0.5%

コンサルティング

1.3%

受託

計算

プ ログ ラム

科 学

11.4%計 算

5.4%

(180社)

(通 産省45年 度調査)

㈱180社 につhて 検 討

注 カー ドパ ンチを専 業 に してい る会 社(電 算 機 は導 入

して ない)は この調 査 の 対 象 とな って い ない 。
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表1-6年 間事 業 収 入別 の情 報 処 理 サ ー ビス,ソ フ トウェ ア業 の 収 入 内訳 構成 比

例

業種別 集 計 事 務 科 学 その他 ソ フ ト カ ー ド マ シ ン 要 員 コンサル 情 報
年 ウ ェ ア 講習会 その他 合 計
事業収入別 企業数 計 算 計 算 計 算 開 発

oハ ン チ タ イ ム 派 遣 テ イング 提 供

5百 万 円 未 満 4 71ユ 0 0 2.9 8.5 4.3 0 0 132 0 0 1000

5～9百 万 円 12 964 0 0 2・2 0 0.4 0 0 0 0 1.0 1000

10～49〃 66 67.4 12 4.4 49 7.9 6.1 1.4 13 04 30 2.0 1000

50～99〃 36 584 40 1.6 4.7 133 10ユ 1.6 0.5 1.4 0 4.3 999

100～499〃 38 41.5 35 1.6 11.6 216 94 6.0 0.6 0.3 02 38 100ユ

500～999" 13 623 26 3.0 72 14.7 5.4 18 2.2 0.1 0 0.7 1000

1000～1,999〃 7 42.1 116 2.7 14.2 8.7 8.6 7.4 0.7 10 0 3.0 100ユ

2ρ00百 万 円以 上 4 177 3ユ 1.6 17.5 10 9.1 38 2.6 0.1 0.1 434 1000

全体平均 180 45.2 5.4 23 ll4 11.8 8ユ 4.6 1.3 0.5 02 9.2 100D

(通産省 調査)



TSS化 に つれ て伸 びて来 る もの と思 われ る 。 また,経 営 規模 が大 き くな

れ ば な るほ ど受 託計 算 か ら ソフ トウ ァ開 発に 移 行 し,受 託計 算 の 内 で も科

学技 術計 算 受託 の比 重 が重 くな って くる傾 向 があ る 。ハ ー ドウェア の レベ

ル が,資 本 力 や要 員 の能 力に比 例 して,よ り付 加価 値 の高 い業 務 を 指 向す

る よ うに なるか ら と見 られ る。(表1-6)

(3)情 報 産 業の 範 囲 と情 報 処 理 サ ー ビス業 の位 置 付

情 報 量の 急 増 に と もない 情 報 収集,分 析 活動は 複 雑化 七 企 業 の 情 報 処

理 活動 は 経 営 の重 要 な要 素 に な りつ っ あ る。

また,情 報 処 理 に 関連 す る新 産 業が 発 生 し,産 業 構 造が大 き くか わ ろ う

と してい る 。 この よ うな 中で情 報 産 業 の と らえ か た は広 く人 間 活動 の成 果

や ニ ュ ースま で含 めた 生 産 ・派 遣 を考 え る 分野 か ら,コ ン ピュー タを 中心

とす る 一群 の 産 業 をい う場 合,さ らに細か くコ ン ピュ ータに よる処 理 を 中心

とす る産業 ま で さま ざま で ある 。 こ こでは産 業 構 造審 議会 の 昭和44年5

月 に行 な った 答 申 「情報 処理,情 報 産 業施 策 に 関す る答 申」 よ り情 報 産業

の範 囲 を(図1-4)の よ うに考 え る こ と とず る 。

この 表 か ら情 報産 業 を,一 方に は コン ピ ュー タ ・ハ ードウ ェア及 び 関連

機 器 の製 造 販売 す る企 業 と,ま た,コ ン ピ ュータの 利用 技 術 の 開発 または

コ ン ビ=一 夕を 利用 して情 報の 処理 ・提 供 を行 な う企i業 と二 つ の企 業 群 に

分け て考え られ る。 そ して通 常 情 報 産 業 とは 後者 を い ってい る。 後者 は ソ

フ トウェ ア業,情 報 処 理 サ ー ビス業,情 報 提 供 サ ー ビス業 と三 つ に 分 け て

考え られ てい るといえ よ う。 しか し,こ の よ うに定 義 してみ て もそ の実 態

は 多種 多彩 で あ り,そ の実 態 も非 常 に流動 的 で刻 々変化 して い る とい って

良 いで あ ろ う。 これ らの 中 で比 較 的 に早 期 に 出現 した の は,情 報処 理 サー

ビス 業 で あ り,次 に 出現 した のが ソ フ トウ ェア 業 で あ る 。 しか しこの 両者

の 間に 明確 に 一線 を 画 するものでは な く,情 報処理サービス業がソフ トウェア開

発 に重 点 をお い た もの が ソフ トウ ェア業 と して 登場 した とみ た 方が 的 を得

て い る であ ろ う 。
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図1-4

差 ン巨 一ゑ(コ ン ピュータ販売 ・ リース)

彊 辺謄)

(機 材消 耗品 産業)

メ ン テ ナ ンス

サ ビ

(要 員 教 育要 員 派 遣)

(ソ フ トウェア受 託 開 発)

ア
ジ

売

㌍

販

ト

ソ
発

フ

、

ソ

バ

開

情報処理サービス業
(狭義の情報産業)

情報処理 サービス業

マ シ ンタ イ ム

サ ビ ス

処

ビ

託

一

受

サ

フ ァ イ ル ・メ

ン テ ナ

サ ー ビ

(ζ 一 タコ レク許 ン)

ン ク ア イ ア リー

サ ビ

情

サ
(

サ

)
布

ス

囲 広義の情報産業 として,上 記 の全産業 の他,知 識産業,た とえ ば放送,新 聞 などマス コミ,教 育,弁 護士 などを含む

考え方 もある。

■
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我国 で は計 算 セン タ ーとい わ れて い る企 業 が この よ うな 方向 にそ っ て出

現,発 展 した とみ て よい 。

情 報 提 供 サ ー ビス業 につ い て は実 動 してい る企 業 は 非 常 に 少 な くま だま

だ で,こ れ か ら とい う状 況 で あ る。

この 間の 事 情 は(図1-5)の よ うに ま とめ る こと が 出 きよ うd

この 図 は,コ ン ピ ュー タの情 報 蓄 積 能 力を活 用 した デ ータ バ ンクか ら コ

ン ピュ ータの処 理 能 力 の 利用 また は 開発 に重 点 をお くソ フ トウェ ア会 社 な

い し情 報 処理 サ ー ビス業,そ し て コ ン ピュ ータ利 用 は 間接 的 で 人間 の 知識

活 用 が 中心の シンク ●タンクや調 査 コ ンサ ル タン ト会 社 ま で含 めて そ の位置

付 を 試 み た もの で あ る。 この 位置 付 を行 な うに あた り,機 械 中心 で あるが

人 的 能 力中 心 であ るか に よ って 分類 した 。そ して これ らの企 業 が点 線の 方

向へ 経 営 の 多角 化 を行 な っ て い る わ けで,ま た 今後 予想 され る方 向 を しめ

してい る とみ て 良い 。

この 図式 の 中の情 報 処理 サ ー ビス業 性 格 を み る と,業 務 内容 と しては 受

託計 算 を中 心 と して,現 在 は バ ッチ処理 の段 階 であ る 。今後 はTSS処 理

の計 算 処 理へ 向か う事 が考 え られ よ う。 これ と併 行 して情 報 提 供 サ ー ビス

の役 割 を に な う企 業 も 出現 しよ う。

また逆 に計 算 処理か ら,入 知 を 要 す る ソ フ トウ ェアの 開発 な い しは シス

テ ム開 発の 方 向 も重 要 に な って こ よ う。 左 右 の点 線 は この よ うな経 営 の 多

角 化 の 方 向 を示 した もので あ る。

とこ ろ で,こ こは デ ー タ ・バ ンク,情 報 処理 サ ー ビス業,ソ フ トウ ェア

会 社,調 査 コ ンサル タン ト会社,シ ンク ・タンクの 分類 を こ ころみ た の で

あるが チ ー タ・『ンク,シ ンク ・タ ンクは 現 状 では ま だ あま り活 動 は してい

ない 。 現実 には 情 報 処理 サ ー ビス業 が 中心 とな ってい る とい え よ う。

今後 は デ ー タバ ン クや シ ンク ・タ ン クな る もの が情 報 産 業 へ の 進 出を活

発 に し て くる で あ ろ う。

ま た,情 報 処 理 サ ー ビス業 も激 化 す る競 争 に打 ち勝 つ た め に経 営 の 多角
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企 業 形 態 と
多角化の方向

◆

図1ご5情 報産業の企 業形態 と事業 内容

知 識 集 約 的
集 約 度

資 本 集 約 的

<

<一 一 ー ー 一 一 情 報 処 理
サー ビ ス 会 社

一 一 ー デ ー タ・バ ンク

ー ー 一 →

<一 一 一 一

<i-一 一 ー ー 一

言周査 コンサルタン ト

会 社

ソ フ ト ウ ェ ア会 社 一 一 ー 一 〉

一 一 ー 一 一 一 一 〉

シ ンクタンク ー ー ー 一 〉

調査,分 析,計 画,予 測 酬 理技噸 発[亜 ヨ 蓄積,検 索,提 供

シス テム開発

ソ フ トウ ェ ア開 発

事 業 内 容

　
　　

情報 提供 サービスー
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化 を 進 め新 しい ソ フ トウェ ア業 や デ ータ ・バ ンク な りへ の進 出 をは か って

行 くこ とで あ ろ う。

現 状 は この よ うな情 報 産 業は 一部 の例 を除 けば ほ とん どが 過 少 資 本 の 中

小企 業 で ある 。 これ は,こ れ らの 産 業 が 人 的能 力 を中 心 と して設 備 は レン

タル で ま か な うとい う型 で あ り,資 本 は あま りか か ら ない こ とに よっ てい

る。逆 に 人材 さえ 集 まれ ば容 易 に進 出可 能の 業 界 で あ る と もい え よ う。

2情 報 処理 サ ー ビス業 の市 場

(1)売 上 高 の 推 移

情報 処 理 サ ー ビス業 と しての計 算 セ ン ターは 昭和37年 度 では企 業 数 も

30社 に み たず1社 当 りの 売上 高 も17百 万 と非 常 に少 ない ものだ った 。

しか し39年 か ら40年 にか け て,大 手 ユ ーザ ーの計 算 部 門 の独 立 やそ

の他独 立 系 の計 算 セ ンタ ーが 出現 し,昭 和41年 に は企 業数 では101社,

1社 当 りの平 均 売上高 も67百 万 とな り37年 に比 し4倍 に も なっ た ので

ある 。

以後 需 要 の 増 加 に と もない,売 上 高 は着 実 に上 昇 し,昭 和44年 度 には

企 業数 で230社 を数 え,1社 当 りの 売 上高 も1億 を 越 え,全 体 では260

億 円 に も達 した の で あ る。

ただ,こ の数 字 には,受 託 計 算 マ シン タ イ ム サ ー ビスだ けの 売上 高 推計

であ り,カ ー ドパ ンチ な どの 関連 サ ー ビス の売 上 高 を含 め る と情報 処 理 サ

ー ビス 業の 昭和44年 度 の 売 上高 は400億 ～500億 ぐらい に 達 す る と

され て い る。

'

ρ

♪
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表1-7情 報 処 理 サ ー ビス業 の 売 上 高 の 推 移

(受 託 計 算,マ シン ・タイム ・サ ービス の み,推 計)

年 度 企業数 売上高 (1社 当 り) 増加率 (1社 当 り)

社 百万円 百万円 % %
37 23 392 17.0 　 一

38 39 1,171 30.0 199 80

39 49 2,361 . 48.2 102 59

40 63 3,714 590 57 22

41 101 6,731 66.6 81 14

42 143 11,435 80.0 70 19

43 183 17,552 95.9 53 20

44 230 25,969 112.9 48 18

(2}利 用 の 現 況

情 報 処 理 サ ー ビス業 の ユ ー ザ ー ・企 業 規 模 別 に み る と下 表 め よ うに な る 。

表1-8情 報 処理 サ ー ビス業 の 利 用 者の 構成

%

企業 別

産業男i
大企業 中堅企業 中小企業 官公庁 計

製 造 業

そ の 他 業 種

合 計

28.9

26.3

55.2

5.6

11.3

16.9

2.1

6.9

9.0

18.9

18.9

36.6

63.4

100.0
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区分名 大 企 業 中 堅 企 業 中 小 企 業

製 資本 金10億 円以 上 大企業で も中小企業 資 本 金5,000万 円

造

業
かつ従業員 で もない 場 合 未満

の 1,000入 以 上 または従業 員
場

合 300入 未 満

そ の 資 本金2億 円以上 大企 業 でも中小企業 資 本 金1,000万 円

の

他
の 場

か つ従 業 員200人

以 上

で も ない場 合 未満

または従業員
業
程 合 50入 未 満

(JECC調 査)

由

これ でみ る と大企 業 か らの 利用 者 が55.2%,官 庁 か ら18.9%と 大 半

を 占め,中 小企 業 の 利用 者 は9%と1割 にみ た な い状 況に あ る。

この ことは 情 報処 理 の需 要は 大 企 業 ない しは 官 公 庁 を 中 心 に発 生 し,ま

た こ こを中心 に 外 部委 託 が なされ た もの であ る とい え よ う。

我 々 におけ る コ ン ピュー タ ・ユー ザ ー 自体 の コン ピュー タ利 用 状 況 は表

1-9の とお り,事 後 処 理 的 業 務で 単 純 集 計 業務 が 中 心 で 分 析 予測 計 画業

務 での 利 用 は まだ少 ない。

こ う した ユ ーザ ーか らの 仕 事 の受 託は,当 然 ご く少数 の ケ ースを 除 い て

ほ とん ど単純 業 務の 受 託 に と どまっ てい る とい え よ う。 しか も,計 算 セ ン

タ ーの 利用 につ い て も積 極 的 に実 施 し てい るわけ で な く,む しろ,セ ン タ
t

－利用 者側 にお い てそ の企 業 の 中心 的業務 は ,自 社 内 にお い て処 理 し,末

端 の 業 務 な い しは,オ ーバ ーフ ロー した業 務 につ い て 外 部 の 計算 セ ン ター

に 委託 す る とい った のが実 情 で あ る 。
合
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表1-9適 用業務別の電子計 算機の利用 方法

利用 方式

業務分野
事後処理 的業務

解析計画お よび

予 測 業 務
計

376 307 683
1.企 画 ・ 調 査

(54.8) (45.2) (100.0)

62 20 82
2.広 告 ・ 宣 伝

(75.8) (24.2) (100.0)

3.購 買
966

(86.8)

146

(13.2)

1,112

(100.0)

703 261 964
4.生 産

(72.9) (27.1) (100.0)

5.販 売

6.製 商 品 在庫 管 理

7.輸 送 ・ 通 信

設 計 ・研究 開 発8

お よ び技術 情 報

9入 事 ・ 給 与

10.資 金 ・ 財 務

11.そ の 他

1,540

(83.2)
t

1,132

(87.7)

187

(76.O)

297

(46.9)

1.562

(90.0)

1.115

(87.6)

575

(84.2)

(

(

(

(

(

(

(

310

16.8)

159

123)

60

24.0)

334

53.1)

176

10.0)

159

124)

109

15.8)

(

(

(

(

(

(

(

)

'

0

0

5

0

8

0

1

1
■

)

酋⊥

0

9

0

9
↑

0

1

1

)
7

0

4

0

2

01

、

1

0

つ
∪
0

6

01

)

8

0

3

0

7

(U

1

1

)

4

∩
)

7

0

2

0

1

1

)

4

0

8

∩
)

6

01

合 計
8,515

(80.7)

2,041

(193)

10,556

(100.0)

囲1.集 計 対 象 数2,439

2.()内 は 構 成 比

(通 産省 調査)

直
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(3)今 後 の 売上 予 測

① 情 報 処 理 サ ー ビス業の 昭和50年 度 売上 げ 目標

昭 和46年 実施 され た 電子 計 算 機 高 度 利用 計 画案 で,情 報 処理 サ ー ビ

ス業 の 昭和50年 度の 売上 げ 目標 を表1-10の ように設 定 した。

この表 で情 報提 供 サ ー ビス業 の 売上 を 含 め て あ るの で,こ れ を 除い て

計 算 す る と昭和50年 度 に2,800億 円程 度 の 売上 を み こみ,昭 和44

年 度 の 売上 に 比 し約11倍 に も な る こ とを 目標 として い る 。

P

表1-10情 報 処 理 サ ー ビス業 の 内情 報提 供

サ ー ビス業 ・ソフ トウ ェ ア業 の 売上 高

(旬44年 度 (B)50年 度 B/A

情 報 処 理 サ ービス業

(狭 義)

内情報 提 供サービス業

ソ フ ト ウ ェ ア 業

260億 円

『

40億 円

3,000億 円

(150～200億 円)

2,500億 円

12倍

63倍

合 計 300億 円 5,500億 円 18倍

(情 報処理指標作成委員会資料よ り)

これ は,昭 和50年 度 の コ ン ピ ュ ー タ設 置 額 が35千 億 と して そ の8

%が 情 報 処 理 サ ー ビス 業 の 売 上 高 を み た 数 字 と なb,昭 和46年 の ア メ

リ カに お け る状 況 が コン ピ ュ ー タ ー設 置 額790百 億 円 の6.8%,54

百 億(推 定)に 対 応 して 考 え ら れ た もの で あ る。 こ れ を コ ン ピ ュ ー タ ・

ユ ー ザ ー と コ ン ピュ ー タ を 保 有 しな い 企 業 と に分 け て つ み あ げ る と,表

1-11の ご と く,コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー か ら は1,900億 円,非 保

一28一



有 企業 か らは900億 の受 託を み こん だ もの で あ る。

表1-11情 報 処理 サ ー ビス業(狭 義)

コ ン ピ ュ ー タ ・ ユ ー ザ ー か ら の 受 注 1,900億 円

コン ピュー タ非 保有 企業 等 か らの受 注 900億 円

合 計 2,800億 円

(情 報処理 指標作成委員会資料 より)

た だ,こ の数 字 自体 目標 であ って,情 報 処 理 サ ー ビス業 の企 業 努 力に

まつ ところ は大 きい 。

ただ ユ ーザ ー側 に も情 報 処理 が高度 化 す るにつ れ て,専 門技 術者 の確

保,モ ラルの 向上,処 遇 な どの 問題 な どか ら,一 部 には計 算 機 部門 を独

立 させ てい る例 もあ る。 コ ンピ ュー タ部 門は,ユ ー ザ ー 自体 の 業務 とは

異 な る特 殊 な業務 だけ に,外 部情 報 処 理 サ ー ビス業 に委 託 す る方 が効率

的 だ とい うわ け で あ る。た だ,わ が 国の 大 企 業 は,重 要 技術 を 自社 内で

蓄 積 する とい う性 質が あ る 。情 報 処 理 につ い て も同様 で ある。 情報 処理

開発 に あた って は,自 社 内の業 務 に 通暁 した ス タ ッフに依存 す る方 が効

率 的 だ ったか らで あ る。 この よ うな 日本 的 な 組 織風 上の 他 に,外 部 に も

この よ うな外 注に こた え だ けの 力を もつ 専 門 会社 も存 在 し なか った ため

で もあ る 。

しか し先 述 した 人材 の問 題 や ます ます 進む 技術 の専 門化 に 対 処す るた

めに,専 門 の企 業 にまかせたほ うが 効率的 で あ ろ う し,社 会的 に も重 複投

資 を さけ て 生 産性 を 向上 させ る上 で も,こ れ ら情報 処理 サ ー ビス業 の 発

展 が 望まれ る わ け で あ る 。
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ところで 中 小企 業 に とっ て も情 報 量 の 増 大,労 働 力不 足 や コ ン ピ ュー

タ リゼ ーシ ョンの 進 展 を考 え る と早 晩 コン ピ ュー タの 利用は 不 可避 であ

ろ う 。

しか し,実 際 に コ ン ピュ ータを導 入 してい る企 業 は きわ め て少 な く,

今 後 も独 自 に導 入 もし くは 利 用は 考え て い ない 。 これ は,資 金面,人 材
ぺ

面 の問題 の他,中 小企 業 に 適 した標準 システ ムや ソフ トウ ァの 開発 が

お くれ てい る こ とに よ る 。

ま た,そ の 他 に,中 小企 業は 雑 だが 少量 の 事 務 処 理 が 多 く,取 引慣 行

も非近 代 的 であ る点 コ ンピ ュー タ処理 に適 しな い た め で もあ る。

しか し今 後 は,情 報 処 理 の格 差 が企 業 経営 の死 命 を制 す るとい わ れ て

い る,こ の よ うな中 に あ って,中 小企 業 は 大企 業 に情 報 処 理 面 にお いて

大 き くた ちお くれ てお り,こ れ に対 処す る には,大 型 ない し中型 機 を共

同 利 用 す る こ とが 考え られ よう 。

計 算 セ ン タ ーに は こ の よ うな共 同 利 用 の セ ン ター と しての 分野 に 中 小

企 業 を対 象 とす る大 きな未 開の マ ーケ ッ トが あ る とい え よ う。

現 状 では共 同利 用 の 場合 に あ って も,ロ ー カル バ ッチ処 理 に よ って散

発 的 に計 算 セ ン タ ーを利 用 して い るが,今 後 は 通信 回 線 と端 末装 置 を 利

用 した遠隔 情報 処 理 方式 に よ る コ ン ピュ ー タの 共 同 利 用 が望 まれ る。計

算 セ ンタ ーの マーケ ッ トも近 い将 来,こ の 方面 に進 む 必 要 が あ り,そ の

た め に も中 小企 業 に 向い た業 種 別,業 務 別 の プログラム ・パ ッケ ー ジを 開

発 し,中 小企業 が 利 用 で きる よ うな地 盤 を 一歩 一歩 築 い てい く必 要 が あ

ろ う。

さて,現 実 に は計 算 セ ンタ ーの 利用者 は ど う考 え て い るの だろ うか。

表1-12は 計 算 セ ン タ ーの 利 用状 況 と将 来 の 利 用計 画 を ア ンケ ー ト

調査 でみ た もので あ る 。.

この 表か ら,計 算 セ ン ターの 利用企 業 数 は,パ ン チが トップで あ る。

1/oの 型 式 に 変化 が ない 限 り,こ の傾 向は続 くもの と考 え て よい であ
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表1-12計 算 セン ターの 利用 現状 と計画

産 業 別

項 目

第2次

産 業

第3次

産 業

その他

の産 業
合 計

計 算 の 委 託
現状㈲

将来㈲

24.0

18.2

14.1

12.3

16.7

12.2

19.2

15.1

パ ン チ ン グ
現状(⑨

将 来(殉

36.5

35.0

30.6

30.5

33.3

32.1

33.8

328

マ シ ン ・ タイ ム

の 利 用

〃

〃

13.6

16.9

7.7

11.4

9.6

7.1

10.8

13.6

要 員の 教 育 ・講

習 会 へ の 出 席

〃

〃

39.1

35.6

27.7

27.9

333

28.2

338

31.6

要 員 の 派 遣

ノノ

〃

5.0

13.1

6.2

11.6

4.5

9.6

5.5

12.1

プ ログ ラ シング

委 託

〃

〃

92

16.8

8.1

ψζ

11.2

3.4

11.5

8.4

13.9

保 守 ・サ ー ビ ス

委 託

〃

〃

13.6

98

121

11.0

314

'19
.9

15.0

11.4

調 査 代 行

・ デ ー タ 収 集

〃

〃

1.4

5.2

1.3

8.4

1.3

3.8

1.3

63

コ ン ピ ュ ー タ室

運 用 代 行

〃

〃

1.2

4.4

1.7

4.4

0

4.5

1.2

4.4

合 計 社 数 1,015 701 201 1,917

回 収 車 業 体 数 655 545 156 1,356

71,コ ン ピ ュ ータ白書 より

1事 業 体 で2つ 以 上 の記 入 が あ るた め回 収 事業 体 で回収 社 数 を 割 った た

め 比率 計 は100%を 超 す 。
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ろ う 。

要 員 の教育 に つ いて も多 くの企 業 が これ ら計算 セ ン タ ーを利用 し よ う

と考 え てい る よ うで あ る。

変 化 があ る のは要 員 の 派遣 につ い てで あ る・

今後 は,計 算 セ ンタ ーの 要 員 が企 業 の 計算 室 に 派 遣 され て,業 務 の 一

部 に 従事 す る よ うに な って くるだ ろ う。 我 国 では,コ ン ピ ュー タ室 の 運

用 代 行 につ い て,全 面 的に 計 算 セ ン タ ーに委 任 す る こ とは ま だ ま だ考 え

られ ず,計 算 セ ンタ ー要 員の 派遣 を して もら って 部 分的 に 事務 担 当 す る

とい っ た 方 向 に少 しつ つ進 ん で きて い る と いえ る。

また との調査 で問題なのは,計 算 委 託が 減 少 す る傾 向に あ るが,プ ロ グ

ラ ミ ングの 委託 が 増加 してき て お り,こ の よう な手 作業業 務が 委 託 増加

す る よ うな傾 向 を 示 して い る 。

計 算 セ ン ター とし ては,こ の よ うな付 加 価 値 生産 性 の 低 い もの のみ の

受 託 に とどま る こ とな く,プ ・グ ラムの標 準 化 を 行 な い,生 産性 を 高 め

る 一方,よ り高度 の 分析 予測 ・計 画業 務 の よ うな付 加 価 値 生 産性 の 高 い

業務 も 引 き受 け られ る よ うな体 制 を ととのえ る こ とが 望 まれ る。
△)

◆

3.情 報 処 理 サ ー ビス業 の 当面 す る問 題

情報 処 理 サ ー ビス業 は大 き な固定 資産 を 要 しない 。 主 た る設 備は コ ン ピュ

ータで あ り
,そ の他 主 な もの と しては 社 屋 があれ ば こ とた りる 。 コン ピ ュー

タは 一般 に レン タル に よ っ て まか な われ,社 屋 に つ いて は ビルを 借 り る こ と

に よ って営 業 が可 能 で あ る。

この よ うな わ けで,大 き な 資本 を必 要 と しない た め,当 業 界へ の進 出は容

易 であ る とい え よ う。

しか しなが ら,固 定 資産 が 不要 な た め に担 保 力 に とぼ し く,資 金調 達 力は

非 常 に わ るい わ けで経 理 面 の基 盤 は きわ め て弱 い。

当業 界の 商 品 は情 報 を処 理す る サ ー ビスで あ り,有 形 の もの では な いと し

■

遣
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て 顧客 注 文 のつ ど個 々の 情 報処 理 サ ー ビスを行 な う外,標 準 プ ログ ラム パ ッ

ケ ー ジを 開発 し てお き,多 数 の客 に売 り込む こ とがそ の商 売 なの で あ る。 こ

の よ うな プ ログ ラム開 発 に は,開 発 費 が か さむ わ け であ るが,そ の 主 な 費用

が 技 術 者 へ の 人 件費 で あ る。給 料は 後 払い が きか ない た め,開 発 プ ・グ ラ ム

の 収 入 との 間 の タ イ ム ラグが生 じ,多 額 の 運 転資 金 が 必要 と な るわ け で ある 。

この ように,財 務 面 は 非 常 に 弱い 上 に技 術 者不 足 も大 きな 問題 で あ る。 い

うま で もな く当業 界は頭 脳 産業 とい われ,優 秀 な 技 術者 を もつか もた な いか

が 企 業 の盛 衰 を きめ る とい わ れ てい る。

しか し,絶 対 的 な情 報 処 理 技 術者 不足 で企業 規 模 を拡張 しよ うに も簡単 に

は い かない わ け で あ る 。組 織 の 運営 に も問 題 を か かえ てい る 。

この 業 界は 歴史 的 に も非 常 に新 し く,他 産 業 と比 べ て 業務 内容 も著 し く異

な っ てお り,内 部 管理 も非常 に 困難 な面 を もっ て い る。 管 理者 は情 報 処 理技

術 の 理解 がない と,う ま く管 理 でき ない わ け で 多彩 な能 力を 要 求 され てい る 。

また,情 報 処 理技 術者 は 従 来 の企 業 従 業 員 とは異 な った モ ラルを有 してお

　 　

り,企 業 に ベ ッタ リ な状 態 では ない た め,人 事 管理 も新 しい 要 素 が要請

さ れ て い るの は い うま で もな い 。 こ の よ うな問 題 に対 処 す る には優 秀 な 中間

管 理 者 が必 要 で あ る が,こ れ にた え 得 る だけ の 人 材 は,な か なか確 保 す るこ

とが 困難 だ といえ る。 この よ うな 中 間管 理者 の 確 保,・育 成 が企 業 発 展 の要 点

で あ る。

市場 開拓 に お い て も,情 報 処 理技 術 を有 す る有 能 な営 業 マン も不 足 してお

り,今 後 この よ うな営業 マ ンの 育 成 が急 務 とな って き てい る。

現 在,こ の業 界は,過 当 競争 の 様 相 をお びて きてい る。そ れ は,進 出の し

やす さか ら計 算 セ ン タ ーが乱 立 し,値 引競争の 激 化 の き ざ しに あ る。

この よ うな傾 向 に 対 処 する た めに は,標 準 価 格 体系 を 確 立す るな ど,ユ ー

ザ ーが安心 して委 託 で き る よ う情 報 処理 サー ビス業 の評 価 を高 め る 必要 が あ

る。 これ に は業 界団 体 の働 き も必 要 にな って来 よ う し,経 営 者 自体 の 自覚 に

ま つ とこ ろ が 大 きい。

一33一



この業 界 は生 まれ て ま だ 日が浅 く,経 営 基 盤は 前述 の ご と く,ま だ確 立 し

てい ない 。 しか しな が ら,コ ンピュータ リゼー ション の 中核 と しての 重 要 な使

命 を担 っ てい る とい え よ う。 このた めには,低 利 資金 の 融 資 ・税 制 上 の優 遇

策 な ど,国 に強 力な育 成 政 策 が必 要 で あ ろ う。

今後 は,外 国 資本 系 の企 業 や 大 企 業 系の企 業が,こ の業 界 に進 出 して くるだ

ろ うし,ま た 通信 回線 の解 放 に ともな い,オ ン ライ ン処 理やTSSな ど新 し

い サ ー ビスの 登場 も当然予 想 され,業 界 の先 行 きは きび しい もの が あ る。

経 営 者 は 将来 に わた る経 営理 念 を 明確 に して経 営 諸条 件 の改 善 を 一歩 一歩

進 め て 行 くこ とが 大切 に な って こ よ う。

'

■

●
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II情 報処理サー ビス業の財務
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皿 情 報 処 理 サ ー ビス業 の財務

、

1概 要

現 在計 算 セ ン タ ーを 中心 に情 報 処 理 サ ー ビス業 を 営む 事 業体 は394社

(46/1月JECC調 べ)43年1月 に 比較 す る と211社 が増加 して い る。

特 に その 中心 は公 共 機 関,メ ー カ ー及 び 関連 販 売会 社 に対 して独 立 計 算

セ ン ター.が190社 と増加 の 中心 を 占め てい る。 さらに これ を長 期 的 に み

る と昭和41年 以 降急激 に計 算 セ ンターが 増 加 してい る 。(図ll-1)

図 皿一1過 去10年 間計 算 セ ンタ ー開 設状 況

ひ

この様 に 増加 す る計 算 セ ン タ ーに つい て経 営 内容 を み る と計 算 セ ンタ ーの

収 益 性 が急 激 に高 ま った こと が示 され てい る。(表 皿一1)

e

－35一



表 皿 一1資 本,収 入,利 益 の ト レン ド(平 均)

年 度

竪
ト収 入.

40 41 42 43 44 45

㌧ ト醗

万円
資 本 金 2,126 2,968 2,647 2,658 2,842 3,738

(趨 勢 化) 100 140 125 125 134 176

万円
年 間 収 入 10,901 11,742 13,693 18,641 23,187 27,827

(趨 勢1ヒ) 100 108 126 171 213 255

万円
利 益 82 79 477 503 1,016 2,351

(趨 勢 化) 100 96 581 613 1,239 2,867

(日 本 情報処理開発 セ ンター45.5調 査)

イ

T

昭和40年 以 降5年 間で 資本 金1.76倍,収 入2。55倍 に対 して利 益 は

28.67倍 となっ てい る。

この 様 な急激 な成 長に 対 し業 界 内部 をみ る とき,需 要 に 応え て着実 に成 長

す る企 業 と外 部経 済条 件 に 対 応 出来 ず 欠損 とな る企 業 の格 差 が著 しくな って

い る こ と も指摘 で きる 。

通 産 省 の実 態 調 査(昭 和46年4月)に よれ ば 対 象 企 業182社 中117

社 が欠 損 と な って い る。

特 に年 間 収 入99百 万 円 以下 の 小規模 企 業 にお い て この 傾 向 が著 しい 。

ガ

つ
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図II-2情 報 処理 サー ビス業 の売 上 高別 利 益状 況
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2・ 収 益性 と経 営活 動

〔1)収 益 性 別 にみ た 企業 の 特徴

45年 度 当財 団 情報 処 理 サ ー ビス業 の実 態調 査 資料 に もとつ い て 利益 率 ,

売 上高 に よる グル ー ピン グを す る と 図 五一2の ご とくな る
。

そ れ ぞれ の グル ープに つい て の さらに 平均 売上 高利益 率
,資 本 金,従 業

員数,経 営 年数 と業 務 内容 等 経 営 の 特 徴 を示 した もの が(表ll-2)で あ

る。

① 欠 損企 業 グノレー プの特 性

イ 経 営規 模 は2,660万 円,資 本 金1,180万 円,従 業 員18名 程度

で ある 。
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表 ‖-2 グ ル プ 別 計 算 セ ン タ ー 財 務 分 析(1)

利・益率
一 ～0% α ユ ～5% 5.1～10% 10.1%以 上

グ ノレ ー フ'名 グ ル ー プ名 グ ル ー プ 名 グ ル ー プ名

売上高
企 業 数

平均経営年数

平 均 売 上

平 均 顧 客 数

平 均 資 本金

平 均 利 益 率

1件 当 り売上高

企 業 数

平均経営年数

平 均 売 上

平 均顧 客 数

平 均 資 本 金

平 均 利 益 率

1件 当り売上高
企 業 数

平均経営年数

平 均 売 上

平均 顧 客 数

平 均 資 本 金

平 均 利 益 率

1件 当り売上高

企 業 数

平均経営年数

平 均 売 上

平 均 顧 客 数

平 均 資本 金

平 均 利 益 率

1件 当り売上高

規 模 平均従業員数 」名当り売上高 平均従業.員数 1名 当 り売上高 平均従業員数 1名 当り売上高 平均従業員数 1名 当り売上高

0～

b

21659万 円 一10 .3%

a

1,908万 円 5.3%
6社 23件 12社 33件

5ρ00万 円 2年2月 Ll83万 円
116万 円

4年4月 500万 円
58万 円

18名 148万 円 15名 127万 円

5ρ01～

C

8,771万 円 L8%
11社

22件

ユ0,000万 円 6年 2,183万 円
399万 円

45名 195万 円

10,001～

d

11,568万 円 8.0%

f

11,318万 円 16.8%
9社 67件 6社 40件

15ρ00万 円 3年 1400万 円
173万 円 6年7月 2,383万 円

283万 円

56名 207万 円 47名 240万 円

15,001～

e

20417万 円 79%
9

16,595万 円 209%
3社 89件

3社
42件

201000万 円 5年3月 L567万 円
229万 円 7年 1,750万 円

395万 円

90名 227万 円 86名 193万 円

20,001～

h

32,664万 円 3.4%
5社 89件

50,000万 円 6年 2,238万 円
367万 円

163名 200万 円

50,001万 円

以 上

i

6社

5年4月

123.058万 円

182件

6,500万 円

1.5%

676万 円

」

3社

5年

70,333万 円

84件

11300万 円

10.5%

837万 円

316名 389万 円 183名 384万 円

十 ● ぺ
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表ll 2 グ ル ー プ 別 計 算 セ ン タ ー 財 務 分 析 ②

利 益 率 一 ～0%
0.ユ ～5% 5.1～10% 10.1%以 上

売 上 高
規 模 グ ル ー プ 名 グ ル ー フ'名 グ ル ー プ 名 グ ル ー フ'名

b受 託計算の比率は80%以 上 a受 託計算が90%以 上
顧 客は90～100%民 間 企業 民間企業が過半数

0～ ～5,000万 円 小型計 算 機(EX.Facom (小型機が中心F230/10
230/10) ク ラス ー部 田0/25)

c受 託計 算が 中 心で あるが,パ ン

チ比率 も20～30%を 占める 。
5,001～10,000万 円 顧客 も民間企業以外地方 自治体

の比率が25%程 度 あるものが

多L(。(Facom鴉0/20ク ラス)

d受 託計算比率は50～60%, f受 託計算が過半数を占める,顧

10,001～15,000万 円
他はパンチ叉は時間 貸 しを行

なっている。顧客も民間企業 の
客は60～70%以 上民間企業

又は地方 自治体に集中 している

比 率は40～50%,他 は 中央 中型機

官庁又は地方 自治体,中 型機

e受 託計算が中心,顧 客は民間企
g受 託言十算,時 間貸,パ ンチ業務,

業,地 方自治体 地方自治 体,民 間企業 と顧客層
15ρOl～20,000万 円

・

中型 機(230/25,360/⑳)「 も厚 くな ってい るo中 型 機

h受 託 言]算を 中心 に してい るが,

そ の 他 パン チ,コ ンサ ル テ ィ ン

20,001～50,000万 円 グ業務 も30%程 度行なってい

る。顧客は民間企業,地 方自治

体 バ ランス しているo中 型機

1受 託計算 を中心 としながら,パ 」 受託計算が中心,顧 客は民間企
ンチ ・ コ ン サ ル テ イ ノ グ サ ー ピ

50,001万 円 以 上 スを展 開 し ているo民 間 企業,
業,関 連企 業 に集 中 して いる。

関連企業が過半数を占める。

ノ
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図 皿一3情 報処 理 サー ビス企 業,利 益 と売 上高 の 関係
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ロ 利 益率 一10 ・3%,1人 当り 売 上高148万 円(年 間) ,顧 客

1件 当 り売上 高 は116万 円,受 託計 算 が80%以 上,し か も民 間企

業 で あ る 。

ハ 創業 以 来 の経 営 年数 は2年 以下 が 多 い 。(平 均2年2ケ 月)

② 高 収 益 グル ープ企 業 の 特性

イ 経 営 規 模は11,310万 円,資 本金2,380万 円,従 業 員47名 程度 で

あ る。

ロ 利益率 は16・8%,1人 当 り売 上 高240万 円(年 間),顧 客1件

当 り売上 高 は283万 円(年 間),業 務 内容 は受 託 計算 が 中心 で ある

が,顧 客 は民 間企 業 又 は 地 方 自治 体 に集 中 して い る。

ハ 創 業以 来の 経 営 年 数 は6年 又は7年 を経過 し てい る。

(2)経 営年数 と収 益性

イ 欠 損 企業 は 経 営 年 数2年 以 下 にみ られ,経 営 年数3年 ～5年 では5%

～8%の 利 益率,15%以 上 の 高収 益 企業 は経 営 年 数6年 か ら7年 を経

て い る。

P5年 か ら6年 の経営年数のある企業で も1%～3%の 低収益企業 グループがあ

る。これ らの企業 には業務 内容 に特徴のない企業又は民間 企業の関連計算セン

タ ー と して収 益性 を 政 策 的 に押 えて い る ものが 含 ま れ てい る。

ハ 経 営年 数3年 か ら5年 の計 算 セ ン ターは 中程 度 の 収 益性 を あげ てい る

(5%～8%),小 型 計 算機 を 中心 に 運営 して い る企 業 グ ル ープ では5

%～6%(売 上 高1,900万 円,資 本金500万 円,従 業 員15名 程 度)

が平 均 的 で あ る。 さ らに 中型機 を 中心 に運 営 してい る クル ー プで は約8

%程 度 の 利益 率 が 実 現 され て い る。(図ll-4)

(3)得 意先 構成 と業 務 内容

イ1人 当b売 上 高 は 最 高389万 円(年 間),最 低127万 円,1件 当

り売 上高 は最 高837万 円(年 間),最 低58万,(高 収 益 グル ープの

1人 当 り売上 高200万 円～250万 円,1件 当 り売 上高 は300万 円
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～400万 円)

ロ 業務 内容 は 規模 が 大 き くな り経 営 年数 が経 るに従 って民 間企 業 の受 託

計算 中心 か ら民 間企 業 以外 の 中央 官庁,地 方 自治 体,又 は 地方 自治 体か

ら逆 に 民 間 企業 に顧 客 が広 が り,業 務 内容 も受 託計 算,パ ンチ ,コ ンサ

ル テ ィング ・サ ー ビス等 に多 角 化す る。

ハ5億 以 上 の企 業 に お い ては,民 間企 業 又は 親会社 等 の委 託計算 に集 中

して 運営 され て い る例 が 多い 。

(4)収 益 性 の トレ ン ド

個別企 業 にお け る収 益 利 益 の トレン ド

45年 度 の実 態調 査 回 答企 業78社(図 皿一3)か らさ らに15社 を 選

び,個 々 の 収益 利 益 の トレ ン ドを 示 す と(図 皿一5)の 通 りで あ る。

44年 か ら45年 にか けて2社 を除 き 一般 的 に調 査 対 象企 業 の 売上 高 利

益率 は 向 上 し てい る。

叉 は4社 を 除 き売 上 高 利益 率5%以 上 の 企業 であ る 。

これ を1人 当 り収 入 でみ る と,2社 を 除 き増 加 して い る。 分析 対 象企 業

は業 界 で も充 実 した グ ル ープに 属 してい る。(図 皿一6)

●

3.情 報 処理 サ ー ビス業 の生 産性

調査 対 象企 業 の 平 均 経 営規 模 は次 の 通 りで あ る。

売 上 高

総 資 本

人 員

13,000万 円 最

最

6,337〃 最

最

634名 最

最

高

八

高

＼

高

＼

25,000万 円

6,000〃

11,505万 円

4,300〃

104名

42〃

次 に 平 均 付 加 価 値 生 産 性 は150.7万 円(月 平 均12.5万 円),最 高

208.4万 円,最 低90万 円 で あ る 。
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これ に 対 して 資本 集約 度100万 円,資 本 の 回転 率2.06回 で あ る 。

また 人 件費 水 準62万 円(月 平 均52万 円),(最 高107万 円,最 低

33万 円)で あ る。 労働 所 得 配 分率 は41%で あ る 。

生産 性 に も とつい て 調査 対 象 企 業 を分 類 比 較す る と次 の 表 の ごと くに な る。

これ をみ る とイ～ 二の よ うな分 析 が な され よ う。

表 皿一3調 査企業の生産性別経営指標

項 目
高 生 産性

グ ル ー プ

中生 産 性

グ ル ー プ
低 生 産 性
グル ー プ

付加価値生産性 212.5万 円 164.9 132.2

資 本 集 約 度 118.8〃 117.7 79.6

総 資 本 回 転 率 2.51回 1.60 2.70

付 加 価 値 率 0.76 0.92 α61

人 件 費 水 準 68.6万 円 59.3 68.99

〃 配 分 率 032 0.36 0.52

対 象 企 業 2・9・11 5.8.14 1.4.15

イ.生 産 性 は 平均150.7万 円 で ある。 高 生 産 性 グ ル ー プで は212万 円,

低 生産 性 グ ル ー プの132万 円に対 して約L6倍 で あ る。

ロ.又 人件 費 水準 は,生 産性 に関 係 な く高 生 産 性 グル ー プ も低 生 産性 グ ル ー

プ も変 わ り が ない 。

ハ.又,1人 当 り資本 の投 下 額 も高 生 産性 企 業 に比 べ て 低生 産 性 グル ー プは

過大 叉は過 少 であ る。

二.業 務 内容 と関連 して み る と,高 生 産 性 グル ー プでは 受 託計 算 業務 は75

%以 上,パ ンチ業 務 は25%以 下 であ る の に対 して,低 生産 性 企業 は顧 客

層 が充実 さ れ てい ず,計 算機 の 稼働 が充 分に され なか った り,パ ン チ業 務

が75%以 上 と極 め て高 い 比率 を 占め てい る。

同様 に 人 材 も経 験 の あ る シス テ ム ・エ ン ジニ ア,プ ・グ ラマが 高 度企 業

グ ル ー プには 確 保 され てい るの が特 徴 で あ る。
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皿 情報処理サービス業の経営組織 と労務管理

1経 営 組 織

(1)創 立 年 数 と経 営 組 織

情 報 処理 サ ー ビス業 を営 む 企業 は394社(46/1月TECC調 べ)あ る

が,年 間 売上 高か らみ る と1,00(斤 円～1,000,000千 円以 上 に分布 して

い るが,こ の中 で 売上 高1,000万 円 以上5億 円未 満 に85%が 集 中 して い

る 。 また 独立 計 算 セ ン ターの 創立 年 と従 業 員数 との 関係か らみ て も創立6

年未 満 の 企業 は1社 当 た り平 均 従 業 員数 が40～60名,7～12年 に な

る と1社 平均120～180名 とな り,企 業 の規 模 が 大 幅 にか わ って いる 。

この よ うに売 上 高,創 立 年,従 業 員数 に お いて 企業 内容 に 大 きな 差 があ

る と ともに顧 客 数,サ ー ビス 内容 にお い て も企 業 間の 差異 が 非 常 に 大 きい

ので企 業 体個 々の経 営 組 織 に お い て も企 業の 特 殊性 が あ る。 これ を今 回 調

査 した15社 に つい て み る とa売 上 規 模 と創 立 年数,bサ ー ビス 内容,c

顧客 数 お よび顧 客 の 規模 とい う3つ の 特 性 がで て くる。

創立 年 数 が5年 以 上 で43年 ごろ か ら 急速 に 売上 規模 が大 き くなっ てい

る会 社 では次 の よ うな組織 上 の 特 色 を持 ってい る 。(図 皿一1)

① 単 な る計 算 事 務 か ら シス テ ム開 発 に よ って顧 客 の要 望 に 答え る こ とと,

企画 に よって新 しい 分野 の 開拓 に よる売 上の 増大 をは か ろ う としてい る

こ とで あ る。 これ らの 企 業 は,シ ス テ ム部門 が単 な る情 報 処 理 部 門の 中

の1シ ステ ム部門 で は な く,情 報 処 理部 門 か ら独 立 した 型 で企 画,研 究

開発 部門 を もって い る こ と であ る。

② 営 業 部門 が独 立 し,営 業 事 務,製 品の 運搬 等 を専 門 とす る業 務 部 門 と

販 売部 門 が情報 処理 部門か ら独立 してい る こ とで あ る 。

③ 情 報 処理 部 門 シス テ ム,プ ログ ラム,計 算,パ ンチの4部 門 を統 一的

に管 理 す る管 理 部門 を置 き,日 程 計 画,進 捗,外 注,営 業 部門 との 調整

な どの 業 務 を 行 な って い る。
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④ システ ム,プ ・グ ラム関係 には そ れ ぞれ 中 間管 理者 を置 い てい る 。

(2)売 上 規 模 と経 営 組織

創立年 数 に 関係 な く,売 上規 模 が 中位(年1億 ～1億5千 万 円)の 企 業

では,従 業 員数 は 少 な い が組織 機 能 と して は,上 記(1)で 述 べ た 売上 規 模 が

比 較 的 大 きい 企 業 に 近い 組 織形 態 を とっ てい る が① 管理 者(上 級 シス テ ム ・

エ ン ジニ ア)が 営業 あ るい は シス テ ム ・エ ン ジ ニアを兼 務 して いる 。② 営

業 部 門 に企 画,開 発,外 注 機 能 を持 た せ てい る。③ 管 理部 門 を もっ てい な

し(o

小 規模 企 業(年 売上1億 円以 下)で は,総 務 ・営業,穿 孔 とか,営 業 部 ・

事 務 部 とい った ように組 織 機能 はほ と ち どな い ところ が 多 く,特 別 に企 業

の 組 織作 りに 関心 を持 っ て いない 。 この グ ル ー プの 最 大の 特 徴は 企 画,開

発 部 門,管 理 部門,販 売部 門 が ほ とん ど独 立 した 型 では,組 織 上 出て こな

い こと であ る・(図 皿一2)

売上 規模 は 比 較的 大 き い が業 務 内容 が非 常 にか た よっ てい る企 業,例 え

ば パ ン チ中心 の企 業 では,シ ス テ ム ・プ ログ ラ ム,機 械 計 算,部 門 が1つ

の グ ルー プとな ってい て,業 務 内容 も重 複 してい て,ど ち らか とい え ば 売

上規 模 の 小 さい 企 業 に 近い 組 織 で あ る が営業 部 門は 独 立 してい て従 業 員の

質量 とも充 実 してい る。(図 皿一1)

顧 客 の数 が 少 な くて 売上 が 一定 の顧 客 に集 中 して い る 傾 向 の強 い企 業 で

は 販 売,シ ス テ ム ・プ ログ ラム,機 械 計 算 を 個別 に 行 な う組 織 を とって い

る。 この場 合,日 程,進 捗,外 注 等 の管 理 業 務の 調 整 が比 較 的 困難 な こと

か ら管 理 部 門は 独 立 させ てい る。(図 皿一3)

夢

■

φ

一4
,8一



Q

図 皿 一1

総 務 部一[誘:

管 理 課

シス テ ム課

情 報 処 理 部 プログラム課

計 算 課

穿 孔 課

開 発 課一鳴 ㌶

営 業 部一[1㌶

図 皿 一2

総 務 ・経 理謀

計熟[1㌻ ㌘

営業課長 ジ

穿 孔 裸

図 皿 一3

禽

管理部 管理課

業 務 一議

(特 定 企業)

業 務 音β 業 務二 課

(そ の 他企 業)

業 務 三課

(パ ン チ)
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(3)要 員 構 成 と経 営 組 織

情 報 処 理 サ ー ビス 業 と し て企 業 の 効 率 的 な 運 用 を は か る には,管 理 者,

シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア,プ ロ グ ラマ,オ ペ レ ー タ,キ ーパ ン チ ャ ー,セ ー

ル ス マ ン,一 般 事 務 員,そ の 他 関 連 要 員 を 必 要 とす る 。 こ れ ら の 要 員 は,

45年3月 末 現 在,12,054名(通 産 省 調 べ)に の ぼ っ て い る 。 こ の うち

管 理 者 は6%'セ ー ルス マ ンそ の 他 間 接 要 員 が11%,シ ス テ ム ・エ ン ジ

ニ アを 含 め た 直 接 要 員 が83%で 直 接 要 員 の 中 で キ ー パ ン チ ャ ーは50%

を し め て い る 。

これ を 企 業数 にみ る と,シ ステム ・エ ンジニア,プPグ ラマを0～30人 雇 っている

30入 雇 っ て100人 未 満 で み る と対 象 企 業 総 数 の95%で あ る。 キ ー パ

ン チ ャ ーは0～30が62%,100入 未 満 が92%で あ る 。 管 理 職 員 を

の ぞ い た 要 員 の 合 計 で み る と0～50人 が45%,100入 未 満 が78%

と な っ て お り,(実 態 調 査45年)要 員 数 か ら考 え る と小規 模 の と ころが ほ

とん どで あ る 。 こ れ を 今 回 の 調 査 対 象 企 業 で み る と(表 皿一1)(図 皿 一

4)の よ うに な っ てい る 。

ADAPSO4回 調 査 資 料 に よ る と,職 種 別 で は 管 理 者 は9%,セ ー ル ス

マ ン そ の 他14%,直 接 要 員69%(内 キ ーパ ン チ ャ ー50%・)と な っ て

お り,従 業 員75名 以 上 の 大 会 社 で は 管 理 者10.5%,セ ー ル ス マ ンそ の

他13%,直 接 要 員73%(内 キ ー パ ン チ ャ ー59%)と な っ て い る 。

① 管 理 職 員

管 理 職 員 は 表1の よ う に 売 上 規 模 か らみ て も ほ と ん ど 差 が な く,人 員

で は1企 業 当b5.5ノ ＼～6人 と な っ て お り,従 業 員 の 構 成 比 率 が 少 し ち

が う程 度 で あ る 。 これ か らみ て も規 模 が大 き く な る に 従 っ て 管 理 者 不 足

を 訴 え て い る こ と が わ か る 。'

② 直 接 要 員

直接 要 員 は シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア,プ ログ ラ マ,オ ペ レ ー タ,キ ー パ

ン チ ャ ーを 指 す が,こ れ も管 理 職 員 と 同 様 売 上 の 規 模 と ほ とん ど関 係 な
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く,構 成 比80・Nf82%と な っ て い る 。 こ の 点 で は 米 国 の 企 業 と 大 き な

差 が 出て い る 。ADAPSO4回 の 資 料 に よ る と 小 規 模 会 社 で は67%,

大 規 模 会 社 で は72.5%と な っ てas・ り,規 模 が 大 き くな る と 直 接 要 員 の

比 率 が5.5%ひ らい て い る。
6

表 皿一1売 上規模別要 員構成

売上 A15,000万 以 上
10,000万B
～15 ,000万

C10,000万 以 下

比 率 人 員 比 率 人 員 比 率 人 員

管 理 者

直 接

7.4%

82.0%

6入

66.4入

10.6%

80.7%

5.8入

44.2入

9%

813%

5.5,人

50.2入

直 接 の うち キーパ
ン チ ャ ーの 人 数

59% 39.6.人 59% 26.4入 74.7% 37.5,人

間 接 10.6% 8.8入 8.7% 4.8入 9.7% 6.0入

1人当り売上 平 均 254万 円 226万 円 141万 円

1人当り付 加価 値 120万 円 95.2万 円 73万 円

図 皿 一4要 員 の 職 種 内 訳

◎
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直接 要 員の うち,キ ー パ ンチ ャ ーの しめ る割 合 をみ る と売 上規模 が 大

き くな る と キーパ ン チ ャ ーの 比率 が 低 く,売 上の 低 い企 業ほ どキ ーパ ン

チ ャ ーの しめ る割 合 が 高 くな り,シ ス テ ム ・エ ン ジ ニア,プ ログ ラマ,

オ ペ レー タ の割 合 が 低 くな り,付 加 価値生 産 性 も低 くな っ てい る。

④ 間 接 要 員

間接 要 員 は,セ ー ル ス マ ン,一 般 事 務職 員,配 送 要 員,そ の他 を指す

が,こ の 部 門に なる と売上 規模 が大 き くなる と人 員,構 成 比 と も高 くな

って くる が,生 産 性に は 影 響 が ない 。全 体の 直 間 比 率 か らみ る と18～

19.3%が 間接 要 員 で 売 上規模 に 関係 がほ とん どな くな って い る。

,

,

2.労 務 管 理

(1)要 員の充 足 と定 着

産 業 界 全 体 が労働 力の 確 保が悩 み の タネ で あ るよ うに この業 界 も例 外 で

は な く,従 業 員の 充 足定 着 が経 営 者の 最 大の 問題 とな って い る 。 わ が国 に

お け る情 報 処理 要 員の職 種 充 足 予定 比率 は 皿一2の よ うにな ってお り,特 に

シス テ ム ・エ ン ジニ アに つい ては 現 在の 実員 に 対 し,半 数 を確 保 す る必 要

があ る と され てい る が,そ の うち充 足 が可 能 なの は16%に す ぎな い状 態

で あ る。

情 報 処 理 サ ー ビス業 に おい て も同様 に 不 足 してい る が,特 に セ ールス マ

ン,シ ステ ム ・エ ン ジニ アの充 足定 着 に 満足 して い る 企業 は ほ とん どな く,

特 に 地 方都 市 では この 傾 向 が 強い 。 これ に 比 べ,キ ー パ ンチ ャ ー,プ ログ

ラマ,オ ペ レータの よ うな どち らか とい え ば単純 労働 力は なん とか確保 し

ているようで 定 着 も全 般 に 良好 で あ る 。 これ らは 比較 的 短 時 間 で養成 す る こ

とが可 能 な こ と と,新 しい 成 長 産 業 とい うイ メー ジが 定 着 して きた こ と,

その 上,基 礎 要 員 の 各種 教 育 機 関 が多 数 出来 た こ とに も原 因 して い る 。

しか し,営 業 関 係 セ ー ルス マ ンとか シス テ ム ・エ ン ジニアは 専 門 的 な知

識 と経 験 年数 を必 要 と し,絶 対 人員 が極 端 に不 足 して い るこ とか らほ とん

φ
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今

今

どの企業 では外部か らの補充に頼 る より自社で 養 成 しよ う として お り充 足 には

か な りの 日時 を必 要 とす る よ うだ 。 また 上 級 者 の定 着 も直接 要 員 に比 べ低

いの は 企 業 間の 引抜 き と実 力の あ る もの は新 しい職 場 をさ が し
,あ る いは

独立 する傾向があるので,地 につ いた 定 着 を 考え る必要 が あ る と思 われ る。

② オ ペ レー タ,プ ログ ラマ の 充 足 定着

プロ グ ラマ,オ ペ レータ,の 充 足 に つ い ては ,充 足 感 を感 じてい るグ ル

ー プと否 定 的見 解 を示 す 者 と対 立 して い る が
,業 務 に影 響す る よ うな不 足

状態 では ない 。定着 につ いて は両 職 種 共 一種 の 問題 点 は ある に して も定 着

率 は 良 好 であ り充 足 定着 共 に経 営 者 は 大 きな問 題 意識 を持 っ てい ない 。

③ キ ー パ ンチ ャ ーの 充 足定 着

もっ と も単 純 な労働 力で あ るパ ン チャ ーの確 保 につ い ては ,不 足 を訴え

て い る企 業 が お よそ40%近 くあ るが,満 足 してい る企 業 が 約60%あ り
,

オ ペ レ　 タ ・プ ログ ラマ 同様 対 立 した 見 解 が 出 てい るが
,か なり新 規 採用,

補 充 の 面 でむ つ か しくな っ てい る 。定 着 につ い て は20%強 が 頭 を悩 ま し

てい る。 この職 種 は 若 年 女子 労働 者 が 多い こ とか ら ,他 産 業 と同様 定 着管

理 に研 究 を要 す る とこ ろ であ ろ う。

④ 営 業 セ ール スマ ンの 充 足定 着

有 能 な セ ー ル スマ ンの充 足 につ い て,な ん とか 満足 してい る企 業 は30

%程 度 で残 りの 企 業 が不 足,あ るい は適 任 者 がほ とん どない とい う回 答 を

して い る。 営 業 セ ー ル ス マ ンとい う職 種に つい ては人 材 不足 が慢 性 化 して

お り,い か にし て確 保す るか とい うこ と が企 業 の存続 にか か
って い る とい

え る 。

営 業 セー ル ス マ ンの定 着 に つい て は,あ ま り問 題は ない ようだ が,否 定

的 な意 見 が15%程 度 あ り,絶 対 数 が 不足 して お り採用 に難 点 が あ る ので

経 営 者 は 定着 管 理 に 目を む け る必 要 が あ る と考 え られ る 。

⑤ シ ステ ム ・エ ン ジニ アの充 足定 着

前述 した よ うに シ ス テ ム ・エ ン ジニ アは情 報 処 理 要 員の 中で 一番 不 足 し
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てい る職 種 で ある 。 この 職 種 に 対 して充 足 感 の ある 経 営 者 は 約30%に 過

ぎず,シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア,シ ス テ ム ・アナ リス トの 人材 確 保 の 問題 で

は,営 業 セ ー ル ス マ ン と同様 経 営 者 の悩 み の種 とな って いる 。定 着 に つい

て は極 端 な 否定 的 な 意見 は,全 体の10%強 を 占め てk・b,充 足 が 困難 な

職 種 だけ に定 着 に 対 す る意 識が 強い こ とを示 して い る 。

表 亜一2職 種別の充足予定比 率

(単 位%)

比 率
職 種 別

充 足 率

シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア 1.5.7

上 級 プ ロ グ ラ マ 64.7

初,中 級 プ ロ グ ラ マ 78.8

オ ペ|/一 夕 92.1

キ ー パ ン チ ャ 等 81.4

囲

囲 算 出方法は = (通 産 省調査)

表 皿 一3要 員 数 ・

企業 要 員 数 ω 要 員 の 充 足 状 況

%, 管理者 直 接 直接のうちKP 間 接 合 計 SE PG OP KP 営 業

1 4 78 40 8 90 3 3 6 5 3

2 4 41 17 8 53 3 5 6 3 4

3 5 8 3 13 2 3 5 3 1

4 6 52 36 4 62 7 6 6 6 5

5 3 45 31 1 49 7 6 6 7 7

6 3 76 41 6 85 2 5 6 6 3

7 5 103 75 8 116 6 6 7 7 3

8 9 30 23 6 45 2 3 3 3 2

9 5 35 22 2 42 5 5 3 3 2

10 4 33 20 8 45 3 5 5 、5 2

11 8 34 8 10 52 3 6 6 3 5

12 8 51 23 15 74 6 6 7 3 6

13 7 93 83 5 105 5 5 5 5 5

14 4 40 26 2 46 2 3 3 5 2

15 10 49 28 9 68 2 5 5 5 4
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(2)要 員 の 教 育

要員の教育に対する経営者の認識は高 く,当 財団情報処理 サ ービス業の 実 態 調

査(46/1月)で も明 らか な ように,教 育の 必 要 を認 め な い経 営 者は ゼ ロ

であ る ばか り で な く,個 人 まか せ でい い とす る経 営 者 も皆無 であ る
。 この

よ うに人 材 の 再教 育 に対 す る意欲 は あ る が,自 社 の 特性 を 活 か した トレー

ニ ング,・プ ・グ ラムを 持 って い る と ころは ,今 回 の調 査 対 象 企 業 には み ら

れ なか った ・'ADAPS・1969年 の デ ー 処 理 サ ー ビ・産 業 調 査 に よる

と・米 国 では50%が プ ログ ラマに対 す る ト レー ニ ン グの プ ログ ラムを

もち・46・7%は マ シ ン ・オペ レータの ,ま たセー ル ス マ ン,シ ス テ ム.ア

■

充 足 ・定 着 状 況

KP:キ ー ・パ ン チ ャ ーSE:シ ス テ ム ・エ ン ジニ ア

PG:プ ログ ラ マOP:オ ペ レ ー タ

況状差定

7

腕

き

き

が

充

分
に

い

る6ほぼ満足している5やや良好4どちらともいえない3やや悪い2なかなかいっかない1全く悪い

況状足不1

7

定

着

率
は

非

常

に

よ

い6ほぼ良好5やや満足している4どちらともいえない3やや不足ぎみ2なかなか適任者がい

な
い1適任者が全くない。

況状差定の員要

業営

6

5

4

7

7

6

6

4

3

4

5

6

3

7

4

鯉

6

4

4

6

7

6

6

4

3

3

2

5

3

5

5

の
6

6

5

7

7

6

7

5

3

3

6

6

3

3

5

㏄

5

5

5

7

7

6

6

5

4

3

6

6

3

4

5

品

5

4

4

7

7

6

6

6

5

4

6

6

3

7

5
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ナ リス ト,キ ーパ ン チ ャ ー,オ ペ レ ー タ に 対 す る ト レ ー ニ ン グ ・プ ログ

ラ ムを25%が も って い る と報 告 され て い る 。人 材 の確 保 が 計算 セ ンタ ー

の 大 き な問 題 とな っ てい る なか で費用 を か け て採 用 した 人材 に 対 して,外

部機 関や 自己 学 習,OJTに よって短 期 間の 教 育 を 行 なっ てい た の では 教

育効 果 が 十 分 に 出 て こな い 。 や は り,自 社 独 自の トレ ー ニ ング ・プ ログ ラ

ムを作 成 し,そ の補 足 と して外 部機 関 で より高 度 の教 育 を行 な うこ とが望

ま しい 。

今 回の調 査 結 果 に よる と メー カーの 講 習 会 で基 本 的 な 教 育を し,あ と 自

社 教 育,OJT,会 社 で指 定 した テ キ ス トに よる 自己 学 習 とい うパ タ ー ン

は 各社 共 通 してい る とこ ろで あ る。教 育 の 期 間 と して は,約1ケ 年 を必要

と し,そ の費 用 も100万 円程 度 か け てい る 。教 育 期 間の 短縮,費 用 の 低

減,教 育 効 果 の 増 大 を はか るため には,プ ロ グ ラマ,マ シ ン'オ ペ レー

タ,セ ー ルス マ ろ シ ステ ム・エ ン ジ ニ ア な ど そ れ ぞ れ の職 種 につ い

て,独 自の トレーニ ング ・プ ログ ラムを開 発 し,マ ンパ ワーの 有効 的 な活

用 をは か る 必要 が あ る。 人材 確 保 の面 で問 題 と な って い る セ ールス マ ンや

中 間管 理者 は 自社 の 手 で育 て確 保 して行 か なけれ ば手 を こ まねい てい て も

良 い結 果は 出 て こ ない 。

(3)人 材 の確 保 と人事 管理

情 報処 理 サ ー ビス業 は,当 財 団 の実 態 調 査 で 明 ら か な よ うに未 来 の成 長

性 には期 待 が か け られ る が,経 営 上 の最 大 の問 題は 市場 の成 長 に と もな っ

て企 業規 模 の拡 大 を は か る なか で必 要 な人 材 を ど の よ うに 確 保 して ゆ く

か とい う問 題 で あ る。 この 問題 は単 に 当業 界 の み が抱 え てい る もの では な

く,日 本 の企 業 全 体 に共 通 した,む ず か しい 問題 であ るだ ろ うが,個 々の

企 業そ れぞ れ 現 時 点 での 要 員の 充足 状 況 は 他 業 界 よ りは るか に 良い と思 わ

れる 。問 題は 現 時 点 では な く将 来 業 務の 拡 大 に よって必 要 とす る人 材 がそ

の時 点 です ぐ確 保 できない,と い うことで ある。 つ ま り,技 術 者 と して この

教育,経 験 に長 い年 月 と多額 の 費 用 がか か る こ とと,特 殊 な才 能 というか,
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表 皿 一4新 人 の教 育 ・費用

新 人 の 育成 方法 教育期間 費用概算 採 用 基 準

1
メ ー カ ー の 講 習,ア ドバ イ ス のOJT,

プログラマーより能 力 に 応 じ てSEに す る。 約半年 約50万 IBM適 正 検査

●

2
メーカーの定期研究会,直 接教育OJT,

大 学 か ら講師を よぶ。
半 年 50万

新 聞広告,経 験2年 ぐ

らい

3 OJT上 級SEが マ ン ・ ッ ー ・マ ン で 指 導 万才以下,短 大卒以下
◆

4 富士通電算機学校15ケ 月OJT 半 年 100万 人物主 とし意欲的,協

調的 な入

5 メーカー講習会後 自社教育 1年 200万 大 卒

6 1ケ 月 ス ケ ジ ュ ール 教 育,6ケ 月 プ ログ

ラム教育 、

7社 内教育12ケ 月独習,理 論講議

メ ーカー教 育機 関へ約4週 間出向 させる8

社 内で上級者 につけ させ る。

9富 士通の講習会

1・ 器 業務提携 しているセ ンターで共 同

11富 士通の講習OJT3ケ 月

121BM富 士通,夜 学,講 習会

IBMテ キ ス ト5冊,自 社学習3ケ 月,13

1BM講 習会6ケ 月

富士通の社 内教育 に参加,14

1年 機械室 に入れ る0

15う鞠 摯 筑 講論0罐 楯 ・

半 年 50万

1.5～2年150万

2年

半 年

半 年

100万

60万

IBM適 正検査 。電算

機学生 は素人 とみ る。

特 にな し

高卒で も4年 くらい経

験の あるものはす ぐ業務

面接,評 価後条件決定,
3ケ 月 試用期間

IBM適 正検査半 年70 ～80万
や る気 をみ る。

10ケ 月 100万

e

技 術 者 と しての 適 性 を 必 要 とす るか ら で ある 。

パ ンチ ャ ー,プ ロ グ ラマ,下 級 シス テ ム ・エ ンジニ アな どには あ ま り問

題 は ない よ うで あ るが,た とえ ば セール ス マ ンの人 材 不足 を訴 える経 営 者

は 過 半数 にの ぼ り,ま た 中間 管理 者 にお い て も同様 で あ る。 パ ンチ ャー,

プ ロ グラマ,下 級 シス テ ム ・エ ン ジ ニ アの確 保 には どん な手 段を とってい

るか と い う と,他 業 界 と とくに変 わ っ た とこ ろは な く,一 般 新 聞 に広告 を

出す,各 種 学校 に 申 し入れ る,知 人縁故 に頼 る とい った 方 法 が と られ て お
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り,こ れ らの 求 人手 段 に よっ て要員 の80%以 上 を 確 保 してい る 。

こ こで 注 目す べ き点は 新 聞広 告 に よ って シス テ ム エ ンジ ニアは 約30%,

パ ンチ ャー は39%採 用 さ れ てい るこ と であ る 。求 人 方法 か ら考 え る と実

質 的 には 中 小企 業 の典 型 と もい うべ き方 法 を とっ て はい るが,新 聞広 告 に

よって 上記の よ うな比 率 の 人 材 が確 保 さ れ てい る こ とは,情 報 処理 サ ー ビ

ス業 が新 しい成 長産 業 として,社 会 的 な 認 識 が深 くな ってい る こ とを示 し

て い る,と 思 われ る。

営 業 セ ー ルスマ ン,上 級 シ ステ ム ・エ ンジ ニア,中 間管 理者 に 対す る悩

み は こ こ当 分解 消 しそ うにな い状 態 で あ る 。 これ らの 特殊 な技 術者 は絶 対

数 が不 足 してい る こ と と各 企 業 と も確 保,育 成,定 着 に 力を 入れ 人 材の 移

動を 極 力 さけ る よ う努 力 してい るか らで あ る 。今 一つ 考 え られ る こ とは産

業 が新 しい こ と と,近 年 急 激 に 企 業数 が増 加 して きた こ とで あ る 。一 部の

大企 業 系 列 や,公 共 団体 な どに人材 が集 中 して い る傾 向 もみ られ る。 これ

は新 しい職 種 と して,叉 高 度の 技 術 を必 要 とす る こ とか ら,比 較 的 良質 の

人材 を投 入 し,そ の 育成 に 時 間 と費 用 をか けて きた か ら で あ る。 これ らの,

どち らか といえ ば片 寄 った 傾 向は 今後 ともそ う大 き な変化 は な い と考 え ら

れ るが,大 企業 の系 列 や,企 業体 の情 報 処理 部門 で働 く人 た ち に 少 しずつ

では あ るが,人 材 の 移動 傾 向 が 出 て来 て い る 。 これ は 当初 コン ピ ュー タ要

員 とし て エ リー ト社 員が 配 属 され 教 育 され て来 たが,大 企 業 に と って は情'

報 処理 部 門は本 流 で は な く人事 管理 面,特 に昇 進面 で十 分 な管理 が で きな

い こ とか ら不 満 の 原 因を 作 り,企 業 の 中の亜 流 に とどま るよ りは 本業 とし

て 情 報 処理 サ ー ビス業 の 中に飛 び込 ん で 行 く傾 向 がみ られ る よ うに な って

来 た こ とで あ る。 この 傾 向 は今後 ま す ま す強 くなっ て くる と思 われ る が,

この 程 度 で は業 界 全 体 に充 足 させ る こ とは 困難 で あ る。

そ こ で人 材の 確 保 は新 人 の 採 用 は も と より人 材 の 移 動 を極 力押 さえて 行

くこ と に労 務 管理 の 重 点 を置 く必要 が あ る 。

一般 に頭 脳 労働 者 は 管理 しに くい とこ ろ が あ る 。計 算 セ ン タ ーはい わゆ
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る装置 産業 では な くマ ンパ ワーに よって大 部 分 が 占め られ て お り,労 務管

理 は 重 点施 策 とされ てい る が,現 実 にはほ とん どの 経営 者 が労務 管理 より

は業 績 の 向上 に 目を 向け て い るよ うであ る。 今 回 の調 査 結 果 か ら も,人 材

の 採 用 につい ては 大 きな関 心 を持 ってい る が,福 利厚 生,勤 務,規 律,業

績 の 評価,従 業 員 の モ ラル な ど経 営者 の労 務 管理 に対 する 認 識,目 標,対

策 が十 分 な され て い ない よ うに みえ る。

計 算 ンターを さ さえて い る もの は人 であ り,人 材 産 業 と も云え る 業界 に

おい て,こ こ ら で今 一度 労 務 管理 の 重要性 を 認 識 し,こ れ が 営 業 セ ール ス

マ ンや 中 間管 理 者 な ど経 営 の基 盤 と発 展 を支 え る人 材 を確 保 す る最 も近 道

で あ る こ とを 考 え る必 要 が あ る。

(4)賃 金 水 準 と福 利 厚 生

① 賃 金 水準

調 査 対象 企 業 の 付 加価 値 生 産 性 は最 高 で208.4万 円,最 低 が90万 円

と企 業 間の 差 が 大 き く,こ れ に と もない人 件費 水 準 も107～33万 円

(平 均 月5.2万 円)と な ってk・b,高 生 産性 グ ル ープ と低 生産 性 グ ル ー

プの差 があまbに も大 きい 。労 働 所得 配 分率 は 平均41%で これ に はあ

ま り企 業間 の差 はな い 。

総収 入 に 対 す る人 件 費 率 は25%～35%と な ってk・り,利 益 の 高い

企 業 は30～35%グ ル ー プに入 って い る 。これ をADAPSO第5回 コ

ン ピ ュー タ ・サ ー ビス業 界調査 資料 でみ る と規 模 別,サ ー ビス種類 別 の

指 標 と も41～56%と 人件費 の水 準 が10%以 上 米 国 が上 回 って い る。

特 に キー パ ン チを主 体 とす る 企業 に お いて は米 国56.1%に 対 し,今

回の 調 査 対 象企 業 に お い ては33%と な って 拾 り,大 き な開 きが あ る。

給.与水 準 は 上記の よ うに他 産 業 に比 較 して非 常 に低 い よ うであ る が,

これを 平 均 年 令22才,経 験 年 数2～3年 とい う面か ら考 え る とそん な

に低 い とは 考 え られ な い。 た だ計 算 セ ンタ ーで は基 準 外 資 金 が プ ログ ラ

マ,オ ペ レー タ の場 合,月 額15～20千 円 あ り,総 賃 金 水準 で は他 産

業 との差 は な い よ うだ。
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給 与水 準 を職 種 別 に み る と上級 シ ス テム ・エ ン ジ ニアの 平均 年 令27'

～32才 で月額80～100千 円 シス テ ム ・エ ン ジニ ア,プ ロ グ ラマが

平均 年 令22～26才,55～80千 円,オ ペ レ ー ターが平 均 年令21

～23才 で35～70千 円 とな っ てお り,シ ス テ ム ・エ ンジ ニ ア,プPt

グ ラ マ,オ ペ レータ は残業30～50時 間に のぼ っ てい る。 又 六大 都 市

以 外 に大社 を 置 く会 社 は,一 般 に 水準 が 低 くな ってい る。

セー ル ス マ ンは 平均 年 令24～26才 で30～80千 円 と賃 金に 幅 が

あるの は シス テ ム ・エ ンジニアの 経験 者 は高 く,顧 客 との連絡 係 の よ うな

人 は低 い 。 叉,営 業 と管理 者 を兼務 ししてい る ケ ース もあ り,セ ール ス

マ ンの賃 金 は 多様 で あ る。

② 福利 厚 生 そ の他

賃金 体 系 に限 らず労 務 管理 全 般 にわ た っ て計 算 セ ン ターは他 産 業 に比

較 して 数 年 の 遅れ を とっ てい る。社 内の 諸 規 則 も企 業 と して最 低 限 の も

の は あ る よ うだ が,そ の 運用 面 にお い て ほ とん ど手 をつ け ない 状 態 であ

る。

賃 金 体 系 に つ い て も職 能給,能 率 給 を 採用 し よ う と してい る が,大 多

数 の 企 業が 労働 市場 の 需 給 関係 に よ っ て基 準 内賃 金 を設 定 してお り,名

目上,基 本 給,能 率給,諸 手 当 とい った もの を決 定 して い る にす ぎず,

職 務 内容,職 務遂 行 能 力,職 務 評定 に よ る もの で は ない 。 しか し,一

部企 業 にお い ては 賃金 体系 を 整 備 して い る と ころ や昇 進 資格 制 度 を実 施

してい る ところ もあ る 。

福 利厚 生 関 係 では 第 一 に福 利 厚生 施設 を ほ とん どの企 業 が もっ てお ら

ず キ ーパ ン チ ャー の休 憩 室 が あ る とい う程 度 で,食 堂,社 員 寮,文 化 施

設 等は ほ とん どな い 。

これ らは 経 営 者 が企 業 規模 の増大 に重 点 を置 き,人 間 管理 の面 にま で

手 が まわ らな か っ た こ と と,創 立 して 間 がない こ とや比較 的 小 資本 で創

業 し収 益 面 に不安 が あ るこ とか ら施 設 に対 す る投 資 ま では と て もで きな
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か っ た こと に よる と思 われ るが,調 査対 象 企業 の経 営 者に 今後 も この 面

に対 す る改 善 の計 画 が全 然 ない とい う企 業 が多か った こ とは 意外 で ある。

人 材 の 確 保に 頭 が痛 い とい い な がら採 用定 着 管理 の ポイ ン トで もある

福 利厚 生 面 が お ろそ か に され て い るこ とは今 後の 業 界 の 発展 に マ イ ナス

で あ る。

,
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]V情 報 処 理 サ ー ビ ス 業 の ハ ー ドウ ェ ア

1収 益性 別 ハ ー ドウエ ア状 況

45年 度 当財 団 調査 の情 報 処理 サ ー ビス業 の対 象企 業の うち
.7x－ ドウエ ァ

の 状 況 と,収 益 状 況 が 明確 な もの70社 を対 象 と し,ハ ー ドウエ ア と収 益状

況 との 関係 を 分析 して み る と次 の 通 りで あ る 。

この70社 の 電子計 算機 組 織 の 状 況 は次 の よ うな構成 で あ る。

大 型 また は 中型3台 以 上

大 型 または 中型2台

大 型1台

中 型1台

(1部 に 小型併 用 を含む)

小 型1台

(1部 に超 小型 併 用 を 含 む)

超 小型1台

計

6

11

2

35

社

社

社

社

11社

5社

70社

す なわ ち70社 の うち半数 が 中型 機 を 主 力 としてお り,17社 が 大 型 機 ま

たは 中型 機 を2台 以 上,2社 が大型 機 を1台,16社 が 小型 ま た は超 小型を

設 置 してい る 。つ まb,1/2の 企 業 が中型 機1台,約1/4が 大 型 ま た は 中型 を

2台,約1/4が,小 型 また は超 小型 と 方 って い る。

年 間 純 利益 額か らみ ると次 の こと がい え る。
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表W-1電 子計 算機規模 別,年 間純利益額別企業数

年間純利益額 大型 また は 大型または

企業数 中 型3台 中 型2台 大型 中型 小型 超 小型

(万 円) 以 上 以 上

0未 満 11 6 5

240〃 22 1 1 11 5 4

600〃 4 3 1

1,200〃 12 4 2 5 1

2,400〃 10 3 7

6,000〃 9 3 3 3

6,000超 2 2

合 計 70 6 11 2 35 11 5

◇

囲 中 型,小 型 に は,そ れ ぞれ 小型,超 小型 の 併 用企 業数 を含 む 超 小型 に

には 超 小型2台 設 置 企 業数 を 含む 。

① 小型 機 お よ び超 小型 を設 置 してい る17企 業 では,若 干(2社)の 例 外

を除 き,ほ とん どが 年 間純 利益 額240万 円(月 額 平均20万 円)以 下 の

低収 益 企 業 で あ る。 とくに 小型 機 使用 企 業 では,欠 損 企業 が半 数 近 く5社

に 及ん でい る。

つ ま り小型機 では 採 算 性 が 困難 であ る こと を示 して い る。か な り 収益 を

あ げ て い る企 業2社 は,産 業 協 同組 合 直 営 の共 同計 算 セ ンタ ーで あ り,固

定 した 継 続 的 な 約定 の顧 客 を もって い る 。

② 中型 機1台 を設 置 してい る35企 業 は,約 半数 の17社 が,年 間 純 利益

額 が240万 円(月 額20万 円)以 下 の 低 収 益企 業 で あ り,(う ち6社 が

欠損 企 業)18社 が そ れ ぞれ以 上の 収 益を あげ てい る。 と くに,こ の後者

18社 の うち10社 が年 間純 利 益 額1,200万 円(月 額100万 円)以 上
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の か な りの高 収 益 を あげてい る。

つ ま り 中型 機 を設 置 した 場合 には,経 営 の 仕 方いか ん に よ り,年 間

6,000万 円 に も及 ぶ高 収 益 を あげ うる し,欠 損 企 業 に もな る とい うこ と

であ り,ま た 反 面 で は,情 報処 理 サー ビス業 と して安 定 した収 益 を あ げ る

には 最 低 条 件 と して 中型 機 の設 置 が必 要 で あ る こ とを示 して い る 。

ま た,こ れ らの 企 業 の うち 年 間1,200万 円を超 え る純 利益 をあ げ てい

る企業 の 多 くが,安 定 した ソフ トウェ ア をか な り豊 富 に もって い る国産 中

型 機,と くに,中 型 機 の うち比較 的 レ ン タル料 の 安 い 小型機 に近 い 中 型機

を 使 用 して い る こ とが注 目さ れ る。 この こ とは 情報 処理 サ ー ビス業 が 安定

した経 営 を行 な って い くには,最 低条 件 として 中 型機 を設 置す るこ と,そ

れ も,ハ ー ドウェ アに つい て も ソフ トウ ェア に つい て も安 定 した機 種 を選

択 す る こ とが 必要 で ある こ とを示 してい る 。 また,こ れ らの企 業 は,企 業

規模 もあま り大 き くな く,し た がっ て 利益率 は もっ と も高 い 。

ま た,こ れ らの 中型機 の うちに は,必 ず しも最新 機 種 でない もの も,か

な り含 まれ てい る 。 これは ハ ー ドウェア,ソ フ トウ ェアの 安定 性,な らび

に メ ーカ ー提 供 の ものお よ び情 報 処理 サ ー ビス企 業 自 ら開 発 した もの を含

め,ソ フ トウ ェ アが整 備 され て い る こ とや,各 種技 術 の熟 保,営 業 面 での

安 定 性 な どが 反映 してい る もの と思わ れ る。

しか し,こ の こ とは,情 報 処理 サ ー ビス業 の ハ ー ドウェ アが 陳 腐化 した

古い 機 種 で よい とい うこ とを意 味 して い な い。

生 産性 の 点 か らい え ば 原則 とし て最新 機 種 が 高い こ とは い うま で もな く,

そ の 意味 では 収 益 性 の 点 か らい って も最新 機 種へ の 設 備 更新 に必 要 で あ る。

しか し,こ の 反面 ハー ドウェ ア,ソ フ トウ ェ アの 安 定性 と,ソ フ トウ ェ

アの豊 富性 は,情 報 処理 サ ー ビス業 の経 営 安 定性 のた めの必 要か つ 重 要 な

条 件 であ る こ とに,ま た,最 近 機 種 に変 換 した ところで,収 益 性 が お ち

てい る企 業 が あ る こ とも注意 しな け れば な らな い。

③ 大 型機1台 を 設 置 してい る企 業 は2社 であ る が,い つれ も1,000万 円
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以上の 年 間純 利益 を あ げて い る 。これ らの企 業 は,最 初 か ら大型 機 を 設置

した の では な く,中 型 機 使 用 の 実 績 を もとに大 型機 に レベ ルア ップ した と

ころで あ る。 これ は 一般 的 にみ られ る傾 向 であ ろ う が,こ れ を反 映 して高

収益 を あげ てい る 。

④ 中型 機,ま た は大 型 機 を2台 以 上設 置 してい る 企 業 は 、例 外 的 な2社 を

除 き,い つれ も高収 益 を あ げ てい る。 と くに3台 以 上 を設 置 して い る企業

では1社 を 除 き,い つれ も年 間純 利 益2,400万 円(月 間200万 円)以

上 の高収 益 を あ げて い る 。い わゆ る 「大 型 セ ンタ ー」 で あ る。 中型 機 ま た

は 大型 機 を2台 以上 設 置 して い る情 報 処理 サ ー ビス企 業 に は,こ の業 界 の

大手企 業 と,中 規 模 の 中堅 企 業 が ある 。 この うち 大手 企業 は い つれ も利益

額 か らみ る限 り,高 収 益 企 業 で あ る が,中 型 機1台 を もち比 較 的 小規 模 で

高収益 をあ げて い る 中堅 企 業 や,中 型機2台 程 度 で効 率 よ く運 用 してい る

中堅 企 業 に比 較 す る と,1部 の 大 手企 業 を 除 き,利 益 率 か らみ る限 り,あ

ま り高 くない 傾 向 に あ る 。

2生 産 性 別 ハ ー ドウエ ア

五一3で 考察 した情 報 処理 サ ー ビス業 の生 産 性 の基 準 に した がい ・ 今回実

態 調 査 を行 なった 。14企 業 につ い て,こ の 業 種 企 業の 生産 性 と ハ ー ドウェ

アの 関 係 をみ てみ よ う・

今回 の実 態 調査 にお い て は,比 較 的 安定 した経 営 を 行 な っ てい る企業 が対

象 とされ て お り,し た が っ て 中型機 以 上 の ハ ー ドウ ェアを設 置 して い る中 堅

企 業 が対 象 とな ってい る 。 した が って,今 後の 情 報 処 理 サ ー ビス業の 目標基

準 とな る対 象に つい ての 分析 とい え るで あ ろ う。

対象 企 業14社 の 電子 計 算 機 組 織 の設 置 状 況 を,企 業 の生 産 性 グ ル ー プ段

階 別に示 す と次 の通 りで あ る。

この調 査 か らみ る限 り,付 加 価値 生 産性 は,中 型2セ ッ ト以 上 を設 置 して

い る企 業 の付 加 価値 生 産性 は高 く,中 型 機1セ ッ トteよ び中型 機 と小 型機 を
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表IV-2生 産 性 別 ハ ー ドウエ ア設 置状 況

(社 数) 中型3台 中型2台 大型1台
中型1台

小型1台
中型1台 計

高 生産 性

グル ープ
1 1 2 4

中生 産性

グル ー プ
3 1 4

低 生産 性

グル ー プ
1 4 6

計 1 4 1 1 7 14

併 用 して い る 企業 の付 加価 値 生産 性 は3社 を除 き低い こ とが 判 る。

つ ま り,こ の 調査 か らみ る と,第1に ハ ー ドウェアの規 模が,中 型 機 以 上

の2セ ッ トまた は 大 型機 の 場 合 に は,生 産性 が 一般 的 に高 く,そ の 意 味 で機

械 規 模 の レベ ル ア ップな り拡 張 が,付 加 価 値 生産 性 の点 か らい って 一 般 的に

み て必 要 で あ る とい え よ う。

第2に は,中 型機1セ ッ トで も,管 理 運 用 の仕 方 では 付加 価 値 生産 性 が 高 く

な り うるの で は ない だ ろ うか 。

一般 的 に い
っ て,情 報 処 理 サー ビス業 の付 加価 値生 産 性 を 高め る に は,ハ

ー ドウ ェアの レベ ル ア ップが必 要 であ り,そ のた めの 施 策 が必 要 であ る とい

え るが,付 加価 値生 産 性 を 高め るには,そ れ のみ では な く,ソ フ トウェ アの

整 備 とそ の 効 率性 の 向上,な らびに管理 運 営上 の 効率 性 の 向 上 が必 要 で あ り,

そ れ が有 効 な 結果 を もた らす もの で あ る とい うこ とは 注 目され なけ れ ば な ら

ない で あろ う。

こ の こ とは,こ れ らの 高 生産 性 グル ー プの 企業 が必 ず しも最 近機 種 を設 置

してお らず,か な り使 わ れ てい る在来 機 種(と くに中 型 機)を 使 用 して い る
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もの が多 い とい う点 か ら もいえ よ う。 しか しこの こ とが,再 言 す る こ とに な

る が,情 報処 理 サ ー ビス業 の ハ ー ドウェ アは 旧 い機 種 であ って もよい とい う

こ とを必 ず し も意味 しない こ とを付 言 して お きたい 。

これ ら14企 業 をみ る と,最 近機 種は1/3程 度に す ぎず,現 在 の ハ ー ドウ

ェ ア水 準か らいえ ば,必 ず しも効 率 の よいCPUを もっ てい る とはい え ず,

更 新 時 期 に きて い る機 種 が多 い 。 しか し,ハ ー ドウェ アの 変換 に と もな うソ

フ トウェ ア,コ ンバ ー シ ョンに要 す る経 費 の点 で,難 関 が あり,そ の た め一

部 の企 業 では,業 務量 の 拡 大 に あた っ て,機 種 の レ ベ ルア ップ や新機 種へ の

転換 をせ ず に,旧 来機 種 を も う一台導 入 する 傾 向 もあ る 。 この こ と は生産 性

の 点 か らみ て,長 期 的 に は必 ず し も望 ま しい こ とでは な く,こ の業 界 の 必要

性 か らい って も,ソ フ トウ ェア,コ ンバ ー シ ョ ンの た め の ソフ トウエア ・シス

テムの早 急 な整 備が 望まれ る 。

◎

3.せ ん 孔機 の状 況

今 回調 査 の14社 のせ ん孔 機 の保 有状 況 は 次 の通 りで あ る。

100台 超

50～99台

40～49台

30～39台

20～29台

10～19台

社

社

社

社

社

社

1

2

0

3

5

2

50台 以 上の ところは,パ ンチ セン タを 兼 営 し てお り,そ の 他 の企 業 は

20～29台 を 中心 に,10～39台 に集 中 してお り,こ れ が一 般 的 な 基準

量 と考 え られ る。

パ ンチ セ ン タ ーを兼 営 してい る企 業 の付 加価 値 生産 性 は 一般 的に 低 い 。た

だ し,収 益 の絶対 額(年 間純 利益 額)は 必 ず し も低 くな い 。

中規 模 以 上の 企 業 では,パ ンチ専 門の企 業 と業 務提 携 を行 な って い る もの

夕
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がか な り あ り,ま た 一部 には,パ ン チ専 門 の子 会 社 を もつ もの,パ ンチ部 門

の 分離 独立 企 業 化 をす す め て い る とこ ろ もある 。 ・

4.入 出 力 装 置

(1)入 力 装 置

ほ とん どが せん 孔 カー ドを 主 たる入 力 方式 と してい るが,過 半 数 の 企 業

が紙 テ ー プ入 力装 置 を併 置 してい る。

調 査14企 業 の うち では,OMR1台 を使 用 してい る もの が1社,小 型

マーク テ ーパ(マ ー クカー ドか ら紙 テ ープへ の コ ンバ ー タ)を 使 用 して い

るもの が1社 あ る 。 一般 に 光学 読 取 方式,磁 気読 取 方式 を使 用 して い る と

ころ は殆 ん ど ない 。

(2)出 力 装 置

ライ ン プ リン タは,中 型機 に 関す る限 り,各1台 を備 えて い るこ とは勿

論 であ る が,今 回調 査 の 限 り,CPU1台 にたい し,2台 備 え て い る と こ

ろは なか った 。

専 用 出 力せ ん 孔 装 置 は,中 型機 以上 では 勿 論各1台 宛 備え て い る。

5外 部の記 憶 に つい て

調査14企 業 では,殆 ん どが 中型機 で あ る こ とか ら して,磁 気 テ ー プ装置

磁 気デ ィスク装 置の併 用 が9社,磁 気 テ ー プ装 置 のみ が5社 で あ った 。設 置

台数 は,5～7台 が殆 ん どで,1社 だけ 中型CPU2セ ットにた い し,12

台 の磁 気 テ ー プ装置 を設置 してい た 。
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V情 報処理 サービス業の情報生産管理

1情 報 処 理 サ ー ビス業 の経 営 管 理 と生 産 管理

情報 処理 サー ビス業 の企 業 の 経 営 管理 は,一 般 の製 造 業 の経 営 管理 の シス

テ ムと基 本的 に 類似 して い るが,そ れ 独 自の 性 格 を もって い る 。 一般 にい っ

て ・この 業 務 の 歴 史が 浅 い こ と,さ らに また 今 日まで 日常 業 務 に追 われ る こ

とが 多か っ た た め,こ の業 種の 経営 管理 の シス テム と管 理 方式 は,他 の業 種

に 比較 し,い ち じ る し く遅 れ てお り,未 だ成 行 きに委 した 「そ の 日暮 ら し」

の 管 理 を 行 なっ て いる と ころ が多 い 。 これ を近 代 的管理 方式 と して,確 立す

る こ とが必 要 で あ り,こ れ に つ き何 らか の 施 策 をす す め てい くこ とが早急 に

必要 であ る 。

情 報 処 理 サ ー ビス業 の経 営 管理 は 一般 的 に い って,次 の よ うな体 系 に よっ

て な りた っ てい よう。

経 営 政 策管 理 …… 一 経営 目標,経 営 方 針ノ 経 営計 画 の作成 と実 施 管理 と

評 価

財 務 管 理

人 事 労務管理

固定 資 産管 理

　 　 ピ∵∴ 醐

設 備 管 理

生 産 管 理 プ ロ ジェ ク ト管理

工 程 原 価 管 理

シス テム設計 管理

プ ログ ラ ミン グ管理

オペ レ ー ション管理
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技 術 管 理

デ ー タ 管 理(処 理 デ ー タの 受 渡,整 理 保 管,搬 送

管 理)

デ ー タ処 理 用 消 耗 品 管 理(カ ー ド,テ ー プ,印 字

用 紙,フ ロー チ ャー ト用 紙,コ ー デ ィン グ 用 紙 等 の

管 理)

プ ロジ ェ ク ト管 理 技 術

工 程 原 価 技 術

シス テ ム設 計 技 術

プ ログ ラ ミ ング技 術
の管 理

チ ー タ管 理 技術

オペ レー シ ョ ン管 理 技

設 備 保 全 技 術

資 材 管 理 技 術

●

自社 デ ー タ処理 管 理

財 務 管理,人 事労 務 管理,営 業管 理 に つ いて は 別項 で と りあ げ た の で,こ

こでは 業務 管理 の 中心 となる生 産 管理 の 諸 管理 を 中心 に,併 せ て技 術 管理,

自社 情 報管 理 に つ き,今 回 の実 態 調 査 に もとづ き,現 状 と主 要 な 問題 点 につ

き とりあ げ てみ る こ とにす る 。

情 報 処理 サー ビス業 の業 務 は,顧 客 よりの 委託 に よ り,提 供 され た デ ータ

に つ き,EDPシ ステ ムを 用い て,情 報 の 加 工 生産 を 行 ない,加 工 処理 した

情 報 を,顧 客 の要 求 す る形 と タ イ ミン グを もって提 供 す る こ とに あ り,そ の

業 務 の 内容 の本 質 は,情 報 の 加 工生 産 と処理 済情 報 の 提 供に あ る。

そ して,こ の 加工生 産 の工 程 は,シ ステ ム設 計 一 プ ログ ラ ミング ー 加

工 処理 オペ レー シ ョンの各 工 程か らな り,そ してそ れ らに チ ー タの受 渡,整

▲
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理 保管,搬 送の 作 業 工 程(他 の製 造業 の 原 材料 管理 と製 品管理 に あた る)と,

資 材(消 耗 品)と 設 備(EDPの ハ ー ドウ ェア)の 管理 の 業務 が と もな う。

これ が情 報処 理 サ ー ビス業 の ライ ン業 務 の主 要 過 程 で あ る が,こ れ らを総

括 的 な プ ロジ ェク ト管 理 の も とでい か に合理 的 効 率 的 に管理 してい くか が,

こ の業 種 の 業務 管 理 の、中心 であ る 。

さ らに,こ の 業 種 の管理 で 重要 な こ とは,独 得 な技術 管理 で あ る 。 この業

種は 本来 知識 集 約 的 な産 業 で あっ て,非 常 な高 度 な ソフ トウェ ア技術 が必 要 と

され る うえ で,そ の 技術 の 如 何 が,企 業 の 生産 性 しい ては 収 益 性 に きわ めて

大 き く影 響す る 。 した がっ て 技術 管 理 が,他 の 業 種 以上 に重要 性 を もって お

り,し か もそれ が,生 産管 理 ときわ めて 密 接 に 一体 化 され て管 理 され て いか

な けれ ば なら ない 。 そ の点 で,こ の業 種 の 技術 管理 は,き わ めて独 自の方 法

で,高 度 に整 備 され た もの に な らな けれ ば な らな い。

以下,こ の業 種 の生 産管理,技 術 管理 の現 状 とそ こ に おけ る主要 な問 題 点

を 中心 に,併 せ て 設備 管理,自 社 情 報 処理 管理 に つ い て も若 干 述 べ てみ よ う。

2.プ ロジェ ク ト管 理

情 報 処理 サ ー ビス業 の生 産 管理 に おけ る総 括 的 管理 は,プ ロ ジ ェ ク ト管 理

で あ る。受 注 プ ロジ ク トの シス テ ム設計,プ ログ ラ ミ ング,加 工処 理 オペ レ

ー シ ョン ,デ ー タ処理 等 につ い て の 日程,人 員,機 械 設 備 ・資 材 ・原価 の計

画,実 績 評価 管理 を行 な ってい くの が,プ ・ジェ ク ト管理 で あ る が,一 般 的

にみ て 現状 では,こ れ に つい て確 と した管 理 システムと管理方式 も 整 備 され て

い ない 。

今 回の 実 態調 査 企業14社 の う ち,こ れ につ い て全 般 的 に確 と した システ

ムが整 備 され て い る もの は1社 も な か った 。い つれ の企 業 も,こ の必 要性 は

強 調 して いた が,整 備 の 方針 を つか め ず,方 法 も未 だ暗 中模 索 の状 態 で あ る。

一 般 的 にみ て,プ ・ ジ ェ ク ト リー ダ の 個 人 的 な 管 理 と方 式 に委 され て

い る の が 現 状 で,ほ とん ど シ ス テ ム 化 や 制 度 化 は さ れ て い な い 現 状 な
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にあ る。

若 干 す すん で い る もの と して は,か な り整備 され た プ ロジ ェク ト工程 管 理 表

表 に よ って進捗,納 期 管 理 を行 な っ てい る もの が1社 あ り,日 報 管 理 で管 理

者 が 管理 して い る もの が1社,日 毎 の作 業 カ ー ドと原 価計 算 に よる管理 を 行

な ってい る もの が1社 あ った に す ぎなか った 。

これ を 反映 して納 期 管理 も 円滑 に行 なわれ てい ない 傾 向 にあ り,約 半 数の

企 業 が 納 期遅 れ に追 わ れ て い る現状 に ある 。

総 じて プ ロ ジ ェク ト管理 は,リ ーダの 個人 的 な管理 に委 され てい るの が 現

状 で,情 報 処 理 サー ビス業 と しての プ ロジ ェ ク ト管理 の システ ム と方 式 を,

早 急 に 一定 の方 式 と して 確 立す る こと が必 要 であ り,そ のた め に 一 定の 基 準

的方式 を設 定 ・提 示 して,こ の業 種 の企 業 の 経営 近 代 化 をは か っ てい くべ き

で あ ろ う。

3.工 程 原 価 管 理

これ に つ い ては1社 を除 き,全 く行 な って い ない 。情 報 処理 サ ー ビス業 の

原 価管 理 は,当 然,他 の 業 種 と異 な った独 自の 方式 が必 要 で あ り,別 項での

べ た 財務 基 準 と ともに,こ れ につ い て 一定 の 基準 的 方 法 を作成 し,提 示 し,

指 導 してい く必 要が あ ろ う。

4.シ ス テ ム設 計 とプ ログ ラ ミン グの管理

シス テ ム設計 とプ ログ ラ ミングの作 業 工程 の 合理 的 管 理 のた め には 主 とし

て次の 諸 点が 問 題 とな る。

oシ ステ ム設計k'よ び プ ログ ラ ミングの 作業 日程 管 理

oシ ステ ム設 計 お よび プ ログ ラ ミングの 作 業 日程 の システ ム化 と作 業標

準 化

《)ド キ ュ メンテ ー シ ョンの 標準 化 と フ ァイ リング ・シス テ ム化.

(集 中管 理 化)

◆
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o情 報 システ ム と プ ログ ラムの 標準 化

o技 術 管理 に よる技 術 蓄 積

イ.シ ステ ム設 計 と プ ログ ラ ミン グの 作業 工程 にたい す る 日程 管理 は,リ ー

ダの個 人的 な管 理 と個 人 的 方 式 に委 され て お り,一 定の合理 的方式や システ

ム化 が な され て い ない 。こ のた め納 期 遅 れ が でた り,ま た反 面 では,SE

(シ ス テ ム ・エ ン ジニ ア)や プ ・ グ ラマ の徹夜 作業 がで るな ど合 理 的 な管

理 が 行 な わ れ てい な い の が現 状 で あ る。

ロ.シ ステ ム設 計 お よ び プ ログ ラ ミン グの 作業 工 程の シ ステ ム化 や作 業 標準

化 は,ほ とん ど行kわ れ てお らず,ほ とん どがSEや プ ログ ラマ の個 人 的

職人 芸 に 依存 して い る。米 国 の メ ー カーや ソフ トウ ェ ア会 社,わ が 国 の一一

部 の メ ー カーで はす でに シスデ ム設 計 や プ ロ グ ラ ミン グ 、作 業工 程 の シ ス

テ ム化 や 作業 標準 化 が実 現 さ れつ つ あ る 。

ハ.ド キ ュ メ ンテ ーシ ョンの 標準 化 に つい ては,未 だ完 成 して い る とこ ろは

なか った が,数 社 で はか な りす すん でお り,ま た 委 員会 を作 り,検 討 中の

もの,立 案 中 の ところ も数 社 み られ た 。 しか し一般 的 にみ て あ ま り整 備 さ

れ てい ない の が現 状 で あ る 。 ドキ ュ メンテ ーシ 。ンの標 準化 と し ては,次

の もの が考 え られ る。

基 本 シ ステ ム設 計 書(仕 様 書)

詳細 システ ム設 計 書(仕 様 書)

プ ログ ラ ム仕 様書

プ ログ ラム製 作 者 マニ ュア ル

プ ロ グ ラム使用 者 マ ニ ュア ル

これ らの ドキ ュメンテ ー ショ ンの標 準 化 は,そ の 一部 につ い て は,か な

り進 ん でい る もの もあ る が,こ の 業種 の企 業 の生 産性 の 向上,技 術 蓄積 の

ため に,さ らに システ ム設 計 や プ ログ ラ ミングの作業 を 個 人 的職 人芸 か ら

脱 却 させ,作 業 工程 の ンス テ ム化 と全 体 と して の生 産性 を向 上 させ るた め

に これ ら の標 準 化 は ぜ ひ必要 で あ る。
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ま た,ド キ ュ メンテ ー シ ョンの フ ァイ リング シス テ ム化(集 中管理,シ

ステ ム化)は,若 干 の企 業 で進 行 中 で あ るが,完 成 してい る もの は な く,

全 く手 がつ け られ てい な い企 業 もか な り あ る とい う状 態 で,シ ステ ム設計

書 に して も プ ・グ ラムに して も,SEな リ プ ログ ラ マの 「私 有 物化 」 して

い る 傾向 が未 だ全 般 的 に み てか な り強 い 。

二.情 報 システ ムや プ ログ ラムの標準 化 は 一 部の 企業 を除 き,全 般的 に みて

きわ め て遅 れ てい る 。これ は管理 上 の 問題 に も とつ く点 もあ る が,シ ス テ

ムや プ ログ ラムの汎 用性 に 難か しい 問 題 が あ る こ と に も よる。

この標 準 化 は,情 報処 理 サ ー ビス等 の 企業 の 生産 性 を 向上 さ せて い くた

め に非常 に重 要 な こ とで あ る 。

(d)一 つ の特 定 業務 につ き全体 と して 標準 化 す る汎 用 プ ログ ラ ムを作 成 し

て も,な か なか汎 用性 が ないの で,む しろ各 種 の システ ム につ き標準 的

な システ ムお よび標準 的 な汎 用 プ ログ ラムな り汎 用 ル ーチ ンを モ ジ ュー

ル方式 で作 成 してお き,こ れ を組 み 合せ て,顧 客 の要 求 に 応 じて 処理 を

行 な う。 で きれば,こ の シ ステ ム と汎 用 プ ログ ラムを公 開 す る。

(ロ)一 つ の特 定対 象 業務 に つ き,い くつか の標 準 シス テ ムを 類 型 的 に作 成

し,蓄 積 して おい て,顧 客 の具 体 的要 求 に 応 じて,シ ス テ ムを選 択 し使

用 す る。 これ につ い て も,何 らか の公 共機 関な り業 界団 体 が 買 上 げ て公

開 す る。

内 各 電 子計 算機 機 種 ごとの チ ー タ処理 用 ユ ーテ ィ リテ ィプ ログ ラ ムを豊

富 に作成 し,必 要 に応 じ,こ れ を 効 率 的 に使 用 す る 。この 場 合,あ ま り

高い 汎用 性 をね ら うと,か え っ て個 々の 実用 化 の段 階 で,効 率性 が 悪 く

なるの で,い くつか の 類 型化 や モ ジ ュ ール 化を 行 な う。

以 上 の こ とについ て,何 らか の 公共 的 団体 また は業 界団 体 が 積極 的な

抜 本 的 施策 を 構 ず るべ きで あ ろ う。

前述 の ように,情 報 処 理 サ ービス業 では,ソ フ トウ ェア業 と と もに 技術

の 蓄 積 が,他 の 産 業 に比 し,企 業 の 生 産性 や 収益 性 に非 常 に大 き く作 用す
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る。 した が って技 術 管理 の もつ役 割 が と くに 大 きい 。技 術管 理 の 対策 は 前

述 の ように各 分野 に わた るが,と くに システ ム設計 技 術,プ ログ ラ ミン グ

技術が と くに重 要 で あ る 。

これ ら の技 術 蓄 積 の た め の技 術 管理 は,現 在 の とこ ろで は,有 効適切 に

シス テ ム化 され て お らず,殆 ん どSEや プ ログ ラマや オペ レー タ,あ るい

はそれ らの チ ー ム ・ リー ダの判 断 に 委 され て い るの が 現状 で あ り,今 後,

有 効 な管 理 方 式 がた て られ な けれ ば ならず,こ れ につ い て も適 切 な標準 方

式 の 開発,設 定 な り,指 導 育成 措置 な りの施 策 が構 ぜ られな け れ ば な らない。

タ

5.オ ペ レ ーシ ョ ン管 理

オペ レー シ ョ ン管 理 は,デ ータ処理 機 械 であ るせ ん孔 機 お よび電 子計 算機

システ ム,PCSな どに より,作 成 した プ ・グ ラ ムに よって ,顧 客 か ら受 託

した デ ー タ処理 を実 行 す る デ ータ処理 工程 を管理 す るの で ある 。 この管 理 に

つ いて は,今 回の 実 態 調 査 に よ る と,内 容 的 に は若 干 問 題 が あ る が,全 般 的

に みて,他 の 業 務 管 理 に比 して整 備 され て きて い る 。

(1)ス ケ ジュ ーノレ管 理

今回 の 調 査 対 象 企 業14社 の うち,約3分 の1の 企 業 が,月 間 スケ ジ ュ

ール ,他 が 週 間 スケ ジ ュ ール をた て,こ れ に も とづ きい つれ も 日毎 の進 行

管理 を 行 な って い るが,い つ れ の 企業 で も追 加 変更 が 多い 点 で問題 が多い

と して い る。 これ は オペ レー シ ・ン技術 や オペ レー シ ョン管 理 技術 等 に も

原 因が あ るが,よ り 多 くは,次 の よ うな原 因に よ るこ とが 多 い 。

イ.顧 客 よりの 入 力 チ ー タの 遅れ

ロ.入 力 デ ータの 記載 ミスお よびせ ん孔 ミスに よる入 力デ ー タの 修 正

ハ.プ ログラ ム ・デ バ ッグに 予想 外の 時 間が か か る場 合

二.マ シ ン ・ダ ウン

ホ.顧 客 か らの 緊急 注文 に よ る 「と びこみ 」 プ ロジェク ト

これ らにつ い て は,チ ー タ処理 の 高 度化 や スケ ジュ ール管 理 方 式の 改善
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どに よ り,あ る程 度 の改 善は 可能 だ と して も,根 本的 な 改 善 は 難 しい もの

が 多 い。

ま た一 部 の企 業 で は,厳 密 な作 業 表 を作成 し,時 間 な い し30分 単 位 で

の 時 間管理 を行 な ってい るが,こ れ は マ シ ンの 効率 的稼 動 にか な り有 効 な

効 果 をあげており,今 後 こ こま で進 む 必要 が あろ う。

② オペ レー タ ・シ フ ト制 の 採用

機 械 の稼 働 は,保 守 時 間 を除 き,多 くの企 業 が昼 夜 に わた って お り,殆

ん ど24時 間稼 働 の と こ ろ もあ る が,オ ペ レー タの 作業 の 完 全 な シフ ト制

は全 般 的 にみ てま だ あま り制度 化 され て い ない 。完 全3シ フ ト制 の 採用 を

検討 中の とこ ろが14社 中,1社 あ った にす ぎず,他 は担 当 プ ロ ジ ェ ク ト

の 必 要 に応 じ徹 夜 作 業 を 行 な い,適 宜,休 日を と る とい った状 況 で か な り

無理 な作 業 を 行 な って い るの が現 状 で,オ ペ レ ーシ ョンの計 画 的管 理 と,

その 合理 的 方式 の確 立 が 今後 問 題 とな ろ う。

(3)マ シンの稼 働 状 況 と関 係措 置

マ シ ンの実 稼 働時 間は,月 間,最 高500時 間前 後(2～3社),最 低

125時 間(1社),200時 間(1社),あ との 大 部 分 は300～360

時 間 で ある。

マ シ ンの 空 時 間は 全 般 的 にみ て 少 ない もの が 多 く,そ の 利用 法 と して は,

マ シ ンの オ ープ ン貸 を計 画 的 に 行 な っ てい る ものが3社 あり,社 内研修 や

研 究 開 発 に計 画的 に 充 て て い る もの も若干 ある 。

マ シ ンの オ ーバ ・フ ロ ーに つ い て は,と き どきお こ る ところ が 多 く,そ

の 場合 には,同 一 機 能 の メ ー カーの セ ン タ ーや 同 機 種 セ ン ターを 利用 して

い る もの が一 部 に あ るが,顧 客 との協 議 に よる納 期 調 整 で き りぬ けて い る

とこ ろ が多い 。

また マシン・ダウン時 の 処置 は,メ ーカーの保 守 サ ー ビスに 依 存 してい るが,

これ に よる スケ ジ ュールの 変 更 が● きてい る こ とが 多い 。一 部 には これ に

ょる顧 客 へ の納 期 遅れ が,と き どきお きてい る とこ ろ もあ る が,多 くは 深
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夜業 や 他 セ ン ターの 利 用等 で き り ぬけ て い る 。

(4)オ ペ レー シ ョ ン技 術 の管 理

オ ペ レー シ ョン技 術 の 向 上 は,マ シンの効 率的 運 用 のた め,か な り有 効

な方 法 で あ る が,こ れ に つ いての 研 究 な り開 発 は,ま だあ ま り組織 化 され

てお らず,適 切 な管 理 は 殆 ん ど行 な われ てい ない 。情 報 処理 サ ー ビス業 に

おい ては,他 の 一般 ユ ー ザ ー以 上 に,こ れ が もつ 意味 は重 要 で あ り,こ れ

につ い ての 適 切 な管 理 方式 お よび技 術 開 発 が 検 討 され な け れば な らない。

○

6.デ ー タ 管 理

顧客 よ りの 入 力 チ ータの受 入 とそ れ に と もな う搬 送,受 入 デ ー タの整 理,

点検,保 管,オ ペ レー ショ ンへの 投 入 は,一 般 の製 造業 の 原 材 料 管理 に あた

り,処 理 デ ー タの整 理,点 検,保 管 な ら びに受 渡,搬 送 は 一般 の製 造 業 の 製

品 管理 に あた る 。

これ らの作 業 は大 別 して,顧 客 との チ ータの 受 渡 とそれ に と もな う搬送 の

作業 と,内 部 での チ ータの 整理,点 検,保 管 と オペ レー シ ョ ン作 業 工 程 との

入 出 力の 作業 とに わかれ る。

顧客 との デ ー タの受 渡 な ら びに搬 送 は,一 般 的 に入 力 チ ー タの受 入 搬 送 は

顧 客側 の 責 任,処 理 済 データの受渡搬送は,情 報 処 理 サ ー ビス業 側 の 責 任 と し

て い る もの が多 く,車 に よる搬 送 が 多い 。一 部の 企 業 では巡 廻 車を 用 い,か

な り計 画 的,合 理 的 に管 理 して いる とこ ろ もあ る が,受 渡管理 お よび搬 送管

理 に つ き,明 確 に制 度化 した管理 方式 が確 立 して い る と ころは ま だ きわ めて

少 な く,今 後確 立 され る必 要 が あろ う。 また 入 力 チ ー タの チェ ックお よびそ

れ に とも な う修 正 作業 の 管理 方法 に つ い ては,い つれ の 企業 も問 題 を もって

お り,こ れ につ い て の合理 的 ル ール を,こ の 業 界 として 決 定 す る こと も考 え

ねば な ら・ない だ ろ う。

内部 の チ ー タ管 理 につい て は,い つれ の企 業 も デー タ係 を設 け て処理 して

い る が,マ シン ・オペ レー シ ョン部 門 に比 し,管 理 の 組織 も方法 も遅れ てお
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り問題 が 多 く,よ り合理 的 な方式 をたて て いか ね ばな ら ない だろ う。

7デ ー タ処理 用消 耗 品 の管 理

デ ー タ処理 用 の 消耗 品 で ある,テ ー プ,カ ー ド,印 字用 紙,フ ロー チ ャ

ー ト用 紙 ,コ ーデ ィ ン グ用 紙 等 の 消耗 品 の 管理 は,こ の業 種 の 資材 管 理 の 一

部 で あ るが,こ れ らの使 用 量は,か な りの 量 に のぼ る 。全 般 的 にみ て,こ の

合 理 的 な管理 方式 は ま だ確 立 さ れ てい ない ・ご く一部 の 企業 では,こ の計 画

的合 理 的 管理 の 必要 性 を痛感 し,管 理 方式 の確 立 に着 手 してい る とこ ろ,検

討 を始 めてい る と ころ もあ る が,大 部 分の と ころで は,計 算 業 務 の プ ロジェ

ク ト責 任 者 の 自由に 委 され て い るか,資 材 係(庶 務 係)の 単 純 な 出納 管理 で

終 って お り,合 理 的管理 の 必要 性 を も感 じて い ない と ころ が 多い 。これ は,

この 業 種 が原 価 方式 につ い て は,ま だ方 式 がた って い ない こ とに も よる が,

計 画 的 な在 庫管理 方式 を確 立 し,で きる だけ経 費 の節 減 を行 な わな けれ ば付

加 価 値 の低 い パ ンチ業 務 を主 に して い る と ころ な どでは,案 外 無 駄 な経 費 が

負 担 とな って くる の では な か ろ うか 。

自社 の 事 務 処理 ない しは 管理 業 務 の,自 社 のEDPSに よる処 理 に つ いて は,

一部の 企 業 で給 与計 算 ,売 上 統 計,財 務 処理 な どにつ い て行 な ってい るが,

全般 的 にみ て,機 械 処理 をす るだけ の業 務 量 が ない の で,本 格 的 には あ ま り

行 な われ ては い な い 。

た だ,せ ん 孔 作 業 の 多い 数 社 で,せ ん 孔 作 業の 管 理 につい て適 用 し,パ ン

チャ ー個人 別 の作 業 量,作 業 時 間の集 計 と 分析 に用 い てい る の が注 目され る

程 度 であ る。

,
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VIマ ー ケ ソテ ィ ン グ活 動 と ソ フ トウ ェ ア 開 発

●

■

1マ ーケッ テ ィ ン グ活動 の 実 態 とそ の効 果

計 算 セ ン ターの 営 業 活 動 の 内容 は,調 査 対象15社 を見 る と別 表3の 通 り

で あ るが,こ れ を検討 す る と

① パ ン フレ ッ ト,DMを 準 備 してい るの は,15社 中 わず か3社 で20%

② コネ とか ロ コ ミは15社 中10社66%で あ る。い か に コ ネ,ロ コ ミが

大切 か とい うこ と が わか ろ う。それ とい うの も成 功産 業 の 経 営 者の 発 言 が,

大 きな説 得 力 と信 用 力を もって い るか ら であ る 。

③ 講 習 会 セ ミナ ー開催 は,15社 中3社20%で,こ れ も今 後 は有 望 な 手

段 で あ る。

④ そ の他 顧 客 予 定 高の リス トア ップ,立 看板,飛 び込み 外 交,銀 行 関係の

紹 介 な どい ろ い ろあ る 。

い ずれ も,い くらかの 効 果 があ る が,経 営政 策 と して どの よ うな活 動 方

針 を 持 った ら よいか に迷 っ てい る セ ンタ ーも ある。

一般 に ,こ の 業 界 で受 注 効 果 が あ る のは,別 表3の よ うに,1つ の 方法

だけ でな く,い くつか の 方 法,DM(パ ン フ レ ット),コ ネ ・説 明 会,飛

び込み な ど併 用す れ ば,15社 中12社80%に 達 して い る 。

とい うわ け で,今 後の 営 業 活動 は,い ろい ろ な方法 を併 用 した 方が よい 。

しか し,こ の 場合 で も実 力あ るSEが 必要 で あ り,実 績 の ある経 歴 書,

パ ン フ レ ッ トも有 効 性 を 発揮 し よ う。

`

●

2.顧 客 サ ー ビ ス の 実 態

この 調 査 に よ る と チ ー タの 入 手,計 算 作 業,パ ンフ レ ッ ト,シ ステ ム化 な

ど バ ラバ ラで 計 算 セ ン ター ご と に 特 色 が あ る 。

(1)作 業 手 順 の シ ス テ ム 化

ケ ー ス ・バ イ ・ケ ー ス で や っ て い る例 が 多 い 。1件 ご との オ ー ダ ー が あ
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る のは2件,シ ス テ ム化 され てい ると ころは5件,ほ かに 定 期 便式 の が2

件,ほ かは システ ムが で きてい ない計 算 セン ターで ある 。

作 業 手順 の システ ム化 は受 注1件 ご とに仕 様 書 を 作 らなけれ ば な ら ない 。

標準 化 システ ムが さ きに準 備 され て いれ ば,次 々 と受託 があ って も,作

業 開 始 ま での 能率 は 上 が り,コ ス トは 低 下す る だ ろ う。

計 算 セ ンタ ー運 営上 最 も必 要 な一 つ の 条 件 なの で,標 準化 作 業 は,計 算

業 務 と併 行 して,開 発に努 力 しな けれ ば な らない。 先 手必 勝 の 一条 件 とい

え るだ ろ う。

② イン プ ッ ト方 式

計 算 セ ン タ ーを活 用 す る側,受 託 す る側 と もに,計 算 機 に入 力 す るま で

の プ ロセ スに は5通 りあ る。

イ.受 託 側 で,原 始 デ ータを カ ー ド,テ ープにす る 作 業 を一定 時 限 ま でに

終 らせ る。

ロ.計 算 セン ター側 は この 作業 を パ ンチ セ ンタ ーで 完 了す る。

へ 第 三者 の パ ンチ セ ン ターに委 託 し,さ らに 計算 セ ン タ ーに移行 す る 。

二.マ ーク方 式 は,委 託 側 で作成,そ の ま ま計 算 セ ン ターに渡 す 。

ホ.テ レ ックスを委 託者 側 に 備え,チ ー タを計 算 セ ン ターに送 りテ ー プ化

す る。

いずれ も一長 一短 あ るが,と もに 問 題 となる のは 、 チ ータテ ー プ,カ

ー ド変 換 の 際 に お こる ミス パ ンチで あ る。計 算 セ ンタ ー側 と しては,テ

ープか ら カ ー ド化 した ものを 処理 す る 方式 が ミスパ ンチの責 任 は ない の

で や り易 い といえ るが,計 算 セ ンタ ーの収 入割 合 や付 加 価値 の 点 か らす

る と,パ ンチ セ ンタ ーを兼 業 した 方 が よい とい う調査 結果 が,別 項 目で

で てい るの で,取 扱 うか,否 か の 点 では何 ともい え ない 。

第 三 者 の パ ン チ セ ン タ ーに 外 注す る方 法 もよい が,こ の点 で も ミスパ

ンチを チ ェ ックで き る モ ニ ター機 器 を使 用 し,チ ェ ック を完 全 にす れ ば

よい だ ろ う。
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マー ク方式 は,マ ー ク読 み 取 りが,現 状 では 不正 確 とい える の で,特

殊 イ ン クの 開 発 と濃 淡 で ミス リー ドしない よ う手 工 ックが完 全で ない と

不 十 分の 点 が あ ろ う。

顧 客 が ビ リン グ ・マ シ ンで入 力 デ ー タ を作成 し,計 算 セ ン ター に,も

ちこむ方 式 は,今 回 の 調査 に関 す る 限 り,ご く一 部 で み られ るにす ぎ な

かったoこ れ を阻 ん でい る原 因 は 専 ら顧 客側 に あ る とみ られ るが,一 部

の 計算セ ン ター で は,顧 客へ の この 面 での 教 育,普 及 を強 調 して い る も

の が み られ たo
ぴ

それ までは 少 しず つ 進捗 す る プ ・セス を終 らぜ るで あ ろ う,利 用 者 側

で も,端 末機 を備 え る所 が 多 くなる と考 え られ る。

(3)ア ウ トプ ッ ト方 式

ア ウ トプ ッ トは一 般 に,利 用 者 側 の帳 票 設 計 に従 っ た デ ザ イ ンが 要 求

され るが,受 託時 のセ ン タ ー側 の 指導 力が もの をい う。

最終 作 成 まで を希 望 してい る者 が 多 く,マ ス ター ・テ ー プ とい う例 も

1例 あ る。

加 工 は,計 算セ ン ター側 で 終 了す るが,収 入 の大 き な要 素 で あ るか ら

アウ トプ ッ トの 内容 を拡 大 す る こ とは計 算 セ ン ターの収 入 を増 大す る条

件 の一 つで あ る。

(4)外 注割 合 と外 注 費 に つ い て

計算 セ ン タ ーの外 注先 の 比 率 は,15社 中12社80%に 達 してい る。

作業 内容 は,こ の調 査 で は パ ンチ作業 だけ の ところ が5社 で,他 の7

社 は,一 般 計 算 とパ ン チ作 業 を 含 む もの とみ られ る。

これ をみ て も計 算 セ ン タ ーで は,自 社 でパ ンチ セ ン タ ー を持 つか 否か

を問 わず,必 ず パ ンチ セ ン ター外 注 をしてい る こ とに注 目 したい。 外 注

してい な い と ころは1社 だけ で あ るo

っ ま り、 パ ンチ作 業 も,現 状 では 計 算セ ン ター で は必 要 な作業 で あ る

といえ る。
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外 注 費 を み る と,最 高は 月300万,す くない と ころで 月10万 円で

あ った 。これ は計 算 セ ン ターに と って 大 きい収 入 源 であ る。

企 業 と し,弾 力性 経 営 の 点 か らみ て も,外 注 先 の あ る こ とは 良 い こ と

だ が,あ ま りに ドライに,発 注業 務 に大 幅 な 差 が あ る と,外 注先 と の関

係 は 冷た い もの とな る の で注 意す べ きで あろ う。

(5)業 務 提 携 先 に つい て

計 算 セ ン タ ーの業 務提 携先 は い ろい ろ あ る 。 パ ンチ セ ン ターを 別 にす

る と,い くつ か の タイ プが あ る。

イ.現 在 運 転 してい る,電 子 計 算機 器 の メー カーの 計算 セ ン タ ー

ロ.同 業 者

ハ.シ ステ ム開発 会 社

二・ 銀 行 関係 の計 算 セ ン タ ー(但 し,同 一 機 種 を 持 って い る ところ)

今 回の 調査15社 中,11社 が提 携先 を持 ってい る。業 務提 携 の 内容

は,自 社機 械 の オ ーバ ーフ ロー時の 時 間借 り,シ ステ ム開 発時 の デ バ ッ

ク用

シ ステ ム開 発技術 は,専 門の ソフ トウ ェア会社 に委 託 して い る 。

,

匂

●

■
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表VI-1営 業 と 作 業 管 理

営 業 活 動 計 算 作 業 管 理 方 式.

1〕M
パ ンフレ ッ ト

コ ネ セ ミナー
説 明 会

その他 今 後 ・

イ ン プ ッ ト アウトプッ ト 外注割合 外注費 業務提携先 外注先

No,1 ○ 客側
装 置な し

○ 30%
150

200万/月

大 型 セ ン タ ー
パンチセンターBank

2 伝 票 帳簿形式○
メーカーの プログラム

技 術

3 4社
.

メーカーの プログラム

技 術

4 ○ DM活 動 な し ○
パ ンチ

%

250～

300万/月

メ ー カー

ソ フ トウ ェア会 社

5 ○ 2%

6 ○
マークカー ド

テー プが主
パンチ外注

1

7 ○ ○
顧客 リス ト ・

な し
ケ ース バ イ

ケ ー ス

30%

(但 レ◇チで戊 ⇒

メー カー系

DATAセ ンタ ー
同業者

8 ○ 飛 び込み な し
マ ス タ ー

テ ー プ
10% (オ ーバーフ・一時)

計 算 セ ン ター
同 業 者

9 ○ 2件 有
パ ンチ外

35%

53

1302万/年

メ ー カ ー

Bank

10 ○ 飛 び込み テ レ ックス

220台 保有
○ 同業者

11 ○ ○ 銀行関係 最終作成
ま で

パ ンチ

50%
70万/月

パ ンチ セ ンタ ー

Bank

12 ○ 口 こ み
テ レ ックス

3台 あ り
作成 まで 3% 50万/月

13
,

な し
データ持込

1～2% 10万/月

14 ○ 立 看 板 マー ク リ'一

ダ20%
5%' 50万/月 大 手 吉士算 セ ンター

2社

口 こ み
グループ

別 高 額

紙 テ ー プ
カ ー ド

フォーマッ ト

印 刷
パンチ4% メー カー

大 手 セ ンター
15 ○

注 ○印は 「ある」と回答 したもの



(6)計 算 サ ー ビスの内 容 に つい て

計 算 セ ン タ ーの サ ー ビス 内容 につい て,別 表 は 示 した項 目レ

ら った 結果 で ある 。項 目 の分類 はADAPSOの 調 査表 を参 考1

の計 算 セ ンタ ー業 務 か らみ る と分野 が非常 に広 く多 くの 点 で

れ る。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

会 計 計算 業務 一7種

財 務 一6種

マ ーケ ッテ ィン グ ー9種

生 産6種

4

産 業 用 パ ッ ケ ー ジ

科 学 用 パ ッケ ー ジ

エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・ パ ッ ケ ー ジ

17種

6〃

5〃

6〃

5〃

4〃

9〃

4〃

2

16

28〃

11〃

情 報 シ ス テ ム

入 出 力 サ ー ビス

0

9件

ソ フ ト ウ ェ ア ・ サ ー ビ ス

プ ロ フ ェ シ ョ ナ ル サ ー ビ ス

コ ン ピ ュ 一 夕 ー 時 間 販 売

22〃

9〃

31〃

9〃

な どと な ってい る。

この 分類 方法 は,互 い に入 り くん で い るの で整理 す る必 要 が あ るか も知

れ な い 。

●

●

」

■
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ー

` ,

会 計 計 算

8.買 掛 金

8.売 掛 金

3.連 結 会 計 計 算

7.1青 求 弓llイ乍fift

5.一般 会計 計算 レポ ー ト

5.作 業別原 価計 算

7.給 料 計 算

そ の 他(詳 しく)

財 務

1.ク レ ジッ ト ・ユ ニオン

3、財 務 分 析

2.設 備 ロ ー ン

低 当 計 算

2.貯 蓄 貸 付

1.株式仲 介業 務

その 他(詳 し く)

マーケ ッテ ィング

1.マ ー ケ ッテ ィ ン グ

情 報 シス テ ム

2.マ ー ケ ッ ト ・ リ サ ー チ

価 格 設 定

小 売1)販 売 促 進

7.販 売 分 析

4.販 売 注 文 報 告

2.販 .路 開 拓

亀 ◆

5.販 売 予 測

そ の他(詳 し く)

生 産

2.設 備 メンテ ナン ス ・

レポ ー ト

7在 庫管 理 システ ム

1.購入 意思決 定 分析

1.PERTCPM

4.生 産 計 画

1.品 質 管 理

その 他(詳 し く)

産 業 用 パ ッケ ージ

5.経 理 事務 所用 パ ッケ ージ

2農 業 経 営

1.バ ン キ ン グ

ケー ブル ・テ レ ビ

2.配 送

1、教 育

3、病 院

1.保 険

裁 判 所

1.自 動車 輸送

4.自 治 体

5.石 油

L出 版

L印 刷

不 動 産

表Vl-2計 算 サ ー ビ ス の

1.輸 送

ユ ーテ ィ リテ ィ

そ の他(詳 しく)

科 学用 パ ッケー ジ

2.線 型 計 画

2.オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・

リ サ ー チ

L数 学 的 分 析

1、医 療 分 析

シ ュ ミ レ ー シ ョ ン ・モ ァ ル

5.統 計 分 析

そ の 他(詳 し く)

エ ン ジ ニ ア リン グ ・ハ ッ ケ ー シ

)

学

学

学

学

学

くし

エ

工

工

工

工

詳(

空

船

子

業

療

他の

航

}

電

産

医

そ

ムテスシ報情

3,会 員 リ ス ト作 成

2,コ ン ピ ュ ー タ に よ る

レ タ ー作 成

1.フ ァ イ ル ・マ ネ ジ メ ン ト

2.情 報 の 蓄 積 と検 索

注

内 容 回答8社

L郵 送 リス ト作成1.設 備 設 計

経 営情 報 シ ステ ム ・5.導 入 計 画 指 導

そ の他(詳 しく)L経 営 者 強 化

3.マ ネ ジ メン ト ◆

入 力 出力 サー ピス セ.ミナー

6.チ ー タ 変 換2.オ ペ レー シ ョンズ ・

L図 形 に よ る出力 リサー チ研究

7.キ ー パン チ作業6,シ ステ ム分析 と設計
'

2.光 学 定 査 そ の 他(詳 し く)

6,紙 テ ー プ 処 理

そ の 他(詳 し く)コ ン ピ ュー タ時 間の 販 売

7.コ ン ビ=一 夕余 剰 時 間

ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ー ビ ス の 販 売

統 制 ・指 令 シ ス テ ム2.デ ー タ ■.セ ン タ ー

4.コ ン パ イ ラ 設 備 の リー ス

2、コ ン ピ ュ ー タ タ イ ム シ=ア リ ン グ

グ ラ フ イ ッ ク ス そ の 他(詳 し く)

2顧 客 志 向 の デ ー タ

処 理 シ ス テ ム

1.タ イ ム シ ェ ア リン グ ・

シス ァ ム

そ の 他(詳 し く)

ブ ロ フ ェ シ ョ ナ ル ・サ ー ビ ス

5.事 務 サ ー ビス(キ ー パ ンチ

作 業 以 外 の もの)

4、コ ンサ ル テ ィ ン グ

4.EDP訓i練

左 端 の 数 字 は 「業 務 を 行 な っ て い る 」 と 回 答 し た と こ ろ の 合 計



3.業 界の 競 争状 況 と顧 客 層

(1)競 争 状 況

業 界に お け る同業 者 間 競争 につ い て は調 査 対 象企 業15社 中13社 が 、

競 争 が あ る こ とを述 べて い る。 競争 の ない ものは1地 区 だけ,多 い とこ ろ

で60社,す くな く と も4社 が 競争 相 手 だ と して お り,競 争範 囲 も県 内の

同業 者の ほか 関東 甲信 地 区 では 東京 の 同業 者 との競 争 が ある こ とを 回 答 し

てい る 。

情 報 通信 網,道 路輸 送 機 関の 発達 は,競 争 圏 を 拡 大 しつ つ ある こ と を示

して い る。 競 争 内容 は,ま ず入 札 競 争 で の価 格競 争 か らで,デ ィス カ ウ

ン ト,ダ ン ピ ング があ る。 また,初 期 経 費の 無料 サ ー ビス(シ ス テム設

計 料,プ ・グラ ム作 成 料,1/6設 計 料 な ど)を や る と ころ も出 て きてい

る。

1//o設 計料 な ど)を や る とこ ろ も出て きてい る 。

官 公 庁関 係 の入 札競 争 は,場 合 に よって は 出血受 注 に な りや すい の で・

県 内 だけ の 同業 者 間 で協 定 を 結ん でい る と ころ もある 。

この 業 界の 特性 と して,転 業 が で き ない ことが あ げ られ よ う。 廃 業 した

場 合,マ シンが レンタル の ときは 返 還 で きるが,契 約 期 間 中 は そ の残 存期

間 の レンタ ル料を 支 払 わ な け れば な らな い。 こ うい った 問題 を みて も,計

算 セ ンタ ー経 営 は,業 務 内 容 の 専門 化 に よ るソ フ トウ ェ アの 蓄積,人 材確

保 が い か に必 要 で あ るか を 裏付 けて い る。

(2)顧 客 層の 業種 規 模

計 算 セ ン ターを 利用 して い る業 種規 模 に ついて の 回 答は,表[VL-3の ようで

あ る が,こ れ をみ る と,そ れ ぞ れ の計 算 セ ン ター の経 営 政策(販 売営 業 部

門)の 違が い が み られ る。

① 大企 業 の部 門計 算 業 務 一 例 え ば 自動 車,造 船,冷 凍機.電 気機器 メ

ー カー関 係 の チ ー タ ー業 務 ,生 産管 理 な ど

② 地 方 自治 体 関 係
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表VI-3業 界の 競 争状 況 と顧客 層

0

1

2

3

4

5

1

噌1

1

1

1

1

業 界 の 競 争 状 況

は げ し い

同 業60社 メー カー系 と見積 り競 争

方針 として,と にか くそ の 企業 に入

るた め,始 め は 小 さい仕 事 を ダ ン ピ

ング して で も取 る。

楽 で ある。 当 地 区商社 系1社

1社,NEC,日 立,フ ァコ ム,

三 菱 系

自治 体 の入 札 競争

社

東京 の計 算 セ ン タ ーの影 響 を うけ る

県 内8社(中 型4社)

6社,東 京 の セ ンター,20%位 デ

ス カ ウン トしてい る。

単価 引下 げ がは なは だ しい

きび し くきつ い,断 末 魔 的症 状

はげ しい,多 す ぎる

県 内協 定 を 結ぶ

パ ン チは 東 京,危 険 度 高い

顧客業種規模 につい て

仕事別一覧表作成

但 し業種別規模 別は未 作成

月 島15,000万 ～20,000万 を対 象

大企 業の 部 門一 自動 車,造 船,冷 凍

機,電 気機 器 メー カー

商 業 関 係一般

地 方 自治 体,繊 維 問 屋 が主

300人 以上(問 屋,スーパー;商業)

製 造業 も同様

自治 体,民 放,新 聞

規模 の 大 きい テ パ ー ト,学 校,サ ー

ビス業,銀 行

機 械,BANK,商 社(す べて 大 規 模)

機 械,石 油販 売,運 輸

資 本 金5億 円ク ラ ス75%
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③ 商業 一 商 社 ・ 卸 問 屋,デ パ ー ト,ス ーパ ー 関 係

④ 機 械 工 業 関 係

⑤ 銀 行

⑥ 民放,新 聞,運 輸 な ど

ま た,規 模 につ い ては

イ 従 業 員規 模 で,製 造 業,問 題,ス ーパ ーな どい ずれ も,300人 以上

ロ 売上 高 では,月 商1億5千 万 円 一2億 円 を対 象

ハ 資 本 金5億 円

と回答 して い る所 も あ るが,別 の 回 答 では 規 模の 小 さい商 工業 を対 象 に

して い る と回 答 して い る 所 も ある。

これ らの 回 答 をみ る と,詳 しい 顧 客 層調 査 を 行 な っ てい る ところは ない

ようだ。

,

●

♂
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口

b

句

4.サ ー ビスの 標 準 化

計 算 セ ン ターに お い て計 算 サ ー ビス が,一 つ 一 つ 個別 サー ビスの 場 合 と,

標準 化 され た サ ー ビスを比 較す る と前者 の コス トは高 い のは 当然 であ る 。

計 算 セ ン タ ーの サ ー ビス 内容 に は,い ろ い ろ な企業 に つ い て受託 す る こ と

が 多い 。そ の ときは計 算作 業 開始 ま での サ ー ビス と経常 計 算 開始 とが必 ずあ

る。

前者 の コ ス トは案 外 大 きい が,相 手 企 業 に よ っ ては 当然 かか った 初期 経費

を全 部,ま た は 一 部を もらえ ない とき もあ る 。 これは計 算 セ ン ターに とって

は 大 きい 減 収 で あ る,と い って も町の 計 算 セ ン ターを対 象 に す る企 業は 特 に

大企 業 の或 る 部 分 を除 い て 規模 は 大き くない 中小 企業 が 多い の で無 理 して取

ろ う と して もな か なか のこ と,と くに知 識,情 報 の評 価の 低 い グル ープであ

るか ら,と ころ に よ って は無 料 サ ー ビスに な りや す い,ま た計 算 セ ン タ ー側

も初期 経 費 を安 くす る こ と で,計 算 業 務 を受 託 す る営業 政 策 を とる よ うに な

った 。そ こ で,こ れ が慣 わ しのよ うにみ られる よ うになったが,そ れ では 開 発

'
コス トが高 くな る。 開 発 コス トを安 くす るには 開 発サ ー ビス内容 を標 準 化 し

なけれ ば な らない わ け であ る 。

表IV-4は,今 回 の調 査 対 象15企 業 に つ い てサ ー ビス の標 準 化 に つい て

調 査 した もの で あ る。

① プ ・グ ラ ムの パ ッケー ジ化 は15社 中8社,進 行 中1社60%に 達 して

い る 。

② プ ログ ラ ム ・ライ ブ ラ リーについ て は12社 で80%に 達 して お り,プ

・グ ラムの 本 数 も多 い ところ では2 ,000本 に 達 して いる 。す くな い とこ

ろ では5～6本,平 均 して約250本,内 容 は 極 めて 多彩 であ る 。

a・ 経 営 管理 関係 の 一般 部 門 で営 業,在 庫,財 務会計,人 事給 与,生 産 管

理 な ど'.

b.業 種 別 で は,流 通業,病 院,ガ ソ リン ・ス タン ド,自 動 車 販 売 な ど

c.国,公 共 事 業 一 地 方 税,国 税,固 定 資 産 税,住 民 税,年 金 な ど
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(2)表IV-4の 標準 化 されてい る概要,に 示 され てい る よ うに 非 常 に対 象 は 広 い 。

これ をみ る と,産 業 構 造 か ら規模 別業種 構 成を 考え て サー ビスの 標準 化

を進 め なけれ ばな らない とい え る。計 算 サ ー ビス を 受 け よ うとす る対 象 は,

大企 業 か ら中 小企 業 と巾が 広 い。

大 企業 の 場合 は 或 る特 殊 な部 門,特 殊業 務 の外注 処理 とい う形 で ある が,

これ も計 算 セ ンターに とって は,開 発 人材,計 算 設 備 を うま く結 合 させ れ

ば,今 後 と もよい 仕事 先 で あ ろ う。大 企業 とい え ど も,特 殊 部 門(例 一 〇・

R・ 技 術 計算 な ど)に つ い ての 専 門家 はそ うそ う養 成 され て い ない ので 利用

用 で き よ う。

中 小 企業 の 場 合 は,な お さ ら で,い ろいろ な 部 門 での計 算 業 務,情 報 処

理 業 務 があ る。

そ れ らの うち,企 業 間,業 種 間 で共 通 処理 性 の もの が多い のは,企 業 の

経 営 管 理 上 当然 であ ろ う。

例 え ば,財 務 会計 処 理,営 業(販 売管理)処 理,在 庫管 理,外 注 管理,

給 与 計算 な どは,そ の基 本 処理 には 共 通性 が ある 。 とこ ろが 現実 には,大'

きな違 いが あ る とされ,個 々の 分 業 に よって,始 めか ら プ ログ ラ ムを 作 っ

てい て,そ の 開発経 費 は全 国的 にみれ ば,巨 大 で あ り,国 家 的 な浪 費 とも

い え る 。

今 回の 調査 で,プ ログ ラム作成 上,共 通 的に なっ て い ない もの は,国 家

的 な規 模 ではい ろい ろな コ ー ドの標 準 化 が で きて い ない こ と があ げ られ よ

う。

ま た財 務会 計 処理 の規 定 科 目が,こ れ また 標準 化 が な され て い な い。 こ

れ ら 二つ の こ とは,標 準 化 が 遅れ るほ どムダ な開 発費 用 を 出 してい る こ と

とな ろ う。

コ ー ドの 問題 は業 種別 の 商 品 名 コ ー ド化,さ らに 下 が って 商 品 の 部品 コ

ー ドに 及ん で くる と製 品 別 の 部 品構 成 にま でな るの で 大きな問題点であり1
,

個 々の 分業 で は 開発 能 力 上機 会 原 価 と して の経 費 支 出は,大 きな ム ダ とい
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4

`

,べ

え よう。

業 種 別 では,業 界 団 体 と行政 指導 機 関 の担 当 局課 が 手 を 出す べ き だ と考

える が,い ま ま での とこ ろ,未 開発 の 業種 の方 が 多い 。

重 工,軽 工 の決 定行 政 機 関の 強 力な 指導 力 を 各業 界団 体 と,計 算 セ ンタ

ー協会 な どへ の 開発 へ及 ぼ す こ とが望 まれ よ う
。

適用 業 務 の 種 類を み て も,さ きに述 べた よ うに処理 方式 の 共通 性は 大 い

に あ る 。 しか し現実 には 個 々に作 った 方が 早い とい うプ ログ ラマ,シ ステ

ム ・エ ン ジニア が あ る。他 方共 通化 し標準 化 に よ
って 開発 コス トを下 げて

い る プ ログ ラマ,シ ス テ ム ・エ ンジニ ア もい る と ころ をみ る と後 者 の 方が

今後 の あ り方 で あ る とい え ない だ ろ うか。

汎用 プ ロ グ ラムの 個 々の企 業へ の適 用 の 方法 は三 つ あ る と考 え られ る 。

多 くの企 業 に適 用 で き る巨 大な ス テ ップ数 の プ ログ ラムか ら不 必要 な も

の を除い て い る 方法 と汎用 の ステ ップ数 のす くない ものへ の 割 り込 み加 算

方 法 があ る と考 え られ る。

とこ ろ が,こ の よ うな 方法 も,多 くの プ ログ ラム開発 の 経験 者でない と,

プ ログ ラ ムを構 成 す る計 算 手順,処 理 手順 が頭 の 中に入 って い ない の で,

始め か ら作 成 した 方 が早 い,と い う結果 に な る とい われ て い る 。

つ まり未 熟練 な シ ステ ム ・エン ジニア,プ ロ グ ラマ に と って は始 め か ら

とい うわ け であ る。 しか し,こ れは 大 きな誤 り で あ り,そ れ ぞ れ の 熟 練

度 に よっ て考 え る 作 業程 度 であ っ て,プ ログ ラムの 標 準 化 と,実 際 適 用 プ

ログ ラ ムへ の 加工 変 換 手 順 の 開発 の必 要 性 とは 次元の 異 な る問 題 であ る。

ところ で,今 後 開 発 しなけれ ば な らない 標準 プ ログ ラムの 中に生 産 管理

用 の 汎 用 プ ログ ラ ムがあ る 。 こ の 部 門 は 業 種 間 の情 報 処 理 の計 算 手 順 の

差 異が,他 の 経 営管 理 部 門に くらべて 多種 多様 で あ る とい わ れ て い る。

まず,部 品名,原 材 料 が 機械,食 品加 工,化 学 工 業,そ の 他 の 業 種 での

種 類 が違 い,生 産 計 画 か ら部 品,原 材 料 へ の展 開 に,さ らに 生 産 工程 の 差

異 複 雑 さが あ り,製 品 に な るま での プ ロセ スが 多 種 多様 で ある。
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その ほ か,外 注 部品 を加 え た工 程は 納 入 チ ェ ック,品 質 管理 を含 め る と

極 め て複雑 多 岐 で あ る。

巨大企 業 で作 られ る自動 車,家 庭 電 気機 器 の よ うな もの,重 機 械,建 設

類の 生 産 工程 のEDPS化 は,そ れぞ れ の企業 で開 発 され て い る。
↓

発電 所,化 学 工 場 プ ラ ン ト,食 料品 の生 産工 程 な どはEDPコ ン トロー

ル方 式が完 成 され て い る。

とこ ろが,中 規 模の い ろい ろ な生産 業 種 では生 産管理 の 進 度管理 用 の シ

ステ ム,プ ロ グ ラ ムは,合 理 的 で付加 価 値生 産 性 を あげ る よ う な もの で,

応用 の き く汎用 のEDPSと プ ログ ラムの 開 発は,ま だま だ の ようで あ る 。

い ろい ろな 業 種に 応用 の き く,シ ステ ム,ア プ リケ ーシ ョン プ ログ ラム

の 問 題 は,と くにそ の 為の 機 関 が専 門 家 を集 め て,開 発,取 りま とめ を し

ない と,早 く出来そ うに もない ようだ 。

さ らに問 題 とな るの は,電 子計 算 機 の メ ー カー別,機 種 別 間の システ ム ・

プ ログ ラムの 適 用 融通性 に つい て で あ る 。

現在,電 子 計 算 機 の メー カー ごとに ハ ー ドウェア の 内容 が,す こ しずつ

違 って い るの で,ソ フ トウ ェアの 内容 も違 って くる。

そ れ に と もな って,プ ログ ラム の適用 に共 通 性 が ない 。ま た,同 メ ーカ

ーの も の で も レベ ル ア ップを す る場合 ,プ ログ ラムの断 続 の あ る もの が

あ る。 シ リーズ物 で レベ ル ア ップをす る と きは,プ ログ ラムには共 通 性 が

あ るが,そ れ 以釈 では 改 め て,プ ログ ラムを 始 めか ら 開発 しなお さな けれ

ばな らない 。 ・

メ ー カーの数 は,国 産,外 国企 業 を合 せ る と10社 以 上 には な る。

それ ぞ れ が 自社 の 領域 を 守 るた めか も知 れ ない が,貿 易,資 本の 自由化

で,電 子 計 算 機 の 自 由化 が強 力に要 求 され て きた 。

い ずれ何 年 か の 後 に,自 由化 され た場 合 国 産企 業 は 規模 が小 さい うえ,

システ ム,ア プ リケ ーシ ョンが バ ラバ ラでは,外 国機 種 の営業 政 策,サ ー

ビス政 策,(と くに ソフ トウ ェアの 内容)で 競争 し よ う とす る場 合,非 常
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に 不 利 で あ る とい うこと が で きる 。

現状 では,電 子 計 算 機 の メ ーカ ーを 一つ 一 つ 考え る と大 企業 とはい え な

い 。巨大企 業 の 一 部門 で,そ れ 自体 は 中堅 規模 だ とい え る だろ う。

ソフ トウ ェアの 開発 能 力,規 模 も世 界企 業 と競争 しよ う とす る な ら ば,

企 業 規模 もある程 度,電 子計 算機 メー カー と して適正 規 模 が必 要 と なろ う。

この規模 が どの位 かは,現 在 の と ころ 捲 りが た い が ハ ー ドウ ェ アの 面 は,

と もか くと して,ソ フ トウ ェ アの面 で 弱体 で あ る こ とは 否 めな い 。

つま リ ソフ トウ ェアが 自由に 開発 でき る体 制 を持 った 規 模 が必 要 とい え

る だろ う。

現 在 では,ソ フ トの 開 発は計 算 セ ン タ ーや,直 接 ユ ーザ ーに委 され て い

る とい う,体 裁 はい い が 放 り出 され て い る こ と になる。

日本 では,前 述 の よ うに 多 くの機 種 は 必要 では ない 。 また 機 械は 続 々生

産 され て は い るが,ソ フ トウェ アの 開 発,担 当専 門家 の 養 成 は併 行 的 で な

く,極 め て 遅 れて い る。

さ らに 異 った 機 種 の 間に 共 通 な汎 用性 を もた そ うとすれ ば,変 換用 の プ

ログ ラムを ユ ーザ ー側 が 開発 しなけ れ ば な らな いはめ に な ってい る 。

現在 で は コ ンパ イ ラーの コ ボル,フ ォー トラ ンに して も メー カ ーご とす

こ しずつ 違 った プロ グ ラ ムを作 っ てい る。

開発 の 機 会損 失 は 全国 的 にみ て 大 きい 。

●
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表W-4 サ ビ ス の 標 準 化

プ ロ グ ラ ム プ ロ グ ラ ム,ラ イ ブ ラ リ ー
パ ッ ケ ー ジ

標準 化 され ている シス テムの概 要

有 無 有無 本 数 自社開発 メ ー カ ー 買 入

1 20パ ッ ケ ー ジ 有 200本 ○ 固定 資 産税,住 民税,給 与,売 上計 算,在 庫(メ ーカー)変 換 フbグ ラム

2

3 有 5～6本
○

._

ア ッセンフ フ

元帳 管理,売 上請求,売 掛 債権,営 業 日報,商 品管理,セ ールス 〔ン

別 売上

4 進 行 中 有 70～80本 ○
売却150本

販 売管理,販 売予測,生 産,在 庫 管理

5 有 自動車会社,手 形管理

6 有,3パ ッケージ . 有 80本 流通業,病 院,給 与,在 庫

7 有,財 務,給 与 有 30本+2 ○ サ ブル ーチ ン利用,税 金,財 務諸 表,給 与計算,小 売店用所得税

8 有
700
～800本 ○

一

9 され ている 有 12～13本 変換 プ ログ ラム,住 所 コー ド

10 され ている 有 500本 ○ ある程度 され つつ ある

ll 無 有 500本 ○ ガソ リンスタ ンド,生 産管理

12 有 有 21000本 ○

▼

給与計 算,一'般 会計,販 売,購 売,管 理

(業 種別,作 糊1」に整理 の方向 に)

13 無 (採 算性は うすい ) ○ (安 く他か ら売 り出 された もの を買 う)

14
必 要 性 あ り

3～5パ ック
有 4パ ック持 つ ○

会計:石 油販 売,部 品 在庫,薬 店,21件 請求

(応 用 プログ ラムをパ ラメ ータ ー形式 で 自動 化)

15 :有 有 6～7本 ○ 税 務,国 保,.年 金,株 式

⑨ ●
ぺ

、
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5.ソ フ トウェ ア の 自社 開発

計 算 セ ン タ ー利用 に つい て,利 用企 業側 の準 備 体制 の中 に ① ソフ トウェア

の 開発は 自社 の 人員 では ム リだ と い う企 業 と ② 長 期 の 社 員 教 育 を して で も

自社 開発 した い とい う企 業 と,③ そ の 中間 が あ る。

① ・③ の 場合 は,ど う して も計 算 セ ン ター側 で人 員 を 供 出 しなけ れ ば なら

なし(。

しか も,対 象 が 小規 模 の 所 は 無 料 サ ー ビスに な りか ね ない,中 規模 で も,

工 数 計 算 に よる世 間 相場 の 人 件費 を要 求 す る と,そ の 高額 なの に 驚 い て しま

う。そ こ でダ ン ピング をせ ざ るを得 な くなる。 公共機 関の 場 合 で も システ ム

の 開 発 と プ ロ グ ラム作成 の経 費 につ いて は理 解 で きな い よ うで ある。

さ らに,一 方 では計 算 セ ン ターの ソ フ トウ ェア開発要 員 の 養 成 と,実 力 と

の 程度 が 問題 と なって い る 。個 々の企業 の 経営 情 報 の 内容 と処理 シ ステ ムに

は 共 通 性 もある が1/O関 係 では い ろい ろ と違 った面 が 多 く出 てk・b,そ れ

につ い ての合 理 化 改善 には 抵 抗 が大 きい 。合理 化 改善 方 法 と1/b設 計 は,計

算 セ ンタ ー側 も利用 企 業側 も メ リッ トは 大 きい の だ が,企 業 側 を納得 させ る

セ ンター側 の システ ム ・エ ン ジニ アの数 多 い 経験 と企 業側 の 理 解 し易い 提案

書(プ ロポ ーザ ル)の 作成 デ ザ イ ン,内 容 が重 要 な ポイ ン トで ある が,い ま

の ところ 良 い ものは 少 ない よ うで あ る。

ところ で,メ ー カー側 の 作成 した導入 指導 書 は 大体 に おい て汎 用 であ り平

均 値 的 な もの で業 種 ・規 模 特 性 までに は 気の くば り よう がす くない 。そ の 中

で も情 報量 の 規模 的 な 問 題 に つ い ては 全 くとい って よい ほ ど検討 が不十 分 で

あ る。

と ころ が,利 用 者側 とす れ ば,そ の 点 ま で降 りて,業 種,規 模 的 に み た具

体 的 内容 がほ しい わ け で あ る。

開 発 コ ス ト,毎 月 の経費 計 算,企 業 に とって の メ リッ ト,担 当人 員,必 要

情 報 作成 の システ ム1/O設 計 な ど,経 営 者の 話 し合 い の 場 で,具 体的 に数 量

的 に提 出 し話 し合 い の で き る シ ステ ム ・エ ンジ ニアが セ ンタ ー側 に必要 だ と
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い え る であろ う。

これ を こ なせ る システ ム ・エ ン ジニアを計 算 セ ン タ ーが必 要 人 員 だ けそ ろ

えて い るか とい う とそ の 点 十 分 とはいえ ない 。 ま た年令 の 点 で も,多 くの企

業 に経 験 が豊 か で あ る とはい い がた い 。

こ の よ うな場 合,外 部の 専 門 家(情 報 処理 コ ンサ ル タン トで経 営 コ ンサノレ

タ ン ト兼業)を 大い に 利用 す べ き だろ うが 費 用,時 間的 に も難iしい と ころ で

あ ろ う。

シス テ ム ・エ ン ジニ アの 人員 は 調 査対 象15社 の うち最 高20人 す くな く

て も3人 い る。 程度 の差 は あ る に して も総人 員 の 約10%以 上 在籍 して い る 。

た だ年 令構 成 を み る と電 子 計算 機 の 普及 の 歴 史 が 浅 い せい か30才 以 上は

す くな い 。つ ま り経 験年 数 が す くない わ け であ る 。 システ ム ・エ ン ジ ニ ア

の 養 成 方 法 は メ ー カ ー の3ケ 月 ～6ケ 月 の プ ログ ラマ養 成講 習会 の終 了

後,実 際 の企 業 経 験 を 多 く,経 る よ うに した い 。

つま りOJT(OntheJobTraining)で あ る が,現 実 に は,作 成 した プ

・グ ラムの本数 は 多 く と も,企 業 の業 種 経 験,適 用 業 務 の範 囲 が 多 くない と,

プ ロポ ーザ ルの 作 成 や 利用 企 業 経営 者 との対話 に よる営 業 活動 に は 極 め て不

利の よ うで ある 。

1/0が きまれ ば,プ ログ ラムは 一応 書け るが 企業 全体 の情 報 処理 の 調 査,

シ ステ ム 分析 計算 手順 表 の 改 善案 ・1/0の 設 計 となる と,企 業,情 報 処理 診

断の経 験歴 が ものを い う。

企 業 には,い ろい ろ の情 報 処理 方式 の 差 が あるの が現 実 で あ る。 その 方法

が良い とか 悪い とか い うの では な く,利 用企 業 側 の 処 理 方式 の 歴史 的過 程を

み て,一 方電 子 計 算 機 処理 方式 へ の移行 に つい て新 し い合理 的 な設計 を す る

ときに,新 しい プ ・ポ ーザ ルを もつ 企業 側 へ の 説得 能 力 が シス テ ム ・エ ン ジ

ニ ア に とっ て重 要 で あ る。

この 説 得 能 力は シス テ ム ・エ ンジニ アの 信 頼 度 に よっ て,さ らに大 き く影

響 す る 。最 近 の 経 営者 はEDPSに つい て 一 応の 勉 強 を して い るか ら であ る。
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ま た,電 子 計算機 の導 入 企 業,計 算 セ ン ター利用 企業 の 実 態情 報 を あ る程

度 入 手 して お り生 半可 な情 報 提 供 で は納 得 しない もの で ある 。

そ こ で セン ター側 で は,シ ス テ ム と プ ログ ラムについ ては,い か な る業 種

企 業 で も,ア プ リケ ー シ ョンの 各種,規 模 に 適用 で きる もの を 自社 開発 す る

人 材 を確 保 してお くべ き で あ る。

ま た,独 立 した シス テ ム ・エ ン ジニ アの存 在は,今 後 ます ます 多 くな る も

の と思わ れ る 。情 報 処理 技 術 者 の 国家 検 定 が技 術 者の地 位 向 上 と世 間的 な評

価 を得 るた め に行 なわれ る よ うに な っ た が,歴 史 が浅 い の で一 つ の専 門 職業

とし ての 認 識 が全 国 に根 を お ろす まで に は,い まの ところ相 当期 間 が 必要 と

思 われ る 。

(1)ア プ リケ ーシ ョン ・プ ログ ラム と ハ ー ドウ ェア との 関係 は ハ ー ドウ ェ ア

の機 能 に よ って変 わ るが 一般 方 式 の 開 発 は遅れ てい て,そ の 原 因は 機 種 に

よる機 能 差 異,プ ログ ラ ム作 成 の具 体 的 な言 語 差異 が大 きい こ とか ら きて

い る。

何 故 に,メ ー カー ごとに 機 械 語 が 違 っ て いる か ら とい う問 題 は,機 構 開発

時 にお け る モテ ル機 種 の 違 い に よる もの と思 われ るが,ユ ーザ ー と しては

迷 惑 きわ まる こ とで あ る。

同 じメ ーカ ーの場 合 で も,レ ベル ア ップをす る場 合,シ リーズ物 は別 と

して,機 種 ご とに,シ ステ ムや,プ ログ ラムを 再 開発 しなけれ ば な らな い 。

また,メ ー カーの 違 う物 を使 う場 合 も同様 で ある 。それ らの 開 発経 費は

大 き い うえ,利 用 開 始 ま での 期 間 の機 会 損失 は 国家 的 損失 であ る とい え る。

現 在,機 構 間 の コ ンバ ー シ ョンの 問題 が赴 きて きた 。企 業 合併,合 同 な

どの 場 合,い くつ か の異 な った 機 種 が あ る こ とに な るの で,企 業 としては,

双方 に 使 え る もの で な い と不 便 で あ る 。そ こで機 種間 の プ ロ グ ラムを仲 介

する プ ログ ラ ムが必 要 に な った わ け で あ る 。

計 算 セ ン ターの場 合 で も同様 の こ とがい え る。

と ころ で,こ の よう な課 題 につい ては,単 に個 々の メー カーで は,な か
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なか 解 決 がつ か ない よ うであ る の で,政 府行 政 機 関 が,国 家 的見 地 で解決

に 当 らなけれ ば な ら ない と思 わ れ る。企業 側 では 苦 し ま ぎれ に,変 換 プロ

グ ラ ムを 開 発 してい るが,一 般 に は公 開 され て い な いの で利 用 しよ う とし

て も不 便 で あ る 。

計 算 セ ン ター側 で も,こ の ような問 題 に取組 む 必要 にせ ま られ て こ よう。

い ずれ にせ よ,こ の問題 は 一計 算 センターの解 決 で きる こ とで は な く,ま

た 電 子 計 算 機 メ ー カ ー の一 つ で も処理 出来 そ うもない。 業 界団 体 の協 力 の

も とに,国 家 的 資本 投 下 を 必 要 とす る こ とは異 議 は ない であ ろ う。 切 に担

当官 公 庁の 積極 的 な 投 資 と人 材 確 保 に よる開 発 が 望 まれ る。

1/0関 係 では,計 算 セン タ ーの機 動能 力 を 向上 させ るため の 施 策 が重要

な ポ イン トとな る 。計 算 セ ン ターに は1/b関 係の うち

① イ ン プ ソ トテ 一 夕の カ ー ド,テ ー プ化 を 利用 企 業 側 にま か せ る と ころ

② パ ン チ セ ノター を持 つ と ころ

③ 外 注 パ ン チ セ ン ターを 確保 して い る ところ

④ そ れぞ れ の 中 間

とい った タイ プが あ る

① は ミス ・パ ンチの 責 任は 利用 企 業側 に ある こ と,計 算 セ ンタ ー側 は機

械,人 員の 確 保 に責 任 が な く,ま た投 下 資 本 もな く人 事 管理 もしな くてす む 。

② は パ ン チ ・セ ン タ ー 管 理 に,人 手 を要 し,投 下 資本 も大 きい,と く

に パ ンチ ャ ー確 保 に 苦 労 が ある。 パ ン チ ャ ー養 成 は 簡 単 だが,移 動 が はげ

しい とい われ て お り,年 令 的 に もある年 令 幅が あ り,人 事管 理,環 境 管理

が 一つ の なや み とな っ て い る。

しか し,別 会社 に して仕 事 を 他方 面 か ら も,と る よ うに す れ ば,こ れ も

一 つ の 経営 の や り方 で あ ろ う。

③ は 系列 下 でな い パ ンチ セ ン タ ーを い くつ か外 注 に持 つ形 式 であ るが,

影 響 力は② よ り弱 い 。

④ はそ れ ぞれ の 中間的 な タイ プ で あるが 多 くの セ ン ターは,こ の タイプ
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に 近 い 。

結 論 と し て い え る こ とは,端 末 機,と くに イ ン プ ッ ト ・チ ー タ変 換 と モ

ニ タ ー作 成 機 は 顧 客 に 備 え 叉 セ ン タ ー側 で は
,い くつ か の チ ー タ変 換 機 と

パ ン チ ャ ー
,タ イ ピ ス トを 備 え た 方 が,販 路 拡 大 に は 大 い に役 に 立 つ であ

ろ う。

吟
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表W-5ソ フ トウ ェア,プPグ ラム の 自社 開 発 の 場 合

ス タ ッ フ 人 員 ハ ー ド ウ ェ ア との 関 係 利 用 企 業 収 の 割 合
A

備 考

1 4人 メーカーの大型機使用 30社 計算受託の分

2 4社 140万 円

3 4入 4社 140万 円

4 5人 チ ー ム 制
コボルでFACOM230/25用

収入の]0%(46年)

5

ガ ソリンスタン ド50社 収入の43%
6 3入

病 院 院,卸 商15社 (ガソリンスタンド関係の内)

7 20入SE.PG ア ッセンブラーを コンパ イラ 23社 す く な い

8
管 理 職

な し
請求書業務15万 件
国 保30万 件

NEACの 場合
9 3Weeks(1本)

10 14人 1/O関 係50%標 準fヒ 30%

11
SE全 員 FACOM230/25

1BM360/40
10件 す く な い

12 7入

13 収 入の30～40%

14 15入
自社使 用を前提
一 部 メーカーと技術提携i 140社

15 SE(全) 230/35と の互換性
国保2.経 理2.給 与2

市場(情 報提携i)18機 械4,税 金3
収入の35%

SEシ ス テ ム ・エ ン シ ニア

PGプ ロ グ ラ マ

●
、
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6'コ ス ト計 算 と料 金体 系

(1)コ ス ト計 算 方式

計 算 セ ン ター も企 業 で あ る限 り,生 きつ づ け るた め には,利 潤 を あげ な

け れ ば な ら ない 。これ ら損 益,コ ス ト計 算 に は,そ れ ぞれ 勘 定 科 目に よっ

て整理 され て いる筈 で あ る 。原 価 の場 合 は,原 価 の構 成 科 目が あ る 。

一般 的 な企 業 会計 原則 に よる もの では
,業 種 的特 性 項 目は 示 さ れ てい な

い の で,今 回 の調 査 をみ る こ とにす る。

計 算 セ ン ターは,新 しい 業種 では あ るが共 通的 な作 業 材 料 なの で,自 然

に 同 じよ うな項 目を あげ てい る 。

① コ ンサ ル タ ン ト料 一 人 件費

② 機 械 稼働 時 間費 用 一 時 間,(分 単 位)

③ パ ン チ 料 金

④ 消 耗 品 費

⑤ 一 般 管 理 費

これ に利 益 を何%か 加 え て ユ ー ザ ー に コス ト料 として 請求 してい る
。

② 料 金 体 系

料 金 体 系 は,コ ス ト計 算 方 式 を,詳 細 に した もの を 外 部 に 示 し た も の で

あ る 。料 金 体 系 を 明 確 に し て い る セ ン タ ー は,15社 中,14社 の 大 部 分

で あ る 。

① コ ン サ ル タ ン ト料 は,コ ン サ ル タ ン トの 難 易 度 に よ り,シ ス テ ム ・エ

ン ジ ニ ア1日 当 り の 謝 金 計 算 で あ る 。

高 い 方 で1日15,000円,安 い 方 で12,000円,プ ログ ラ マで1日1

万 円 前 後 で あ る。

企 業 の 調 査 や シ ス テ ム設 計 で は,時 間 単 位3,500円/時,プ ロ グ ラ

ム使 用 作 成 ・1時 間3
,000円 と い う ラ セ ン タ ー が あ る と 思 え ば,シ ス テ ム

デ ザ イ ンは ラ ン ニ ン グ コ ス ト・ プ ロ グ ラ ム 料,消 耗 品 を 含 む とい うケ ー
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ス もあ る。

一 方 ,シ ス テ ムデ ザ イ ン,プ ログ ラム料 を無 料 と して い る と ころ もあ

る。

システ ム設 計,プ ログ ラム1本 で10万 円の と ころ も あ り,セ ン ターの

の 経営 政策 とユ ーザ ー側の 事 情 に よ って 大 きな 差 がみ られ る。

② プ ・グ ラム作成 料 金

プ ログ ラム 作成 料 金 は,大 体 ヌ テ ップ数 と1ス テ ッ プ い く らとい う積

算 方式 で ある 。

安い もので1ス テ ッ プ70～80円,高 い 方 で1ス テ ップ270円 位

である。基準 と しては300ス テップで24,000円 ～81,000円 で あって,1部 門で

5本 ～10本 必要 とすれ ば約10万 ～80万 位 か か る よ うだ 。

と きには プ ・グ ラ ム作成 料 金の 中 に情 報調 査 分析 を含 め てい る と ころ

も多い こ とは 注 目す べ き こ とで ある。

③ 機 械 使 用 料 金

計 算 セ ンタ ーでは,設 備 した 電子 計 算 機 と周辺 機 器 が買 取 り で な い場

合 は,電 子 計 算機 メー カ ーや,リ ース,レ ン タル会 社 に毎 月使 用 料 を支

払 わ なけ れ ば な らない の で,そ の使 用 料 は,1ケ 月 き ま ってお り,時 間,

分単 位 で計 算 され てい る。そ れ は機 械 規 模 で きま っ てい る。

そ こ で,委 託企 業 は,決 め られた 料 金 を 請 求 され る こ とに な る。計 算

セ ン ター もそれ は コ ス トの 内容 項 目の1つ と して い る。

機 械規 模 に よっ て,電 子計 算機 本位 の 運転使 用料,1分 間300円 ～

1,500円,時 間単 位 に して1万8千 円 ～9万 円 で ある 。 これ を み る と

大 型 で な く・ 中小型 が 多い とみ られ る9

④ パ ン チ 料 金

パ ンチ料 金 には,一 枚 い くら とい う所 と,タ ッチ数 で 計算 す る ところ

が あ る。一 例 を あげ る と数 字16銭,英 字20銭,カ ナ文字35銭,別

の ところ では平 均1タ ッチ20銭 で ある 。
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1枚 当 り では,13円 ～15円 とい うところ もあ る 。

(3)売 掛 金 管 理

この業 界 は一般 に 回収 は よ く大 部分 が月末 締 の翌 月現 金 払 が 多 い 。中 に

は 手形 もある が,収 入 総 額 に 占め る率 は低 い 。 。

調 査 対 象計 算 セ ン ター全 部が 月 別,販 売先 別 に管理 してい る。

●
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表W-6コ ス ト 言† 算 と 料 金 体 系

コ ス ト 計 算 方 式 料 金 体 系 売 掛 金 管 理

1
コン サル タン ト料(シ ステ ム分析料

プ ログ ラム コーデ ィ ング デバ ッ ク料 を 含 む)

難 易度,人 数 ×月=人 円 として計算
システ ムプ ログ ラム 人 件費 が 多い

月 別,販 売先 別 に管理 一

2

3 な し
受 託計 算 機械1分300円 ～1、000円 ま たは

1分.380円 ～1、500円
な し'

人

4
マ ク ロ的 に トータル計算

(存 続 す る ため の逆 計算)

① 調 査 シ ステム設計1時 間3,500円 ×X時 間 ② プ ・グ ラ ム仕様 書
3,000円/h×y時 間 ③ プログラム作成2.700円/h×Z叉 はlstep270円

、

翌 月20日 現 金払い

5 機 械 稼 動,パ ンチ,用 紙代 程 度の 計算 ① シス テ ムデザ イ ン無 料 ②lstep70～80円 ③ 処理 料600円/分

●
当 座 振 込 み

6
マ シ ン レ ン タル 料 十 諸 経 費 十 一・般 管 理 費 十 利 益(15%)

一〉見 積 り ,プ ログ ラ ム 十 ラ ン ニ ン グ コ ス ト 十消 耗 品

① シス テ ムデザ イ ン(プ ・グラム+ラ ンニングコス ト+消 耗 品
② プ ログ ラムlstep150～200円

7 oあ り,個 別
① パ ン チ 料 金16銭(1タ ッ チ)英 字20銭,カ ナ26～35銭

②O・mputerl5,GOO円/時 間
1件 ご と,カ ー・ド式

8 。消耗 品 パ ンチ代使用 時 間,レ ン タ・レ料+管 理費 ① マス ター ファイ ル難 易 度に よ ってA(5万)B(4万)C(3万)段 階

9

馳

① マ シン使 用料417円/分 パ ンチ代PG1ス テ ッ プ150円
1月 後

10 ・連 結 計 算
① ソ フ トSI膓15.000円/日PG10,000円/日 ② パ ン チ20銭/タ ッチ

③Conlputerclose600円/分Opcn350円/分
翌月現金手形20%

11
① ソフ ト1step200～280円 シス テ ム設計

② パ ンチ料15円/枚C・mp使 用 時 間
月末 締切,翌 月末現金

12 見積 り基準 あり ① ソフト1人12.000円 ～13、OOO円/日 ② 機 械使 用36千 円/時 間

13 見積 り基 準 あ り ①料 金 体 系 あ り 手形10%,100%回 収

14 1分 当り のコ ス ト計 算,プ ログ ラマ は特定 の基 準 あ り ① プ ・グラム300step73、000円 ② ・くンチ数25銭 葵35銭 一 般 消 耗 品
月 割 り

15 個別 部門 別 コス ト計 算 方式時 間単 価,機 種単 価
① システ ム設計1本10万 円,プ ・ク ヲムkstep150円

② 官公 庁 使用2万/h民 間3万/h③ パ ンチ英25銭 カナ28銭

ユ ーザー別請 求

支 払回収 予 定あ り

● ⑭
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vr経 営者の将来展望と経営指標

1経 営 計 画

(1)今 後 の顧 客 につhて

他の 業 種 に 比 較 し,計 算 セ ン タ ーの歴 史は 新 しいの で,今 後 の 顧 客構成

希 望は,今 回 の調 査 では バ ラバ ラに 出 てい る。

一応 過去 の経 験 とか ,立 地,機 種 能力,人 材 能 力 な どが影 響 し てい よ う。

大 き く分 けて 官 公庁,自 治 体,農 協 な どに 対 す る サ ー ビス グル ープ,一

般 中堅 商 工 業 サ ー ビス,大 企 業 系列 企業 サ ー ビス グル ー プ,小 規 模 商 工業

サ ー ビスグ ル ー プ,そ の 他,病 院,ガ ソ リンス タ ン ドな ど特 定 業 種 専 門 グ

ル ー プな どであ る。

それ らの 一 つ 一 つ をみ ると歴 史 の 浅 さ とか 人 的 開発 能 力 によっ て 大 きな

違 い をみ せ て い ると いえ る。

また,今 後 の サー ビス対象 企 業 を抽 出す る 方法 として事 業所 統 計 調査 が

あ る。

この 調査 の 中 には,計 算 サ ー ビスが必 要 だ と思 われ る数 十 万 の 事 業 所 が

あ ると想定 され るの で,こ の 資料 を 分析 す れ ば,サ ー ビスを提 供 で きると

想 定 され る事 業 所 を立 地,規 模,業 務 内容 の 一覧 表 を つ くリ コ ン ピ ュータ

の 自社 導 入 の グルー プ,計 算 サー ビスを 必要 と しない グ ルー プを 両端 にお

い て,計 算 サ ー ビス提供 ρ 可能顧 客 リス トを 作成 す る な ど,顧 客の 動 向を

把 握 して お くこ と も必 要 では ない だ ろ うか 。

(2)有 望 な適 用 業 務

さて,今 後 の顧 客 構 成 に つ い て,一 応の メ ドがつ け ば,次 に 考 え るの は,

対 象 事業 所 で一 体 どの よ うな 計算 サ ー ビス適 用業 務 が あ るか とい うこ とで

あ る。

しか し,現 在 ま で実 施 して い る適 用業 務 は経 験 が あ るの で今後 も や り易

い が,こ れか ら システ ム,プ ロ グ ラムを 開 発 し よ うとす る ものは,中 に は
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大仕 事 の 業務 もあ ろ う。

これ を こ なす の には,ほ とん どが人 的 能 力の 程度 に よ って左 右 され ると

いえ るの で,そ れ には,人 材 の 質 と数 が 充 足 され て い なけれ ば な らない だ

ろ う。

前 述 した い くつ か の 顧 客 グ ル ー プによ って,内 容 に も大 きな違 い が あ

る が,多 品 種 システ ム ・プ ロ グ ラムの 開 発 が必要 と なろ・う。

① 官 公 庁,自 治 体 サ ー ビスグ ルー プ,農 協 な どで は,住 民 管理 関係,農

協 経 理 業 務

② 一般 中堅 商工 業 サ ービス グル ープはOR,ビ ジ ネ ス ゲ ームか ら 販 売,

生 産,商 品名,管 理 業 務 の情報 処 理,原 価計 算 な どの パ ッケ ー ジ

③ 大 企 業 系列 企 業 サ ー ビス

自動車会 社,造 船,電 気機 器 関係 サ ー ビス グル ー プでは,生 産か ら販

売完 了 まで の情 報 処理 業 務 を システ ム と して メ ー カ ー毎 に パ ッケ ー ジま

たは 標 準化 を指 向 して い る 。

④ 小規 模 商 工業 サ ー ビス

小規 模 の商 工 業 では チ ー タ伝票 だけ 自社 で作 り あ とは 一切 計算 セ ンタ

ー任 せ どい う ケ ースが 多い の で ,こ れ らは 今 後 も安 定 させ て 定期 的 な収

入 を 望 むよ うに顧 客 との 結 びつ きを密 に して お きた い が,た だ,ユ ーザ

ー側 の計 算 セ ン タ ーへ の支 払 い がす くないの で シス テ ムと プ ・グ ラムは

な る べ く共 通 した もの を 多 く利用 す る 方向に あ る 。財 務計 算,売 り上 げ

計 算,在 庫計 算 な どは,受 注件 数 が地域 的 に 多 くない と計 算 セ ン タ ー側

には メ リソ トがす くない とい え る。亡 の 場合 公 認 会計 士,税 理 士 な どが,

計算セ ンターを兼業 して安 い 経 費 で受 注 してい る例 が 多い。

⑤ 専 門 業 サ ー ビス グル ー プ

ガ ソ リンス タ ン ド,病 院 な どは,特 殊 業 務処理 と して み る と広 い地域

に 多 く散 在 してい るの で,ま た経 営 者 自体,デ ータの整理 業 務 を 自分 で

や る こ とも件数 的 に不可 能 で あ り,人 を願 うこ と も現状 では なか なか む
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ずか しい 。そ こ で,計 算 セ ンタ ーと して は 業 種 が 一種 で処理 シス テ ム,

プ ログ ラ ムも標 準化 で きる の で,開 発 コ ス トは 安 上 りで あ り,計 算機 処

理 も易 いの で これ らの顧 客 を つか め ば,計 算 セ ン ターの経 営 は それ ほ ど

困難 で は な い。

(3)シ ステ ム開発 の 内容

経 営計 画 の なか で 現在 どの よ うな シス テム開 発 を してい るか と い うと,

あ ま りは っ きり した計 算 セ ンタ ーはす くない 。今 回の 調 査 に よる と15社

中5社,1/3で 調 査 中が1社,あ とは あ ま り積極 的 に新 しい システ ムと取

組 ん でい ない よ うだ。

これは 計 算 セ ン タ ーの資 金 力,人 的能 力が 十 分に足 りてな い の で 時 間的

余裕 が な く,業 務 の 受 注 が あれ ば や ろ うとい う,い きおい,消 極 的 な 方 法を

とら ざる をえ ない の では な いか 。
.シ ステ ムを 開発 してか ら売 り込 も うとし

て い る 姿勢 では な い よ うに 思 え る。 人 材 の余 裕 度 がす くな くな いせ い か も

知 れ な いが,シ ス テ ム開発 経 験 が す くな いの で は な か ろ うか。

直

と こ ろ で 調 査 に よ る と今 後 開 発 した い とい う シ ス テ ムの 例 を あげ る と

イ・ 科 学 計 算

ロ.ユ ー ザ ー 側 債権 管 理

ハ ・ コ ン パ イ ラ ー ・プ ・グ ラ ム 各 種

二.企 業 経 営 管 理 用 の 標 準 的 プ ・ グ ラム

ホ.ガ ソ リン ス タ ン ド販 売 関 係 情 報 処 理 の パ ッケ ー ジ化

へ.病 院 の 自 動 検 診 シス テ ム

な ど を あげ て い る 。

今 後 有 望 な 適 用 業 務 で は ・ 相 当 巾 広 い 分 野 に つ い て,発 言 してい る こ と と

は 相 当 の 差 が あ る よ う だ 。

(4)マ シ ン の レ ベ ル ァ ソ プ

今 回 の 調 査 対 象,15社 の うち,マ シ ンの レベ ル ァ ソ プ計 画 中 の も の は
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8社,半 分 以上 に 達 して い る 。

そ れ らは,本 体 の レベル ア ップ,外 部 記憶 装置 の 拡 充,固 定 機器 の拡 張,

オ ン ライ ン化,ア ッ セン ブ ラー しか で き ない もの よ り,コ ンパ イ ラ ーの で

き る機 種 へ と希 望 して い る。

これ らを み る と,計 算 セ ン タ ーの業 務 は年 々拡大 してお り,経 営 規模 も

徐 々に 或 る規模 を 指 向 して い る と考え られ る 。

つ ま り計 算 セ ン ター業 務 は,今 後 ふ え る予 想 を経 営者 は持 ってい る とい

え る。

一方 ,考 え て い ない,ブ ラン ク回 答 の ところ をみ る と,系 列,き ま った

市場 立 地 定 型化 した 業務 を持 ってい る ところ で現在 の マシ ン レベル で十 分

処理 で き る もの と考 え て い る よ うだ。

㈲ 経 営 者 の考 え てい る問題

当 面す る諸 問題 につ い ての 回 答 を よせ た のは,15社 中13社 で86%

強 であ る 。回 答 内容 は パ ラパ ラで あ る が,い ず れ も企 業 ど して計 算 セ ンタ

ー経営 に とって重 要 な もの とい え る 。 ま ず,

① 営 業 関 係 では,過 当 競争 と顧 客 の 増 加対 策,業 務 拡張,息 の 永い 仕事

を 望ん でい る。

② ① に 関連 して,ソ フ トの開発の先行が負担 なこ と,シ ステムのわか る営業マ

ソなど人材不 足,中 間管理者の不足,養 成問題 といった問題があげ られ ている。

③ 企 業規 模拡 大 の財 務 面 か ら の問題 で増 資 につ い て 資 金難,投 資 難 があ

り,「勘定足 って銭た らず」の 資 金繰 り難 な どが ある 。② に 関連 して人 材 育

成 の 資 金難 を あげ て い る とこ ろ もあ る 。

企 業 は 人 な りとい う言 葉 の 適用 は と くに 計算 セ ン タ ーに当 て は ま る。

入 事 管理 の面 か ら,経 歴 の 浅 い企 業は 人 材 難 を感 じ てい る よ うだ 。人

材不 足,養 成 と② に関 連 してお り,こ の業 種 の特 性 を示 してい る 。
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表Nl 1 経 営 計 画

今 後の 顧 客 構成 有 望 な適 用 業務 システ ム開 発内容 マ シ ンの レ ベ ル ア ツ ブ 当 面 す る 困 難

1 アプリケーション利 用で きる とろ
マ ル チ ジ ョブ の 出 来 る 所

OR.(ビ ジネ スゲ ーム) TOSBAC5100導 入 中 顧客 の 増加 に対応 できない

2 関連企業 製造業と販売業
フ ナ ー ト ラ ソ に よ る シ ミ ュ レー

シ ョ ン,自 転 車 販 売 管 理

科 学 計 算
ユーザー側債権管理

3

..

4 商社 製 造業 パ ッケー ジ利用 広 い 分野 に わた る 調 査 中
ド ラ ム100%ア ップ

32K～64K 増資 一 利益と社員特殊

5 卸 売 団 地,市 役所 折 販 売管 理 シヌ テ ム 住民管 理 HITAG8350
人材権,労 務管 理
ユー ザ ーの単独 導 入

6
地域 産業 の 中 小企 業

他,東 京,地 方

パ ッ ケー ジ(問 屋用)

販 売 関 係 営 業,上 級SEの 不足

7 自治 体 ・農協 コ ス ト計 算 コ ンパイ ラー ・ プ ロ グ ラ ム 各 種 IBM360-30
息の長 い仕 事 と短か い仕 事の バ ラン
ス,SE,PG要 員 の確保 定収 入

8 自治 体,農 協(地 方都 市の 特徴) 住 民 管 理 資金,勘 定 あって銭 た らず

9 銀 行,サ ー ビス,互 助 会
メーカー の ア プ リケーシ ョン

開 発 に協 力参 加 ,
末 定 業 務 拡 張

10
小規模 をこま めに とる

(問 屋,小 売,製 造業)
、

商品管理,生 産管理
小売店用財務

PT.MTコ ンバ ーター 周 辺機

器の 拡張 した いCPU本 体は 現状

過当競 争,ソ フ トウエ ア開発 の先行

投 資 が負 担

11 中 小 企 業 銀行,病 院,港 湾の 情 報処理
標 準 化が急 務

次 に特 定 プ ログ ラム
FAOOM230-252セ ント

人 材(外 卸 の専 門家 の使い 方)
SE.中 間管理 者 の不 足

12 ' 技 術計 算,監 査 人 材,能 力の 限界

13 病 院
診 療 請 求 ・ 敷 戸 産 業
マ ー ケ ッ ト ・,`リサ ー チ 考え てい ない ダ ンピ ング,納 期厳守,関 係継続

14 ガ ソ リ ン ス タ ン ド ガ ソ リンス タ ン ド処 理 そ の パッ ケ ージ化 FACOM230-45(45年 中)
タ'ン ビ ン グ,コ ス トダ ウ ン

(200万 の 仕 事 を80万)

15
機 械 加 工 メ ー カ ー

カ ー テ ー ラ ー 病 院 情 報 自動 検診 シス テム
パ ッケージFACOM230-20 .25

オ ンラインFAOOM230-35

中間 管理 者 養成,資 金 面
オ ン ・ライ ン技術 レベ ルア ップ

SF:シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア

PG:フ'ロ グ ラ マ



④ 通信 回線 の 解放

電 々公社 の 通信 回線 を 一般 に解放 して,電 子 計 算機 の デ ー タ伝 送 に 利

用 す る こ とが,計 算 セ ンタ ー業 務 に どの よ うな影 響 が ある か とい う質 問

で あ る。

テ レ ッ ク ス な ど に ょ っ て デ ー タ ー 伝 送 を し,電 子 計 算 機 に デ ー

タ ー入 力 し よ う と して い る企業 では,計 算 セ ンタ ーを利 用 しない で,

自社導 入 の クラスで あろ う。

つ まり,通 信 回線 を 自 由 に使 う ク ラスは計 算 セ ンタ ー利用 ク ラス とは

違 うの だ か ら問 題は ない と してい る。

また使 用 料が,案 外 高い の で情 報伝 達 回路 は,入 手 に よる方 が 計 算 セ

・ン ター も利用 者 もコ ス トが 安 上 りなの であ る。

この よ うな点 か ら も賛 成4社 があっ た よ うだ,通 信 回線 の解放 は,

TSSが 大 企 業,銀 行 等 が 中央 セ ン ター として,何 種類か が で き,そ れ

に のせ て 協業 化,系 列 化 の すえ,小 計 算 セ ン ターが でき る のでは ない か

とい う意 見 もあ る 。現実 と して,シ ステ ム開発,汎 用,個 別 プ ログ ラム

の 開 発が 先 行 してい ない と,通 信 回線 の 解放 が なさ れ て も利 用 価値 は ま

だだ とい え よ う。

⑤ コ ン ピ ュータの 自 由化 に つい て

現 在,コ ン ピ ュー タ ー生 産企 業 に つ い ては外 国 製 品 は,輸 入制 限 品 目

に入 っ てい る。 しか しいず れ は,自 由化 され る で あ ろ うとい え る 。

その 時,計 算 セ ン タ ーの 経 営 に どの よ うな影 響 が あ るか とい う質 問に

対 し,賛 成,影 響 な し とす る 回 答3社,影 響 あ り反対 とす る もの3社,

他 は未 回 答 であ った 。

賛 成 の 場合 は,ハ ー ドウ ェアの 問題 よ り,ソ フ トウェ アの 開発 を問題

に してい る 。大企 業 で も システ ムの 開発(情 報 処理 システ ムに適 応 した

電 子 計 算機 システ ムの 設 計,適 用 業務 プ ログ ラ ム,マ シン ●タイ ムース

ケ ジ ュー ル)に 適 応 で きる人 材は 必要 充 足 には 程 遠 く,担 当専 門 分 野の
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人 だけ で あ って 部 門各 担 当 にま で行 わ た っていな いの が現 状 であ る。

一 方 ,電 子計 算 機 専 門家(ソ フ トウェ ア)の 企 業 内に お け る地 位 も問

題 とな って い るこ とか ら も,大 企 業 の 人 事管理 と して,ソ フ トウ ェ ア専

門家 の養 成 が 不 十分 の現 状 で ある。

この よ うな諸 点 か らみ て ソフ トウ ェアを伴 った外 国製機 械 の 自由化 は

ユーザ ーに とっては 問 題 と して い ない とい うの が現 状 の よ うであ る
。

影 響 あ り とす る のは,自 由化 に よ って大 企 業が 自 由に導入 す る と なる

と ・計 算 セ ンタ ーへ の 部内作 業の 受 注 が へ るだ ろ うとい うこ と であ る。

表 皿 一2経 営 者 の 考 え

麟

通 信 回 線 の 解 放 コン ピ ュ ー タ ーの 自 由 化
ぺ

1 賛成 一 利用クラスが違が う (賛 成)但 し自社 に6-7名 ブ レー ン

(10年 以上経験者)必 要

2

3 管理者,固 定収入が必要

4 大企業 において もシステム開発人員は不足

(賛 成)

5

6

7
T.S.S大 企業銀行,電 々が中央 として賛成

何種かで き一それ冠 せる 協業 化,系 列 化

8

9

10 反 対 影 響 な'し

11 賛 成 一 プラスにしたら 大企業か らの受注がへるであろう

12

13
賛成 だが 一 使用料に問題 あ り,専 門業者

と一 般 とは別 にすべ きだ。
影響 あ り,IBMの 開 発能力が大 きい。

14 47～50年 末 ま でTSSに 向 か う だ ろ う 反 対

15
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2.適 正 規 模 の考 え方 につい て

計 算 セ ンターの 適 正規 模 につい ては,そ の 基本的 考 え 方は,他 の 企 業 と一

般的 原 則は 同 じと考え て よい,こ の業 種 に 特 に重 要 なの は

① 人事 管理 面 の適 正 規模 一 人 員 規 模

② 財 務 面 か らみ た 収 入 ・支 出 付加価 値 生産 性,経 営 資本

③ マ シ ンパ ワーの 適 正 規 模

で あ る。

今 回 の調 査 で収 入,人 員,利 益,マ シ ン ・パ ワーの 点 な どに つい て の回 答

に よる と(今 回 の調 査 では,大 規 模 とみ られ る もの は 含 ま れて い な い 。)

イ 収入 につ い て は,最 高 年商5億 円,最 低4千 万 円,回 答13社 平 均,年

商約1億3千 万 円 弱 ◎ の平 均 従業 員 で割 る と,1人 当 り年 売上 平均 約

220万 円

ロ 従 業員 に つい て は,最 高 約100人,最 低 約10人 で あ り,平 均 す る と

1社 当 り58人 と なっ て い る。

ハ 年 間 利益 につい ては 回 答 は6社 です くなか った が,荒 利の 最 高54%を

予想 して い る とこ ろ,純 利5%と まち まち で ある。

この点,適 正 規模 の 収 支計 算 を確実 に 予想 しては い な い よ うだ 。

ニ マ シ ン ・パ ワーにつ い ての 回 答は,レ ン タル料 で示 した 所 は,月 間

500～600万 円の シ ステ ム で従 業 員40～60人 を考 え て い る。大規

模 とみ られ るTSS化,具 体的 に機 種 をま した とこ ろ もあ り,オ ン ライ ン

化 も考 えて い る所 もあ る。

ホ 補 足 的 意見 と しての 備 考 では

0

O

0

0

0

完 全 自己 資本 で,年8分 配 当,管 理 専 門 職 分化 の 企 業 組 織 が よい 。

50～80人 では,従 業 員管理 が 大へ ん で あ る 。

サ ー ビス先 は大 きな 企 業 の部門 処理 で10社 位 ほ しい 。

地域 性 ある市 場 が ほ しい 。

売上 損 益 構成 では,レ ンタ ル料%,人 件費%,管 理 費%,利 益%が よ

ho
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o中 型機 の システ ム

o人 員 構成 では,シ ステ ム ・エ ン ジニ ア,プ ログ ラマ20人,他30人,

(SE.PGは 専 門 家 と して の実 務 経 験 を含め て)

o収 入 構成,オ ー プ ン収 入30%

oサ ー ビス先 の 企 業 規模 は 売上 年高20～30億 円

o作 業 内容 は,オ ンラ イ ン大 型 ソフ トの 開 発 か,単 な る計 算 受 託 パ ン

チ作 業 務 な どと なって お り,そ れ ぞれ の計 算 セ ンタ ーの現 況,経 営者 の

考 え 方 で 回 答 が異 な っ て い る。

これ らを ま とめ てみ る と,適 正 規 模 の ポ イ ン トは,ま た,プ ロ グ ラマ

オペ レ ー タを含 めた 人事 管理 面の 経営 者 幹 部 の能 力 に よ るも の とみ られ

る条 件 が最優 先の よ うで あ り,こ れ か ら,マ シン レベ ル,サ ー ビス業 務

内容 は,自 由に選 定 で きそ うで ある 。

別 項 目(財 務 分析 一 表9-2,(1),(2」)で 調 査 した 結 果 か ら売

上,利 益,付 加価 値生 産 性 の諸計 算 な どを 行 ない も っ と も よい グ ル ープ

を抽 出 した 。

以 上の グ ル ー プか ら,機 種 構成,人 員構 成,営 業 内容(立 地,サ ー ビ

ス内容)な どを 想 定 すれ ば 大 体,前 記 の よ うな条 件 と相似 て くる とい え
ト

よ う 。

ふ
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表W-3適 性 規 模 の 考 え 方

＼ 収 入 人 員 利 益 マ ン ン パ ワ ー 備 考

1
17.000万/件

平均1人300万
40～60人 レ ンタル 月500～600万 円 の機器

2
借 入れ 金 な し,8分 年配 当,最 低 で も利益 出る

管理,専 門 職の 分化

3 4、000万 10人 マ シン10年 稼 動 50～80人 では,労 務管理 が大 へん であ る。

4' 12.000～18、000万 大 きな 企業 が10社 ほ しい 一顧 客

5 20,000万 70人 ].000万/年 純利

6 20、000万 80人

7

.
10,000万 50人 TSS化 の マ シ ン 市 場 は 地域性 を もつ もの

8 40. .000～50.000万 120-130人
10、000～

12.500万

FAOOM230-25.45

パ ン チ50台 レンタル%人 件費%管 理費%利 益%

9 未 定,将 来 中型機 で も導入 した い。

10
151000万

1人300万
50人

SEPG(専 門家 と して実 務経 験者 を 含め)
20人,他30人

11 25、200万 90人 2.000万 FAOOM230～252セ ッ ト オー プ ン収入30%

12 36.000万 75入 4・800万(15%) HITAC8400 顧客 層 売一ヒ年20～30億 円の企 業

13 12.GOO万

.

(OnLine大 型 ソフ トウエ ア開 発に よ る受 託,パ ンチ 業務)・ ずれか

14 24、000万 100以 上 荒 利54%

15 18.000万 70人 L800万
FAGOM230～20.3G

F35(オ ン ラ イ ン用)

令
●



●

3.経

(1)

営 指 標

損益の構成比率

分 析 対 象 企 業 (14社) 通産省実態調査

売 上 高

費 用

人 件 費

(100)

(89.4)

30.1

(100)

(95.0)

30.6

レ ン タ ル 料

減 価 償 却 費

借 地 借 家 料

租 税 公 課

支 払 利 息、

そ の 他

利 益

:}■ 一

,il・1/(295⊥
(10.6) (5.0)

平 均 売 上 高1社13,035万 円

b

(2)資 本,資 産の 構 成 比率(分 析 対 象14社)

資 産

流 動 資 産

固 定 資 産

負 産

流 動 負 債
ρ

固 定 負 債

(100%)

50.8%

49.2%

(65.7%)

40.7%

25.0%
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資 本

自 己 資 本

(3)財 務 分 析 比 率

(343%) 総資 本1社 平 均

6,338万 円

総資本純利益 率

経営資本回 転率

売上高経常利益 率

総資本対 自己資本比率

自己資本対固定資産比率

固定長期適合率

売上高対支払 利息比率

固定資産 回転率

流 動 比 率

21.8%

2.1(回 転)

10.6

34.3%

143.4%

83.9%

1.6%

4・2(回 転)

24.

'
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(4)付 加価 値 分 析比 率

項 目 高 生産性 グ ルー プ 中生 産性 グ ル ープ 低 生 産性 グル ープ

付加価値生産性 212.5千 円 1649千 円 132.2千 円

資 本 集 約 度 118.8千 円 117.7千 円 79.6千 円

総 資 本 回 転 率 2.51回 1.60回 2.70回

付 加 価 値 率 76% 92% 61%

人 件 費 水 準 68.6千 円 59、3千 円 69千 円

人 件 費 配 分 率 32%
.

36% 52%

(5)他 産 業 との比較

情 報 処 理
サ ー ビ ス 業 中小企業

14社 (50人
～299人)

主要 企業

1 自 己 資 本 比 率 34.3% 22.1% 21.5%

2 流 動 比 率 124.8% 1121% 115.0%

3 固 定 比 率 143.4% 159.5% 199.0%

4 固定資産対長期資本比率 839% 83.6% 84.6%

5 負 債 比 率 191.5% 353.2% 365.9%

6 固 定 資 産 回 転 率 4、2回 4.9回 2.4回

7 総 資 本 回 転 率 2.1% 1.7% 1.0%

8 売 上 高 対 純 益 率 10.6% 4.1% 5.4%

9 総 資 本 純 益 率 21.8% 6.9% 52%

10 金 融 費 用 対 売上高比率 1.6% 2.7% 42%

注)中 小 企 業,主 要 企 業 の諸 比 率 は 「日銀 中小企 業 経営 分析 」46年 版
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(6)生 産性 諸 比 率 の比 較

情報処理 サービス業 製 造 業 主 要 企 業

高生産性
グ ループ

中生産性
グ ルー プ

低生産性

グループ
中小企業 主要企業 卸 売

小 売 業
サ ー ビ

ス 業

付加価値生産性 2,125千 円 1,649千 円 1322千 円 1,42g 3,214 6,554 2,787

資 本 集 約 数 1,188千 円 1,177千 円 796千 円 3,572 13,290 69,650 1L291

総 資本回 転率 2.51回 160回 2.70回 17 10 2.58 0.59

付 加 価 値 率 76% 92% 61% 258 271 36.5 42.1

●

人 件 費 水 準 686千 円 593千 円 690千 円 809 1,347 1,833 1,278

人件費 配分率 32% 36% 52% 52 56.6 30.2 45.9

4

EI銀 主要企業経営分析(45年 下期)

日銀 中小企業経営分析(45年 度)

①

②

③

④

情報 処 理 サー ビ ス業 の 生産 性 は 中 小企 業 の 生 産性 と大 差 はな い。

一人 当 りの 資本 の 投 下量 は 製 造業
,中 小 企業 に比 べ て 約3分 の1で あ る。

これ は情 報 処理 サ ー ビ ス業 が人 間 中心 の産 業 で あ る ことを示 して い る 。

しか し人 件費 水準 の比 較 を してみ る と決 して 高 水 準 の もの で は ない 。

情 報 処理 サ ー ビス業 が 目的 とす る知 識 的集 約産 業 に脱 皮 す る為 には優

れた人 材 と ソフ トウェアの蓄 積 が何 よ りも望 まれ る。

⑤ 資 本 の 利用 は 高度 に な され て い るが,今 後,開 発 費 に対 する 資本 投 下

を考え る と現状 で満 足 され る もの で はな い 。

(7)日 米 経 営 指標 の 比較

通 産 省実 態 調査 結 果 とADAPSO1969年 調 査 結 果 に つい て 損益 を比

較 す ると 次 の とお り であ る。

① わ が 国の情 報 処理 サ ー ビス業 の 収 益性 は米 国 に 比べ て 高水準 に あ る。

② しか し・ そ の 内容 は 日本 の場 合 は人 件費 ・電 算機 費 用,そ の他 経 費 が

約3分 の1ず つ で構 成 され て い るの に 対 して米 国 の場 合,人 件 費 が約

4
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50%を 占め てい る 。

③ この 傾 向 は わ が国 にお いて も情報 処理 サ ー ビス業 が 知識集 約産 業 に 質

的 な高 度化 を 行 な うに従 って 高ま る もの と思 わ れ る。

●

日米 コ ン ピ ュ ー タ ー サ ー ビ ス 業 界 比 較(44年 度)

● 営 業
収 益
営 業
経 費
電算機
費 用 人件費

その他 営 業
利 益
営業外
収 入
営業外
経 費
営業外
利 益
税引前
純利益

日 本
44年45年

4/13/31

100

100 93.5 30.9 30.6 319 6.5 1.4 29 △1.6 5.0

米 国

1969(S4㈲

100 97.1 21.1 49.1 49.1 29 0.6 0.5 0.1 3.0

④ 今 回調 査 の対 象 と なった情 報 サー ビス業14社 とADAPSO1970

年 の 調 査 と比 較 す る と次 の通 り で ある 。

項 目 情 報 サービス業14社 ADAPSO1970

流 動 資 産 50.8% 37.5%

固 定 資 産 49.2% 42.5%

そ の 他 20.0%

流 動 負 債 40.7% 20.4%

長 期 借 入 金 . 25.0% 32.0%

資 本 34.3% 47.6%
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L調 査先の個別財務分析表
～

A B C D E F G

売 上 高 総 資 本 固定 資 産 付加価値ω 付加価値B) 人 件 費 人 員

1 16,000 4,548 477 6,534 7,938 4,589 62

2

3

12,615 5266
'

2,185 6,087 10,007 3,823 53

4 12,594 5,712 1,59田 4,972 8,134 4,037 62

5 10,044 5,800 442 5,143 8,232 3,237 49

6 15822 7ρ81 3,723 9,282 12,742 4,200 79

7 10DOO 2,900 1,000 6ユ73 8,798 3,440 104

8 7,600 2,900 i,400 4300 7,400 2,300 43

9 12.6671 4,403 1,628 4,006 8,203 2,360 42
プ

10 6,000 13,000 81100 1,950 4,050 1β00 45

11 15,997 6,971 2,491 7,657 13,027 3,902 52

12 25,000 11,505 6,632 11,092 16,050 8,260 77

13 18,434 6,399 2,88g 8,610 12,141 5,843 103

14 8,925 7,944 2、50.4 5,135 8,839 3,293 57

15 10,797 4,300 440 4758 8,120 3,999 59

.H=D/石 1-E/G J-C/G K-B/G L-A/B M-D/企 N-E/A

付加価値
生 産 性

付加価値
生 産 性

労働装備率 資本集約度 資本回転率 付刀口価値率 付加価値率

1 105.4 1280 7.7 734 3.52 0.41 0.50

2

3

1148 188!7 4,1.2 99.4 2.40 0.48 0.79

4 802 131.2 25.7 92ユ 221 0.39 0.65

5 1049 1680 90 1184 1.73 0.51 0.82

6 117.5 161.3 47.1 89.6 2.23 0.59 0.81

7 594 84.6 9.6 27.6 3.45 0.62 088

8 100.0 .1720' 326 674 2.62 0.57 097
A

9 95.4 195.3 38.8 104.8 288 0.32 0.65

10 43.3 900 1800 282.9 0.46 0.33 0.68

11 1473 250 479 134.1 229 0.48 0.81

12 144.1 2084 86.1 149.4 2.17 0.44 0.64

13 83.6 1179 28D 62ユ 288 047 0.66

14 90ユ 155.1 439 139.4 1.12 0.58 1.0

1ち 80.6 137.6 7.5 72.9 2.51 0.44 0.75
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O=D/B P=E/B Q;F/G R戸F/D S=F/E

資 本 の
生 産 性

資 本 の
生 産 性

人件費水準 労働所得
配 分 率

労働所得
配 分 率

1 1.44 L75 74D 0.70 0.58

2 1.16 1.90 72ユ 0.63 0.38

3

4 0.87 1.42 65ユ 081 0.50

5 0.89 1.42 661 0.63 0.39

6 1.31 180 53ユ 045 0.33

7 2.13 3.03 33.1 056 0.39

8 148 2.55 53.5 0.53 0.31

9 091 1.86 56.2 0.59 0.29

10 0.15 0.31 40.0 0.92 0.44

11 11 L87 750 0.51 0.30

12 0.96 1.40 107.3 0.74 0.51

13 135 1.90 567 0.68 0.48

14 0.65 11.1 57.8 0.64 0.37

15 1.11 1.89 67.8 084 0.49

◎

吃

2.情 報処 理 サ ー ビス業 の会 計 システ ム

会 計 シス テ ムの必 要 性

14社 の 面接 に よる実 態調査 を通 じて,業 界の 会 計 システ ム標準 化 が痛

感 され る。 そ の た め に は新 し く発 展 しよ うとす る。情 報 処理 サ ー ビス業の

特性 に あ った 勘 定科 目,会 計 処理 につい て の検討 を今 後進 め る必 要 が あ る。

そ の 前提 は,わ が 国企業 の会 計 原 則 で あ り,商 法 の計算 規 則 で あ るが,

情 報 処 理 サ ー ビス業は 次の よ うな点 で一 般製造 業,商 社 等 と は異 な った 特

性 を持 っ てい る 。

① 情 報 処理 サ ー ビス業 の商 品は ア プ リケ ー シ 。ン ・パ ッケ ージの提 供,

シ ステ ム開発,タ イム ・シェ・ア リン グ,要 員派 遣 等,サ ー ビスが そ の 中

心 で あ る。 これ らの サ ー ビス別 に統 一 的 に把 握 さ れそれ に 対す る費 用 と

の対 応 が な され なけれ ば な らないo

② 費 用 の把 握 は 人 件 費,計 算機 器 の レ ンタル,デ ー タ通信,償 却 費,消

吟
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耗 品 等 等 の 直接 費 用 と販 売費,管 理 費 の 明確 な区 分 が必要 であ る。

③ 直 接 費 は給 料 等 の 直接 人件費,福 利厚 生費,関 連 機 器 費用,備 品 消耗

品費,チ ー タ通信 費,配 送 費,プ ログ ラ ム利用 費,保 険 料,経 費 等に 区

分 され よ う。

④ サ ー ビス別 の 原価 計 算 の 必要 性 は業 務 の拡 大 に伴 い,サ ー ビス別の収

益性 の 把 握,そ れ に伴 う経 営計 画 の 設 定 の基 礎 と して 欠 くこ とは 出来 な

い。 又適 正の 料 金 改定 の 基礎 とし て今 後,ま す ま す必 要 と なろ う。

⑤ 資産 の うち,今 後他 業 種 に比 べ,開 発費 の繰 延 が必要 とな ろ う。業 界

が高 度 なサ ー ビスを提 供 してゆ くた め には得 意 先 の 負担 を 中心 とした,

システ ム開発 か ら情 報 処理 ヴ ー ビス企 業 叉は,業 界 が ア プ リケ ー シ ョン・

パ ッケ ー ジや産 業用 パ ッケ ー ジの 必要 が生 まれ る。 これ に対 し て巨額 の

先 行投 資 が必 要 と な り,'そ の回 収 期 間 も長期 的 な も の と なろ う 。その た

め に,開 発 の繰 延 資 産 として の計 上,と 償 却 がな さ れ なけれ ば な らない

だ ろ う。

参 考ADAPSO会 計 システ ム

1
4

σ

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス業 界 に 適 した 会 計 シ ス テ ム

ADAPSOは,1971年6月1日 に 「ARecommendedUniform

AccountingSystemfortheCommputerServicesIndustry」 と

題 し て コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス業 界 に 適 した 会 計 シ ス テ ム の 一 試 案 を 発 表 した 。

そ れ に よ る と こ の 会 計 シス テ ム は,デ ー タ 処理 業,ソ フ トウ ェ ア業,タ イ ム'

シ ェ ア リン グ 業 の 分 野 に 有 効 で あ り,株 主 拾 よび 国 税 局 に 提 出 す る財 務 報 告 の

基 礎 チ ー タ を,コ ン ピ ュ ータ ・サ ー ビス 業 独 特 の 分 類 項 目 を 含 め て,よ り会 計

処 理 を簡 単 に す る た め,会 計 項 目の コ ー ド化 を は か っ た もの で あ る 。 これ に よ

っ て,従 来,会 計 処理 は,専 門 の 会 計 士 に 願 っ て いた の だ が,社 内 の 事 務 員 で

も処 理 で き る よ うに な る と して い る 。

従 来 の 会 計 処 理 方 法 と異 な る 点 は,シ ス テ ム 設 計 が 単 純 化 さ れ た こ と,企 業
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が 多 数 支 庁 や 営 業 所 を もつ 場 合 に 変 動 に 応 じた コ ー デ ィ ン グが で き る こ と,多

様 な サ ー ビス項 目 も す べ て 網 羅 した こ と な ど で あ る 。

こ の会 計 シ ス テ ム で は,ま ず 企 業 の 業 務 構 成 を 次 の5部 門 に 分 け て い る ◇

1.シ ス テ ムズ お よ び プ ロ グ ラ ミ ン グ

2.パ ン チ 関 連 作 業

3.オ ペ レ ー シ ョ ンズ

4.マ ー ケ ッ テ ィ ン グ

5,業 務 管 理

これ ら の 各 部 門 を さ らに 細 か く 分類 し て い る 。

1.シ ス テ ムお よ び プ ロ グ ラ ミ ン グ

● シ ス ァ ムス

・ プ ログ ラ ミ ング

・ シ ス テ ムズ/プ ロ ク ラ ミン グ ス

2.パ ン チ 関 連 作 業

・キ ー パ ンチ/検 孔

・チ ー タ ・レ コ ー ダ ー

3.オ ペ レ ー シ ョ ンズ

・ デ ー タ管 理

・電 気 式 会 計 業 務(パ ン チ部 門 は の ぞ く)

・ コ ン ピ ュー タ ・オ ペ レ ー シ ョン

・ 走 査

・ コ ン ピ ュ ー タ ・ プ リ ン テ ィ ン グ

・ オ フ ラ イ ン ・ プ リ ン テ ィ ン グ

・ マ イ ク ロ フ イ ル ム(COM)

・
.チ ー タ通 信

・Log-In(端 末 作 業)

・ コ ン ト ロ ー ル
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・デ リバ リ ー

・ レ ポ ー ト提 出

・ テ ィ ス パ ソ チ ン グ(ル ー チ ン ・デ ー タの記 録 や レ ポ ー ト配 布i業 務 に 関 し

て の 顧 客 と の事 務 連 絡 を 含 む)

・生 産 管 理

4.マ ー ケ ソ テ ィ ング

・販 売

・ パ ブ リ ッ ク ・ リレ ー シ ョ ン

・ ア ドバ タ イ ジ ン グ

・市 場 調 査

・顧 客 サ ー ビス/コ ン サ ル テ ィ ン グ

(ア プ リケ ー シ ョ ン ・サ ポ ー トの人 員 派 遣 も含 む)

5.業 務 管 理

・ トソ プ経 営

・会 計 と 財 務

・一 般 秘 書

・人 事

・法 律'

・ 建 物 お よ び 保 管

・経 営 計 画

こ れ を 基 礎 と して 会 計 分 類 図 を 作成 し,会 計 シ ステ ム に 組 入 れ よ う とす る も

の で,設 計 さ れ た コ ー テ ィン グ構 成 の 業 務 部 門 の コ ー ドは 表1の とk・ りで あ る

が,コ ー テ ィ ン グ構 成 に 柔 軟 性 を持 た せ,大 企 業 と 小 企 業 の 両 方 の 要 求 に そ え

得 る よ う に な っ て い る 。
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表1 業 務 部 門 コ ー ド

業 務 No

1・ シ ス テ ム ズ お よび プ ロ グ ラ ミン グ ズ 10-19

2.パ ン チ 関 連 作 業 20-29

.

0

3,オ ヘ レ ー シ ョ ン ズ 30-59

4.マ ー ケ ソ テ ィ ン グ 60-69

5.業 務 管 理 70-99

す なわ ち,小 企業 では,た とえ ば レ ン タル料請 求書 を記 録 す るた め に使 われ

る コ ー ドで,

A/C# Dept.#

3

Amount

701 $5,000

と な り,

AC/#701:コ ン ピ ュ ー タ の レ ン タ ル 料 コ ー ド

Dept.#3:オ ペ レ ー シ ョン 部 門 コ ー ド

よっ て,オ ペ レ ー シ ョン 部 門 で 使 用 し た コ ン ピ ュー タの レ ン タ ル 料 支 出 は,

5,000ド ル と記 録 さ れ る 。

大 企 業 の 場 合 は,(AmericanDataCorp.の 例)

A/C#⊇ 已
rC・#』 』70

13112

.A/C#701:コ ン ピ ュ ー タ の レ ン タ ル 料 コ ー ド

Dept.#31:オ ペ レ ー シ ョ ン 部 門 コ ー ド

Co.#1:企 業 コ ー ド(AmericanDataCorp・

Region#2:地 区 コ ー ド(Midwest)

Branch#3:支 店 コ ー ド(Columbus,Ohio)

BranchAmount

3 $5,000

この よ うに オ ペ レー シ ョ ン部 門 コ ー ド,企 業 コ ー ド,地 区 コ ー ド,支 店 コ ー ド

な ど が 補 助 会 計 項 目 と して 設 け る こ とが で き る よ う に な っ て い る 。
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また,今 まで会 計 処理 を部 門 ごとに独 自に 行 な って きた が,会 計処 理 が 部門

間 で重 複 し,会 社 全 体 の財 務 結 果 をは っ き り出す ことは 困難 で あった が,こ の

シス テ ムに よ り・部門 別 の コ ー ドで計 算 書 を作成 できることは もちろん ,会 社 と
9
い う広 い分 類 項 目で も引 き だ し計 算書 を 作成 でき る こと が特 色 で あ ろ う。

企 業 の財 務 報 告 の主 た るバ ラン ス シー トの 作成 時 の コ ー テ ィング には,表

2の よ うな よ り詳細 な 支 出,収 入 項 目を設 け てあ る。

表2の 詳細 は,表3の とお りで あ る。

これ らバ ラ ンス シー トか ら財 務 レポ ー ト,作 業 レ ポー トの作 成 が容 易 に なる

と と もに,予 算計 画 の 立案 に 活 用 す る こ とが で き る。

表2バ ラ ン ス シー トお よび収入 と支 出関 係

要 約 Nα

流 動 資 産 100-199

固 定 資 産 200-299

負 債 300-399

自 己 資 本 400-499

収 益 500-599

費 用
タ

600-899

人 件 費 600-699

生 産 費 700-799

マ ー ケ ジテ ィソグ

お よび一般管理費
800-899

その他の収入及 び支 出 900-999

●

ψ
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表3会 計 項 目 の 詳 細(試 案)

会 計 項 目 Nα 細 目

現 金 100 小 口 現 金

銀 行 預 金

未'収 金 110 A/C受 取勘定

－Trade売 掛 金

－Employee従 業 員 売 掛 金

－InterCompany関 連 会 社 売掛 金

一 そ の'他

119
一 不良売掛 金勘定引当金

受 取 手 形 120 受 取手形(短 期)

(N/R)
－Trade売 掛 受取 手 形

－Employee従 業 員受取 手 形

－InterCompany関 連 会 社 受 取 手 形

一 そ の 他

129 一 不良受取債権勘定引当金

受 取 利 息 130 受 取 利 息

投 資 135 投 資金(短 期)

一 株 式

一 社 債 ,債 権

一 有 価 証 券

棚 卸 資 産 140 棚 卸 資 産

一 完 成 品

一 貯 蔵 品

一 仕 掛 品

前 払 費 用 150 前 払 費 用

一 前 払 税 金
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会 計 項 目 No 細 目

一 保 険

一 前 払 利 息

一 前 払 賃 借 料

一 証拠 金 ,供 託金(リ ース従業員補償金 など)

関連会社 前渡金 170 関連会社 前渡金(短 期)

投 資 200 市場性 ある有価証券(長 期)

205 投 資 一 株 式,債 券

土 地 建 物 勘 定 201 土 地

215 建 物(細 目あ るい は 補助 会 計)

216 減価償却 引当勘定

225 借地権改定勘定

226 減価 償却 引当勘定

設 備 230 設 備(細 目あるいは補助会計)

231 減 価償却 引当勘定

什 器 備 品 250 什器備品勘定

251 減 価償却 引当金勘定

ソ フ ト ウ ェ ア 260 プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ シ ス テ ム

一 仕 入 勘 定

一 繰 延 費 用

一 減価償却引 当勘定

繰 延 資 産 2`70 繰 延 資 産

一 営 業 権

一 創 業 費

そ の 他 資 産 285 そ の 他 資 産

一 従属会社 への投資

一 集 合 用 勘 定
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会 計 項 目 Nα 細 目

一 未交付捺印証書勘定

支 払 手 形 300 支 払手形(流 動 部分)

買 掛 金 310 買 掛 金 勘 定

一 営 業 買 掛 金

一 職業会計 人支払

未 払 費 用 320 給料 引当金勘定

(従 業員支払 小切手用 負債 引当)

－FICA

－FIT

一 給 料貯金引当金

330 未 払 費 用

一 給 料

一 手 数 料

一 恩 給

一 利 息

340 税/こ れ らの税 幽 連す/

－FICAる 会 社 の 費用 に 対 す

_,IT/る 負債 ノ

一 州 ,地 方収 入 税

一 特 別 事 業 税

長 期 借 入 金 350 長 期 借 入 金

一 抵 当 付 借 入 金

一 分 割 払 手 形

一 そ の 他 借 入 金

繰 延 負 債 360 繰 延 負 債

一 国 税
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会 計 項 目 Nα 細 目

関 連 会 社 負 債 370 関 連 会 社 負債

そ の 他 負 債

そ の 他 380 そ の 他
■

資 本 金 400 優 先 株

自 己 株 式
◆

優 先 株

払 込 剰 余 金 410 普 通 株

社内留保 利益金

社 内留保 利益金 420 一 前 年 度

.

一 当 年 度

組 合 資 本 金

組 合 資 本 金 430 組合 引当金勘 定

440 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・パ ソ ケ ー ジ

生 産 サ ー ビス(製 品)500一 会 計/財 務

一 給 与

一 元控ト金/言 責求 書

一 その 他 商用

一 科学 技術 計 算

一 照合 表 お よび統計 表 の チ ー タ情 報販 売

一 アプリケーション・パソケージー 単 発

520産 業 用 パ ソケ ー ジ

ー 製 造

一 専 門 サ ー ビス

ー 銀 行/預 金お よ び ローン

ー 小 売 商 用

一 卸 売 商 用
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技 術 サ ー ビ ス

タイ ム ・シ ェア リング

そ の 他 主 要 サ ー ビス

発単一ジグ

用

㌧

続

発

府

用

度

顧

処

テ

業

生

続

審

客

政

産

他

継

顧

.顧

=
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一
発

継

単

算

単

二

宿

白

一

ほ

"
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ー
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サ

ピ
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の
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.

〃

ム

一

処

サ

タ

イ

サ
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理

一

ら

ス
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▽

ヂ

ー

二

)駐常

続

発

非

続

発

(

継

単

パ

ー

一

継

単

力

負

一

青

グ

味

方

ン

・

ン

ィ

イ

ミ

"

テ

〃

テ

ラ

ル

リ

や

シ

ク

サ

ア

ロ

ン

フ

フ

コ

一
竺

一 パ ッ ケ ー ジ ・ソ フ ト ウ エア ー 継 続

教 育 ・訓 練

グン

ス

道

導

リ

ビ

指

ゴ

ト

派

ス

的

シ

要

員

一

時

・

主

ム

他

要

リ

一

川

初
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ス
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ビ

販
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敗
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員

連

収

入

機
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雑

5
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)

56

57
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会 計 項 目 No 細 目

一 払 戻 金 引 当

一 営業権手数料

一 経 営 報 酬
■

/づ
一 受 入 手 数 料

一 建 物 地 代
1θ

一 利 息 収 入

一 ス ク ラソ プ作 業屑

関 連 会 社 収 入 590 関 連 会 社 収 入
〆

報 酬!… 報 酬

一 給 料

一 時 間 給

一 超 過 勤 務 手 当

一 シ フ ト別 手 当

一 手 数 料

FringeBeneflts

福 利 厚 生 費

一 ボ ー ナ ス

ー 社 外 手 数 料

一 一時 的 指導 手 数 料

一 契約 外 サー ビス

650FringeBenefits/所 得税

一 事 故/健 康

一 恩 給

一 休 暇

一 医 療 費

一 教 育 費

一 国 税

一 州 税
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会 計 項 目 Nα 細 目

一一 地 方 税

一 補 償 保 険

そ の 他 670 そ の 他

一 雇傭手数料(報 酬)

一 引 越

一 期 限 払 込 金

関 連 機 器 700 レ ン タ ル 一 八 ー ド ウ ェ ア

減 価 償 却

メ イ ン テ ナ ン ス

資 産税 価格に準 じて あるいは動産

保 険

運 賃

販 売税あるいは使用税

バ ン ク ア ン プ ・ コ ス ト

電 力あるいは動 力費

環 境費(エ ア コ ン,湿 度 調節)

設 備 費(ク レ ー ン,エ レ ベ ー タ)

復 変 調装 置 レン タル

備 品,運 賃 730 備品,運 賃

_紙 一 在庫

一 紙 一 注文

一 カ ー ド

一 テ ープ ・レンタル
,減 価 償 却 あるいは 費 用

一 テ ィスク・レン タル,減 価 償 却 あるいは 費 用

一 社 内 プ リ ン ト

一 パ ネ ル お よ び ワ イ ヤ ー
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会 計 項 目 No 細 目

下 請 サ ー ビ ス 740 下 請 サ ー ビ ス

一 コ ン ピ ュー タ時 間(プ ロ ソク)

配 送 費 750 配 達費(製 品運搬機保険 な ど)
'

,

一 ガ ス 料 金
,オ イル

一 通 行 料 金
福

一 破 損 保 険

一 減価 償 却/リ ース

一 税

一 配 達 サ ー ビス 費(連 邦 郵 便
,バ ス,

特急航空 運輸)

一 通 信 費

一 免 許 料

'頃

ぷ

テ タ 通 信

プ ロ グ ラ ム

一 消 耗 品 費 ・(包 装 箱)

770デ ー タ通 信(回 線 使 用 料)

一 電 話 線 使 用 料

一 無 線

一 テ レ タ イ プ

ーWats(WideAreaTelephone

Service)(ATTに よ る チ ー タ伝 送

サ ー ビス)

一 設 備 費

780プ ロ グ ラ ム

ー ソ フ トウ
ェ ア ー ア プ リ.ケ ー シ ョ ン ・

パ ッ ケ ー ジ

ー レ ン タ ル

ー 繰 延 コ ス トの 償 却

一 ロ イ ヤ リテ ィ(使 用 料)
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職 業 責 任 保 険

旅 費 お よ び 父際費

広 告 お よ び 事業費

ソフ ウェア ユ ーテ ィ リテ ィ ・

プ ロ〃 ラムお よび コ ンパ イ ラ

職 業 責 任 保 険

一 エ ラーお よ び手 ぬか り(ミ ス)

一 有 価証 券価 格 変 動 保険

一 忠 実 債 権(使 用 人の つ か い 込み な どの

時 の 欠損 を 保証 す る)

一 運転債 権(業 務 債 権 が履 行 され な

か った 時 の 保障)

事 務 所 費

一 通 信 費

一 文房 具 お よび消 耗品

一 電信,電 話

一 減価 償 却 一 設 備

一 購 読 料

一 印 刷 費

一 機械 レン タルお よ び修 繕 費

旅費 お よび交 際費

一 運 搬 費

一 白動 軍 費 一 リース,減 価 償 却,

ガソ リン保 険

一 食 費,住 居 費

交 際費 お よ び贈.与費

一 会A費

広 告 お よび事業 費

一 メ デ ア
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会 計 項 目 Nα 細 目

一 一代 理 店 手 数 料

一 パ ン フ レ
ッ ト

一 セ ミ ナ ー

一 贈 り 物

一 通信貴(大 量郵便)

占 有 量 840 占 有 費

一 レ ン タ ル

一 抵当権付社債 利息

一 減 価 償 却

一 公共料金(電 熱費お よび動力,用 水費)

一 資 産 税 費

一 保 険 料

保 険 一 そ の他 850 保険 一 そ の他

一 社 員お よび管理職 員負債 保険

一 事 業 中断 保 険

一 債 権 手 数 料

職 業 手 数 料 860 職 業 手 数 料

一 会 計 手 数 料

一 法律事務所手数料

繰 延 費 用 償 却 870 繰 延 費 用 償 却

一 営 業 権

一 創 業 費

一 創 立 費

そ の 他 費 用 880 そ の 他 費 用

一 そ の 他 利 息
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会 計 項 目 Nl1 細 目

一 バ ン クサ ー ビ ス料

一 貸 倒 金

一 関連会社割 当金

一 寄 付 ,拠 出金

一 仕掛品清算勘定A/C(貸 方残)

その他収入拾よび支 出 900 税

一 収 入 税

一 特 別 事 業 税

一 使 用 税

920 資産売却の損得

980 株主 ・支 払合計

一 役 貝 貨 一与

一 年次報告書作成 費

一 代理 人費(税 理 士)

一 印刷費＼通信 費

,

〉

ら
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3・ 第5回 米 国 情 報 処 理 サ ー ビ ス業 界 調 査

は じ め に

本 調 査 はADAPSO(theAssociationofDataProcessiog

ServiceOrganijation)が1966年 以 来 年 次 別 業 界 実 態 調 査 と し て

続 け て きた もの で そ の1971年 度 の 調 査 と してEDC(International

DataCorp)の 協 力 を 得 て 取 り ま とめ た も ので あ る 。

調 査 対 象 先 は 次 の とお り で あ る 。

o主 た る業 務 が,バ ッ チ お よ び ライ ン 形 態 の デ ー タ処 理,プ ロ グ ラ ミ ン

グ,入 力(キ ー パ ン チ,OCR),出 力(COM)と い った サ ー ビス を 提

供 し て い るか,あ るい は コ ン ピ ュー タ ・タイ ム や プ ログ ラ ム を 販 売 し て

い る独 立 系 の 会 社 。従 っ て チ ー タ処 理 サ ー ビス を 通 じて 収 入 を 得 て い る

銀 行,大 学,政 府 機 関 等 は,本 調 査 の 対 象 か ら外 さ れ る 。

oコ ン ピ ュー タ ・ メー カー な どの傘 下 に あ っ て も,関 連 会 社 以 外 の 企 業

に サ ー ビス を 提 供 す る こ とを 主 た る 業 務 と して い る 会社 は 含 ま れ る 。例

え ばIBMの 子 会 社SBC(ServiceBureauCorp),GEの タ イ ム シ

ェ ア リン グ 部 門,CDCのCybernet,BoeirlgComputerServices

な ど は 調 査 対 象 と な っ て い る 。

oコ ン ピ ュ ー タ設 備 の リー ス あ る い は 保 守 を 行 な っ て い る 会 社 は,調 査

対 象 か ら外 さ れ る 。

o本 調 査 は,米 国 お よ び カ ナ ダ の 企 業 を 対 象 と し て い る。

調 査 ア ン ケ ー トは 約2,500通 発 送 し,回 答 を 得 た の は 約1割 の250

通 で あ る 。

邨
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<1>… 業 界の プ ロフ ィール とそ の概 要

今年 の サ ンプ ル ・デ ー タを検 討 す る際,ど うして も これ ま で の 収入,

業 員,コ ン ピ ュータそ の他 に関す る業 界 の実 態 把 握 を ここ での べ てお く

必要 が あ る 。第1表 は,調 査 結果 を要約 した もの で あ る 。第2表 は,い

くつ かの セ ク タ ーにお ける収入 面 か らみ た業 界の 歴 史的 な チ ー タを掲 載

してあ る。

第1表 概 要

総 計 平 均 収 入 1社 当り平 均

1970収 入

1970収 益(税 込み)

会 社

営 業 所

従 業 員

カ ス ト マ ー

コ ン ピ ュ ー タ

19億8千 万 ドル

ー8 .3%

1,050

3326

85,400

243β50

3,300

1.885,714ド ル

595,310

23.18'5
げ

8,136

600,000

1.885,71ド ル

3.17

81

232

3.14

{

責

■
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第2表 業 界 プ ロ フ ィ ル

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 業 を 構 成 す る 各 セ ク タ ーの 成 長 に 関 す る 分 析 を ま と め る と,次 の とお りで あ る 。

1966 1967 1968 1969 1970 1971 1973 1975

業 界 全 体

収 入(10億 ドル)

会 社 数

平 均 収 入(100万 ドル)

・54

700

・77

・74

840

・88

1.04

1,300

・80

1.55

1,100

1.41

1.98

1,050
シ

1.89

2.45

1,000

2.45

3.70

1,150

3.21

5.01

1,300

38ら

〈 セ ク タ ー 〉

バ ッ チ 処 理

収 入(10億 ドル)

(%)

・41

76

・48

65

・60

58

・74

48

・94

47

1.10

45

1.45

39

1.80

36

.オ ン ラ イ ン 処 理

収 入(10億 ドル)

(%)

・02

4

・05

7

・12

11

・21

14

・30

15

・40

16

・86

23

132

26

ソ フ ト ウ ェ ア

収 入(10億 ドル)

(%)

・10

19

・18

24

・27

26

・45

29

・54

27

・55

22

・79

21

1.09

22

そ の 他(キmパyif7・ocR,coM・ 謙 ・醐 ト)

収 入(10億 ドル)

(%)

・01

1

・03

4

・05

5

・15

10

・20

10

・40

16

・60

16

・80

16

、



⑪ 〉 ・一 …EぺV－ テ ・ ン グ ・ レ ー シ オ1

お そ ら く,ADAPSO調 査 の主 た る 目標 は,こ の業 界 に お け る財 務チ

ー タを収 集 す る ことに あ る もの と思 わ れ る。 もち ろん ,ハ ー ドウェア,

要 員,ア プ リケー シ ョンの 統計 も重要 で あ り,そ れ につ い て は以 下の ペ

ー ジで述 べ られ て い るが ,こ の レポ ー トの 主眼 は なん とい っで も所 得,

経 費,資 産,負 債 な らび に最 も重 要 な黒 字か 赤字 か とい うこ とで あ る。

この 種 の情 報 は きわ めて 重要 な の で,ア ン ケー ト調査 では この デ ー タ

に主 眼 をお い た。 とい うのは 株式 公 開企 業 は 全体 の19%に す ぎ ないか

らで あ る 。回 答 を寄せ て きた250社 の うち,収 入 チ ー タが 分 るの が

149社,収 益 チー タが得 られ な か った の が84社,完 全 な損益 計 算 書

と財 務 諸表 を よせ て きた のは68社 にす ぎなか っ た 。

追加 チ ー タは,企 業 が公 開 して い る年 次 報 告書(AnnualReport)

か ら入 手 で き るけれ ども,そ の 大半 は この調 査の 様式 に合 致 して い ない 。

した が って,そ の概 要 しか把握 で き ない 。

A

鐸

収 入

次 ペ ー ジに 示す 表 は,年 間収 入 か らみ た チ ー タ処理 サ ー ビス業 の 分布

.状況 で あ る 。収 入500カ ドル 以 下の 業 者 の 構成 につ い て は アン ケ ー ト

調 査 結果 か ら推測 した 。 また 年次 報 告書 の広 範 な 調査 か ら 大会 社 に 関す

る チー タを 得 た 。

これ をみ る とす ぐ分 る よ うに,他 の 多 くの 業 界 と同様,総 収入 か らみ

て この業 界 を支配 して い るの は比 較 的 少数 の 企 業 で あ る とい え る 。収入

1千 万 ドル以 上 の31社 が全体 の収 入 の57%を 占め て いるが,会 社 数

か らみ ると,わ ずか に全 体 の3%に す ぎな い 。

他 方収 入60万 ドル以 下の会 社 は,会 社数 に し て全体 の64%を 占め

て いる が,収 入 面 か らみ る と全 体 の わず か 約9%に す ぎない 。収 入2～

5百 万 ドル クラス の会 社 は収 入 面 でみ る と2番 目で あ り,全 体 の収 入 の

ワ

一146一



白

●

㎡

4

13・3%を 占 め て い る 。

第3表(al年 間 収 入 別 分 布

収 入 別 クラス

(千 ドル)
推定会社数 比 率

推定 総 収 入

(100万 ドル)
比 率

〈200 295 28.1% 29.5 1.5%

200-399 240 22.9 72.0 3.6

、

400-599 140 13.3 70.0 3.5

600-799 90 8.6 63.0 3.2

800-999 25 2.4 22.5 1.1

1,000-1,199 50 4.8 55.0 2.8

1,200-11399 29 2.9 38.0 2.0

1、400τ1,599 28 2.7 42.0 2.1

1,600-1,799 14 1.3 23.8 1.2

1,800-1,999 14 1.3 26.6 13

2,000-4,999 75 7.1 263.0 13.3

5,000-g,ggg 19 1.8 143.0
7・2

10,000-19,999 10' 1.0 150.0 7.6

20,000-29,999 8 0.8 200.0 10.1

30,000-39,999 4 0.4 140.0 7.1

40,000-49,999 3 0.3 135.0 6.8

50,000十 6 0.6 510.0 25.7

ト ー タ ル. 1,050 1003% 1,983.4 10P・1%
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第3表(b)年 間 収 入 の 会 社 分 布

収 入 ク ラ ス

(千 ドル)
推定 会社 数 比 率 予想総収入 比比率率

<600

600-1,999

2,000-9,999

10,000十

675

250

94

31

643%

23.7

9.0

3.0

171.5

270.9

406.0

1,135.0

8.6%

13.7

20.5

57.2

ト ー タ ル 1,050 100.0% 1,983.4 100.0%

食

収 益 状 況

この 項 目に 回 答 を寄 せ て きた81社 の うち,58%は 利 益(税 込み)

を,40%は 赤字 を計 上,残 りの2%は 収 支 トン トンであ っ た 。昨 年 は

70%が 利 益 を 計上 してい た 。また 平均 収 益 の 方 も1968年 の6.5%

か ら1969年 には2.9%に 下 り,1970年 には8.3%の 赤 字 を計 上

す る に至 った 。 比較 的 大 手 の会 社 が,大 きな赤 字 を計 上 した た め,こ の

ような 結果 に な っkも の とみ られ る 。第4表 をみ る と,収 入25万 ドル

以 下 の 小規 模 会 社 が平 均収 益3.4%,収 入25万 ドル～75万 ドル 以上

の 大 会社 は 平 均 して12.2%の 赤 字 を 計上 して い る 。収 入100万 ドル

か ら3,900万 ドル レベ ル の会 社 の 場 合,9社 の うち6社 は,3%か ら

31.3%に 及 ぶ 赤 字 を計 上 した 。

これ らの 大手 の サ ー ビス会社 は,傾 向 と して,小 規模 会 社 の 収 入 の大

半 を 占め るバ ッチ処理 よ りも,む しろ産業 用 ソフ トウェ ア,オ ン ライ ン

処理 入 力,出 力,時 間 の販 売,訓 練,フ ァ シ リテ ィ ・マネ ジ メン トな ど

の 分野 を手 が け る 方向 に あ る といえ る。 この程 の 分野 は ハ ー ドウ ェア,

要 員 面 で新 しい追 加 投資 が必要 で あ る し ・予想 どお り収入 が 上 ら ない こ

とが あ る。

号

■

一148一



ー

]
、
吟

㊤
一

白 ●
D

第4表 会 社 規 模 ・種 類 別 損 益 分 析

40十 30-39 20-29 1049 6-9 <5 <5

1

6-9 1G19 20-29 30-39 40十

600万 ドル以上 〔1) ω 0-(2)

500万 ドル 0-(0)

400〃 0-(0)

300〃 (2) (11 0-(3)

200〃 (1) (1) 2 2-(2)

100〃 (1) 1 (1) 1-(2) 1 1 5-(4)
(千 ドル)

750～999ド ル (1) 1 (1) 1-(1> 2-(3)

250～799〃 (1) (3) 1-(1) 3 6-(1) 4-(1) 7 2-〔1) 1 25-(8)

100～491〃 2 1 2 4-(1) 1-(1)
`

2 2 (1) 14-(3、

50～991〃 1 1 (1) 3-(1)

50ド ル 以 下 2 1 1 1 1 6-(0)

総 計 5-(6) (2)一(1) 1-〈4) 3-(2) 2-(0) 6-一(1) 12寸6/ 9-(2〕 10-(0)6寸3) 1-{1) 0-〈0) 57-(26)

囲( )=オ ン ライ ン,ソ フ トウ ェ ア,フ ァ シリテ ィマネジメン ト,その 他 の 会 社 は 主 としてバ ッチ処 理 会 社



第4表 は,そ の 辺 の 相 互 関 係 を 示 す もの で あ る 。 ・tチ ー タ処 理 ・会 社

の う ち,38社 は 利 益 を 計 上 し,19社 は 赤 字 を 計 上,2社 は 収 支 トン

トン で あ っ た 。 い わ ゆ る"多 角 的"企 業 の うち,14社 は 赤 字 を 計 上,

12社 は 黒 字 で あ っ た 。 オ ン ライ ン処 理 セ ン タ ー に な る と,事 態 は も っ

と き び し く な り,黒 字 を 計 上 し た の は19社 の う ち,わ ず か3社 に す ぎ

な い 。 なk・ こ の 調 査 結 果 はTime-SharingEnterprises社 の 最 近 の

調 査 結 果 とほ ぼ 一 致 す る 。 同 社 の 調 査 に よれ ば タ イ ム シ ェ ア リン グ業 界

の 約20%が1970年 に 利 益 を 計 上 して い る 。

▲

、

収 益/費 用 一 資 産/負 債

サ ー ビス産 業 全 体,サ ー ビス企 業規模 別 な ら びに サ ー ビス業 種 別か ら

みた 経 営 指標 は,次 の ペ ー ジに示 す とお りで あ る。 こ の指 標 は"標 準"

の 役 割 を は たす もの で,こ れ に よ って ある 特定 の 会 社 の財 務 チ ー タ を他

の類 似 の グ ル ープの 会社 と比較 す る こ とが で き る。 しか し この 「指 標」

は,い わ ゆ る"平 均的"な 会 社の 財 務 状 態 を示す もの で,決 して そ れが

最 適 で もなけれ ば,望 ま しい 姿 で は ない こ とを承 知 してお く必 要 が あ る。

した か って 「標準 」 との 偏差は そ の理 由を 明 確 にす る 必要 が ある こ とを

示 しては い る が,必 ず しもそ れ が 良い とか 悪い とい うこ とを示 して い る

もの では ない 。

250の 回答者の うちプ この財 務 チ ー タにつ い て 回 答 を よせ て きた の は,

わ ず か6'8社 にす ぎない 。 しか し1969年 の23回 答に比 べ る とそ の

数 はふ え てい る。下 記 の要 点の い くつか は,昨 年 も指摘 され て い る が,

これ は会社 の 規 模 と関連 して 考 え る 必要 が あ る。

(1)総 資 産(totalassets)に 占め る流 動 資 産(currentassets)

の比 率 は,会 社 規 模 が 大 き くな る に つれ,減 少す る 傾向 に あ る。 ※※

(2)総 資 本(totalequity)は,会 社 の 規 模 が大 き くな る程 増 大す る

傾 向 が あ る。 しか し流 動 負債(currentliabilities)と か 長 期借
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入 れ 金(16ngtermdebt)は,会 社 規 模 と 関 係 な い 。 ※ ※

●
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4
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6

7

人 件 費 は,会 社 規 模 が 小 さ くな る 程,少 な い 傾 向 が あ る 。 ※

設 備 費 は,小 規 模 の 会 社 に な る 程,高 くな る 傾 向 が あ る。 ※

・」・規 模 会 社 が,最 大 の 粗 利 益(grossprofit)を あ げ て い る 。 ※

・J・規 模 会 社 が
,最 大 の 利 益(netprofit)を あ げ て い る 。 ※ ※

外 部 サ ー ビス へ の 支 出 な ら び に 間 接 費 は,大 規 模 な会 社 に な る程 高

くな る傾 向 が あ る。

一一方 給 与税 とか 付加 給 付 なら びに備 品は 小 規模 の会社 に な る程 大 き

く宥る 傾 向が あ る。

(8)広 告 費 用 は,一 定 に なる 傾 向 が あ る。

※ 昨 年 の 調査 と同 様 の 結論 が 出た 。

※ ※ 昨年 の調 査 とは ちが った 結 論 が 出 て き た 。

蓑

◆
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第5表 会 社 規 模 別 経 営 指 標

計 小 規 模 中 規 模 大 規 模

収 支 率
平均

722K
平 均97
K

平 均416
K

平 均2
,173K

総 収 入 100% 100% 100% 100%

人 件 費 486 411 411 50.6

給 与 税 お よび付加給付 34 45 38 3.1

設備費(レ ンタ形 減価償却,

メンテナンス)
30.2 30.9 304 29.8

外 部 サ ー ビ ス 費 2.1 1.6 1.5 24

備 品 54 6.5 7!7 4.5

雑費(光 熱,電 力,電 話代) 9.8 45 48 118

広 告 宣 伝 費 1.2 13 1.2 1.2

そ の 他 77 6.2 4.7 88

.

計 108.3 966 98.1 112.2

粗 利 益 一83 +3.4 +19 +12.2

他 の 諸 経 費/収 入 3.6 2.2 3.2 3.6

税 0.7 0.5 2.1 0.3

純 利 益 一12
.6 +0.7 一33 一161

資 産 構 成 比 率

流 動 資 産 37.5 76.0 40.2 345

固 定 資 産 42.5 18.9 49.1 428

そ の 他 の 資 産 20.0 5.1 10.7 22.7

負 債 構 成 比 率

流 動 負 債 20.4 10.3 40.3 17.5

長 期 借 入 金 320 570 110 34ユ

資 本 476 32.7 487 48.4

会 社 数 68 24 28 16
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多 角 的 企 業

多角 的 な営 業 活 動を 行 な ってい る会 社 で,財 務 チ ー タを提 供 し て くれ

た 会 社 は ご くわず か で ある が,次 のペ ージの表 は 数 社 か ら得 られ た デ ー

タを もとに した も ので あ る。 これ ら の会 社 の主 な収 入源 は,バ ッ チ処理

そ の もの 以 外 に依 存 して い る。 これ らの会 社は 以 下 にの べ る よ う な注 目

す べ き特 徴 をそ なえ て い る。

(1)オ ン ライン ・サ ー ビス会 社 は,収 入 の うち,人 件 費 に支 出す る比率

は 比 較 的 少 な く,平 均 的 会社 に くらべ,設 備 費,間 接 費 の ウエ イ トが

高 い 。

(2)コ ン ピ ュー タ時 間販 売の 会 社は人 件費 が きわ め て少 な く設 備 費 が大

幅 で あ る。

(3)キ ー ・パ ンチ会 社は,人 件費 が きわ めて大 き く,設 備 費 は きわ めて

わ ず か で ある 。

(4)フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メン ト会 社 は,以 上 とほ ぼ同 様 の 額 を人 件費

にあ て て お り,設 備費 はわ ず かに 少 な 目で,広 告 宣伝 へ の 支 出が 高 く

な って い る 。

(5>訓 練 会 社 の 人 件費,設 備費 への 支 出は ともに 比 較 的 少 ない が,部 外

サ ー ビス,備 品,広 告 宣伝 へ の支 出 は比 較 的高 い 。

(6)コ ン ピ ュー タ時 間 の販 売会 社 は,最 大 の赤 字 を 記録 した が,キ ー ・

パン チ会 社 は最 大の 黒字 を計 上 した 。
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第6表 サ ー ビ ス 種 類 別 経 営 指 標

オンライン ファシリテイ

計 時間販売 キーパンチ 訓 練
サ ー ビ ス マネジメ ント

総 収 入 1000 1000 1000 100.0 1000 1000
.

人 件 費 486 428 34.2 56.1 48.2 41.7

給与税および付 加 給 付 3.4 08 1.3 41 43 2.1

設備費(レ ンタ形減 価償却
メ ンテナ ンス)

30.2 33.5 57.8 218 25.1 24.1

外 部 サ ー ビ ス 費 2.1 23 04 0.2 0.2 6.6

備 品 費 54 4.5 13 3.1 49 123

間接費(光 熱費,電 話代) 98 15.5 3.9 2.7 108 69

広 告 宣 伝 費 1.2 0.3 0.5 1.5 3.2 50

そ の 他 77 0.9 26.1 6.4 61 0.3

計 108.3 1006 126.3 956 1028 97.1

粗 利 益 一83 一 〇6 一26 .3 +44 一28 +29

その 他 の 諸経費/収 入 3.6 19 68 一 159 一

税 07 08 一 0.9 一 09

純 利 益 一12 、6 一33 一33 .1 +3 .5 一187 +23

流 動 資 産 37.5 52!7 21.6 70.1 23.0 36.6

固 定 資 産 42.5 24.5 73.5 249 456 609
・

そ の 他 の 資 産 20.0 228 50 5.0 25.3 25

流 動 負 債 204 344 11.5 338 75 16.6

長 期 借 入 金 32.0 119 48.6 35.6 39.6 一

資 本 476 53.7 40D 30.5 527 83.4

会 社 数 68 7 3 一 一 }
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前 回 の調 査 結果 との対 比

第7表 に示 す よ うに 、今 年 の 調査 か ら得 られ た経 営 指標 と昨年 の 調査

結 果 とは,き わ めて よ く似 てい る 。相 異 点 は,長 期借 入 金の 比率 が増大

した こと,な らびに,レ ンタル費,減 価 償 却 費,保 守 費 を含む 設 備 費が

この 期 間 に 大 幅に 増 大 した とい う点 で あ る 。黒 字か ら赤 字 へ と転換 した

理 由 として は,価 格 分離 の実 施,な ら びに ター ミナル,COM,ORC

な どを含 む ハ ー ドウ ェア保守 費 へ の 大 幅な 支 出が 考え られ る。

第7表(1)前 年 度 の 経 営指 標 との比 較

経 費 来 1969 1970

人 件 費 50.2% 48.6%

給 与 税 お よ び付加給付 3.6 3.4

設 備 費 21.7 30.2

外 部 サ ー ビ ス 費 3.0 2.1

備 品 費 5.0 5.4

雑 費 6.8
.

9.8

広 告 宣 伝 費 NA 1.2

そ の 他 6.8 7.7

計 97.1 108.4

経 営 利 益 十2、9 一8
.3

4

X各 項 目 は1969年 の 方 が 詳 細 に な っ て い る が,1970年 に 合

う よ う 組 か え て あ る 。

NA,こ の カ テ ゴ リーは,1969年 の 調 査 に は 使 わ れ て い な い 。

◆
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第7表(2)前 年度 の経 営 指標 との比 較

資 産 お よ び負 債 1969 1970

流 動 資 産

固 定 資 産

そ の 他

523

47.7

NA

37.5

42.5

20.0

流 動 負 債

長 期 借 入 金

資 本

42.1

10.5

47.4

20.4

32.0

47.6

▲

囲NA,こ の カ テ ゴ リー は1969年 の 調 査 に は 使 用 さ れ な か った 。

〈 皿〉 経 費

以 下 にの べ る セ ク シ ョンで は,、人 件 費,設 備,間 接 費(営 業 所)な ど

の チ ータにつ い て 分析 を 加え てい る。

(a)人 件 費

平均 的 な会 社 に 入 る 収入 の 半 分近 くは,管 理,販 売,プ ロ グ ラ ミン

グ,オ ペ レー テ ィ ング,キ ーパ ン チ作 業,配 達 な どの仕 事 を担 当 して

い る要 員 のふ ところ に 直接 入 る こ とに なる。

1970年 末 現 在,平 均 会 社 の 従業 員数 は35名 で あっ た が,全 体

の約 半 分は 従 業 員20名 以下 で ある 。 これ は この 業 界を構 成 す る会 社

が 多種 多様 で あ る こ とを示 す も う一 つの証 拠 とい え よ う。 も う一つ の

もの さ し,つ ま リ サ ー ビス企業 を4つ の規 模 に 分け て考 察 す る と,最

も小規模 な会社 は,(全 体 の25%)従 業 員数 か らす る と全 体 のわ ず

か3.7%に す ぎな い 。その 次に 小規 模 な 会社,こ れ も全 体 の25%を

み ると従業 員数 が18,2%,そ して最大 の トッ プ企業(全 体の25%)

●
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が,全 体の 従 業 員 の68.3%を 占め て い る。

以下 の 表 は,会 社 当 りの従 業 員 数 別 か らみ た,会 社 な らびに従 業 員

の 分布 状 況 であ る。

第8表 会社規模 別従業員 分布状況

1会 社 当 り従 業員数 会社数(推定) 比 率 総従業 員数 比 率

10名 以 下 240 22.9% 1,200 1.4%

10-1 260 24.8 3,900 4.6

20-2 140 13.3 3,500 4.1

30-3 120 11.4 200 4.9

40-4 40 4.8 1,800 2.1

50-5 20 2.9 1,100 1.3

60-7 40 4.8 2,800 3.3

80-9 60 6.7 5,400 6.3

100-149 40 4.8 5,000 5.9

150-199 20 2.9 3,500 4.1

200-299 15 1.4 3,750 4.4

300-399 10 1.0 3,500 4.1

400-499 10 1.0 4,500 5.3

500-999 15 1.4 11,250 13.2

1,000十 20 2.0 30,000 35.1

ト ー タ ル 1,050 100.0% 85,400 100.0%

全 体の会 社 の うち33%は,平 均 して17名 の 従業 員 を 獲得 し21%が

平均 して23%の 従 業 員 を失 った 。全 体 と して は,1社 当 り1名 の 従業

員 増 とな っ て い る。
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業 務 内容 別 分 布

よ くい わ れ る よ う に,サ ー ビス 会 社 を 運 営 す る 場 合,あ ら ゆ る 種 類 の 業 務 を

扱 う こ とに な る 。 た とえ ば 管 理 者,ス ー パ バ イ ザ ー,セ ー ル ス ・マ ン,シ ス テ

ム ・ア ナ リス ト,オ ペ レ ー タ,(コ ン ピ ュ ー タ,EAM<Electric

AccountingMachine>,キ ー パ ン チ),事 務 員 な ら び に 守 衛 な ど が あ る 。

第9表 は,様 々 の 規 模 の 会 社 に お い て,要 員 が どの よ うな 組 み 合 わ せ で 配 置

され て い るか を 示 す もの で あ る 。 ま た 表 の 最 後 に は 各 職 務 別 平 均 サ ラ リーが 示

さ れ て い る 。

▲

第9表 従業員の職種 と会社規模

小 規 模 中 規 模 大 規 模

職 種

左の職種

平均数碧 羅
左の職種

平均数纏縫
左の職種

平均数欝 露
平 均

サラ リー
の比率飴 の比…醐 の比率9㊨

幹 部 7,691 2998 3,490 $21400

管 理 者 1,667 4298 112990 14,500

セールス/毎 づレス サ ポ ー ト 1944 4,288 18787 15,300

プ ロ グ ラ マ ー 2680 6892 16487 11400

'

シ ス テ ム ア ナ リ ス ト 2,241 3469 15,668 ]4400

CPU,タ ブ オ ペ レ ー タ 2468 6,096 13,494 7β00

キーパンチその他Dオ ペ レー タ 3966 12788 27,581 5,600

事 務 員 1,858 3988 18784 6,000

配 送/守 衛 1,218 1857 3,371 8,600

そ の 他 286 4,827 15,029 不 明

㎏

、
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会 社 の 規 模

第10表 は,大 ・中 ・小 規 模 企 業 を 従 業 員 の 職 種 別 に 比 較 した もの で あ る 。

これ か ら ほ ぼ 次 の よ う な結 論 が 導 れ る 。

(1)大 規 模 の 会 社 に な る 程,幹 部,プ ロ グ ラマ,な らび に キ ー パ ンチ ・オ ペ レ

ー タ ー の 比 率 は 小 さ く な り
,事 務 員 そ の 他 の 比 率 は 高 く な る。

(2)小 規 模 の 会 社 に な る 程,セ ー ル ス ・マ ン や キ ーパ ン チ ・オペ レ ー タ ーの 比

率 は 小 さ く な る。

昨年 の調 査 結 果 との比 較

次頁 の 表 か ら も 分 る よ うに,職 能 別 分布状 況 は各年 ほ とん ど変 って い ない 。

この ことは調 査 結 果 が適 切 であ るこ とを物 語 って いる 。 マ シ ン ・オペ レ ータπ

ク ラスの 減少 は,オ ン ライ ン ・・オペ レー シ ョンへの 移 行 を 反映 して いる が ,コ

ン ピ ュー タを必 要 と しない サ ー ビス が 出て いる こ とに も注 目す る 必要 が あ ろ う。

第10表 前年度 チ ータとの比 較表

∂

●

小 規 模 中 規 模 大 規 模 計
職 種

従業員比率 従業員比率 従業員比率 1968 1969 1970

幹 部 13 7 3 5 8 6

管 理 者 9 10 10 10 9 10

セ 一 ノレ ス 7 9 14 9 10 11

プ ロ グ ラ マ ー 17 15 13 13 14 14

シ ス テ ム ア ナ リス ト 7 5 9 6 7 7

オ ベ レ ー タ 13 14 11 17 13 12

キ 一 ノぐ ン チ 22 27 20 24

事 務 員 9 8 14
35 35

11
、

配 送/守 衛 2 2 2 2 2

そ の 他 1 3 4
5

2 3

計 100 100 100 100 100 100
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コ ン ピュー タお・よび他 の装置

最新 の 調 査 な らびに 前 年度 の調 査 結果 か ら得 られ た 経 営 指標 を 比 較

して み る と,設 備 を除 くあ らゆ る費 用面 で高 度 の 安定 性 を示 して い る 。

多 くの 会社 では,経 費 削 減 に 努め て きた が,設 備 セ クタ ーの経 費 削減

は 中 で も最 も実現 が む つか しい 分野 で ある と見 られ て い る。 事実 業 界

の 一般 的 傾 向 と して,人 件費 は減 少 傾 向に あ る が,タ ー ミナ ル とか

OCR,00Mな ど高度 な ・・一 ドウ ェァに重 き を お く傾 向 が あ る。

バ ッチ処 理 以外 の業 務 への 移行 が 目立 って い る が,こ れ は 自社 で コ

ン ピ ュータを保 有 す る 企業 の数 が 減少 して い る こ とに も よ る もの と考

え られ る 。第11表 は,1970年 末 の 保有 状 況 と1969年 末の 保

有 状 況 とを比 較対 象 した もの で ある 。

▲

第11表 コ ン ピ ュ ー タ 利 用 状 況

1969 1970

コ ン ピュータを 保 有していない 会 社 8% 21%

コ ン ピ ュー タの ない 営 業 所 43〃 61〃

CPU1台 の営業 所 36〃 12〃 推 定 コ ン ピ ュ ー タ台 数

CPU2～5台 の営 業 所 19〃 21〃 3,300台

CPU5台 以上 の営業 所 2〃 4〃

IBMの マ ー ケ ソ トシ ェ ァ 39〃 33〃

ハ ネ ウ ェル 〃 13〃 8〃

59〃

そ の 他 〃 48〃 (DEC
=10%)

■
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■

輌

コン ピュー タ周辺 機 器 の利用状 況 は次 の とお りで あ る。

第12表EDP周 辺機 器利 用 状 況

利用比率
o

キ ー パ ン チ 60%

EAM/タ ブ 26

タ ー ミ ナ ル 20'

キ ー ・ ソ ー ・ テ ー プ/テ ィ ス ク 8

OCR 6

そ の 他(オ ン ラ イ ン ・プ リン タ ー,プ ロ ッ タ ー 5

COM 2

営 業 所

第13表 は,1会 社 当 りの営 業 所 の 分 布状 況 を示 してい る 。

第13表 会社 規模 別営 業 所 分 布状 況

1会 社 当りの営業 所数
「--

推定会社数 比 率 推定営業所数 比 率

1 556 53% 556 17%

2 137 13 274 8

3 126 12 378 11

4 42 4 168 5

5 52 5 260 8

6 21 、2 126 4

7 21 2 147 4

8 21 2 168 5

9 11 1 99 3

10 11 1 110 3

〈10 52 5 1,040 32

計 1,050 100% 3,326 100%
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<IV>… … … 収 入 源

以 下 の ペ ー ジで は,こ れ ま で述 べ て き た 諸 経 費,な ら び に 願 わ くば 利

益 を 生 み 出 す に 必 要 な,カ ス トマ ー と サ ー ビス の 各 組 み 合 せ に つ い て 述

べ る こ と と した い 。
▲

(a)カ ス ト マ

カ ス トマ ー数

サ ー ビ ス会 社 は,平 均 して932名 の カス トマ ー を有 し て い る 。

しか し全 企 業 の46%は50名 以 下,全 企 業 の20%は,20名 以 下

の カ ス トマt－ しか 持 た な い 。 大 手 の 会 社7%が,カ ス トマ ー 全 体 の

59%に サ ー ビ ス を 提 供 し て お り,65%を 占 め る 小 規 模 会 社

(1969年 は57%)は,わ ず か10%の カ ス トマ ー に サ ー ビスを

提 供 して い る にす ぎな い 。 第14表 は,カ ス トマ ー数 の 分 布 状 況 で あ

る 。

争

己
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カ ス ト マ ー 分 布 状 況

4

1
カ ス ト マ ー 数 推定会社 数 比 率 推 定 カ ス トマ ー数 比 率

10以 上 110 ]0% 550 1

10-19 110 10 1,650 1

20-29 140 12 3,500 1

30-39 90 9 3,150 1

40-49 50 5 2,250 1

50-59 50 5 2,750 1

60-79 70 7 5,600 2

80-99 60 6 5,400 2

100-149 120 11 15,000 6

150-199 20 2 3,500 1

200-299 90 9 22,500 9

300-399 30 3 10,5bo 4

400-499 10 1 4,500 2

500-999 30 3 22,500 9

1、000+以 上 70 7 140,000 59

計 1,050 100% 243,350 100%

●

カ ス トマ ーの 支 出

,サ ー ビ ス企 業 の カス トマ ー ・ベ ー ス は,5,000ド ル を さ か い に,2つ に 分

け られ る 。 つ ま リ コ ン ピ ュ ータ ・サ ー ビス に,年 間5,000ド ル 以 上 を つ ぎ込

ん で い る 顧 客 は,全 体 の48%,52%は 年 間 支 出 が5,000ド ル 以 下 と な っ

て い る 。

サ ー ビ ス会 社 の46%は,ビ ジ ネ スの 大 半 を 小 規 模 な 企 業 を 相 手 に,ま た

35%は 大 規 模 な 企 業 を 相 手 に 行 な っ て い る 。 残 り19%の う ち,4%は 年 間
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、

EDP支 出5,000ド ル 以 下の 極 小 企 業 を 柏 手 に,全 ビ ジ ネ ス を 行 な っ て お り,

ま た15%は5,000ド ル 以 上 の 極 大 企 業 と全 取 引 を して い る。

1カ ス トマ ー 当 りの 平 均 売 上 げ 高 は8,136ド ル 。 サ ー ビ ス会 社 の32%は,

平 均10の カ スhマ ー を1970年 中 に失 な い,42%は 平 均28の カ ス トマ

ーを 得 て い る 。

ヵ ス トマ ーへ の 距 離

代 表 的 な チ ー タ ・ セ ン タ ーの 大 部 分 の カ ス トマ ーは10マ イ ル 以 内 に 分 布 し

て い る 。(全 体 の42%は こ の 範 囲 内vatoさ ま る 。)36%は10～100マ

イ ノレ以 内 に 分 布 して お り,22%は100マ イ ル 以 上 に 分 布 して い る 。1970

年 末 にお け る サ ー ビ ス会 社 と カ ス トマ ー との 距 離i,な ら び に1970年 に お け

る 参 入 状 況 は 第15表 の と お り で あ る 。

こ れ をみ る と,止 め た カ ス ト マ ー は,相 当 近 距 離 に あ る か,も し くは か な り

遠 距 離 に あ る こ と が 分 る 。 一 方,獲 得 で きた カ ス トマ ー は 特 に リモ ー ト処 理 分

野 に お け る代 表 的 企 業 の 発 展 を 反 映 し て ま す ま す 遠 距 離 に な る 傾 向 が あ る 。

第15表 カ ス ト マ ー と の 距 離

ベ ー ス 喪 失 獲 得

10マ イ ル 以 下

10～100マ イ ル

100マ イ ル 以 上

42%

36

22

48%

27

25

37%

26

37

100% 100% 100%

業 種 別 カス ト マ ー の 分 布 状 況

第16表 は,業 種 別 か らみ た カ ス トマ ー の ベ ー スお よ び カ ス トマ ーの 参 入 状

況 を 示 す もの で あ る 。 こ の 他,各 業 種 に サ ー ビス を 提 供 して い る コ ン ピ ュ ー タ ・

サ ー ビス 会 社 の 比 率 もの せ て あ る。

●
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第16表 業 種 別 カス トマー分布状 況

'

業 種
カ ス トマ ー

べ ー ス
喪 失 獲 得

IDCコ ン ピ

ュ ー タ ・ ユ ー

ザ ー 分 布

サ ー ビス 提

供 し て い る

(71年12月)※ 会 社の比率

製 造 43% 34% 35% 39% 79%

ユ ー テ ィ リ テ ィ 3 2 2 3 43

卸/小 売 29 36 31 9 89

バ ン キ ン グ 5 2 6 6 46

保 険 4 4 8 4 43

教 育 3 3 7 7 45

健 康 ・ 保 健 5 9 6 1 33

政 府 6 6 3 9 45

サ ー ビ ス ビ ュ ー ロ ー 1 10 4

4 2
そ の 他 1 12 9

計 100% 100% 100% 100%

※ 情 報 源,IDC米 国 コ ン ピ ュ ー タ設 備 デ ー タフ ァ イ ル12/70

↓

」

第16表 で 注 目 す べ き もの と して,次 の 各 点 が あ げ られ る 。

(1)予 想 どお り,製 造 部 門 は カ ス トマ ー数 か ら み る と,サ ー ビ ス会 社 の ビ ジ ネ

スの 大 部 分 を 占 め て い る 。

(2)食 糧 品店,テ パ ー ト,自 動 車 販 売 店,レ ス ト ラ ン な どの 卸 ・小 売 業 分 野 は,

2番 目 に 大 き い カ ス トマ ー 源 で あ り,自 社 の コ ン ピ ュ ー タ 利 用 度 は 低 い 。

(3)し か し,特 に 卸 小 売 に 代 表 され る こ れ ら の セ ク タ ー の カ ス トマ ーが 増 大 す

る に つ れ,し だ い に 低 くな っ て きて い る 。

(4)そ の 他 保 健,政 府,デ ー タ ・セ ン タ ー な ど の 分 野 は,カ ス トマ ー と して は

脱 落 して 行 く も の の 方 が,新 しい カ ス トマ ー と な る よ り も 多 い 。

第17表 は,コ ン ビ#・ 一 夕 ・サ ー ビス が 幾 つ の 業 種 に サ ー ビ ス を 提 供 し
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てい るのか,そ の 分 布 を示 す 。

第17表 サ ー ビ ス会 社 は 幾 つ の 業 種 に サ ー ビス し てい るか

業 種 数 比 率

1 14 %

2 13

3 19

4 12

5 11

6
11

7 11

8 5

9十 4

計 1 00 %

楡

旬

カス トマ ー の ロ イ ヤ ル テ ィ

カ ス トマ ー全 体 の う ち,単 一 の 会 社 か ら 一 貫 し て サ ー ビス を 購 入 して い るの

は,わ ず か に12%に す ぎ な い 。

(b)各 種 サ ー ビスの 収入 寄 与率

こ こでは,谷 サ ー ビスが どの 程 度収 入 に寄 与 して い るか に焦 点 をお くこ

と とした。 こ の中 には 現 在 提 供 中の もの の 他 に計 画 中 の もの も含 まれ てい

る。次 に示す 表 は,こ の 観点 か らみ た業 界の 構 造 であ る 。 句
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、

r

ビ ス 別 収 入 寄 与 率各 種 サ18表(a)

 

第

現在提供中 計画中の 収 入 の 比 率
サ ー ビ ス

の会社比率 会社比率 〈10 10-29 30-49 50-69 70-89 90-100

処 理

A買 掛 勘 定 49% <1% 69 30 1 一 一 －

B売 掛 勘 定 63 一 29 51 11 6 1 2

C会 計 計 算 52 1 38 49 7 6 一 －

D給 料 計 算 60 1 47 35 9 6 2 1

Eそ の 他 一1 68 一 16 31 21 13 5 14

Fそ の 他 一2 34 一 30 44 21 5 一 一

ソ フ ト ウ ェ ア

G標 準 パ ッケージ 外 部 開 発 2% 2% 50 25 一 25 一 －

H標 準 パ ッケージ 、社 内 開 発 31 6 52 27 11 2 2 4

1カ ス タ ム パ 、ソケ ー ジー 33 7 38 48 4 4 6 －

Jそ の 他 6 〈1 55 36 一 一 9 一

入 力/出 力

Kキ ー パ ン チ 47% 6% 45 38 11 一 3 1

Lキ ー ・ ソ ー ・テ ー プ/デ ィ ス ク 10 6 64 27 } 9 一 －

Mオ プ チ カ ル ス キ ャ ニ ング 6 4 40 40 一 一 20 －

NCOM 5 4 56 33 一 11 一 －

Oそ の 他
一 5 75 25 一 一 一 一

そ の 他 の サ ー ビス

P導 入 マ ネ ジ メ ン ト 11% 12% 41 18 24 12 一 6

Q設 備 リ ー ス 7 2 46 23 8 8 16 －

R自 社 のマシンタイム販売 21 7 37 40 6 3 6 9

S外 部 の マシンタ イム販売 5 <1 38 38 13 一 一 －

T補 充 1 <1 『 一 一 一 　 －

u訓 練 7 7 45 36 一 9 9 －

Vそ の 他 7 2 25 44 13 6
'6

6

S

1

　
O

ベ
ー



◆

旬

ご

第18表(b)各 種 サ ー ビス別収 入 寄 与 率(続 き)
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冒

現 在 提 供 中な らびに計 画 中 の各 種 サ ー ビス に関 す る以上 の表 か ら,ほ ぼ 次の

よ うな傾 向 を 読み とる こ とが で きる。

(1)業 務 の 多角化 は,サ ー ビス産業 の は っ き り した 特徴 とい うこ とが でき る。

大 部 分 の会社 は,売 り掛 け 金計 算,給 料計 算,そ の 他の ア プ リケ ー シ ョ ンを

専 門 にや って いる会社 とか,処 理 専門 とい った 会 社は ほ とん ど見 当 らな い。

「そ の 他 の ア プ リケー シ ョン」 の 項 目(第18表 －b)に 述 べ られ て いる

長 々 しい リス トは,そ の 多角 化 を示 す もの で あ る。

(2)標 準 ア プ リケ ー シ ョンの 処理 以 外 の もの を提 供 す る会 社は,ひ とつ の 分野

に 集 中す る傾 向 が ある。 この種 の 会社 の うち 約32%は,ひ とつ の収入 源か

ら50%以 上 の 所得 を あげ て い る。

(3)将 来 け一段 と多 角 化が進 み,大 会 社 は どん どん 導 入 マ ネ ジメ ン ト,訓 練,

社 内CPUタ イ ムの販 売,ソ フ トウェ ア開発,さ らに キ ー ・エン トリイ,

OCR,COMの よ うな入 力/出 力活動 な どに どん どん 手 を伸 ば す こ とにな ろ

う。

〈V> その 他の デー タ(社 歴,形 態,競 争)

社 歴

コン ピュー タ ・サ ー ビス会社 の社 歴 は,2年 間 とい うの が最 も多 く,5年 と

い うのが 中 間点 に なって い る。 しか し19%は,10年 間以 上 の社 歴 を誇 って

い る。次 の 表 は社 歴 別 分 布 を 示 して い る 。
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第19表 社 歴

社 歴 比 率 社 歴 比 率

1年 以下 1% 7年 5

1年 4 8〃 4

2〃 17 9〃 4

3〃 16 10〃 7

4〃 12 10年 以 上 12

5〃 9

6〃 9 計 100%

回 答 者の 約50

%は これ まで

一定 期 間 本社

を移 転 した こ

とが あ る と報

じてい る。

会 社 形 態

以 下 の表 は,最 新 の 調 査 結 果 を前 年度の 調査 結 果 とを比 較 した もの で ある。

これ をみ る と,昨 年 とほ とん ど変 っ て いない と い うこ とがい え る。

第20表 会 社 形 態

1970 1969 1970 1969

株 式,有 限

公 法 人

部 門

子 会 社

58%

19

10

4

52%

22

13

8

個 人/合 名

そ の 他

計

7%

2

100%

質 問 な し

5%

100%

ご
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競 争

問題 点の セ クシ ョンに述 べ られ てい る よ うに,普 通 サ ー ビス会 社 の幹 部 に と

っ て,競 争 とい う問 題 は,他 の どん な 問 題 よ り も頭 の痛 い 問 題 で ある 。 この 調

査 では,と くに この 業 界の エ リア内 に拾 ける競 争 の熾 烈 度 な ら び に競争 相 手は

ど こか につ い て回 答 を求 めた 。調 査結 果 は 次 の とお りであ る。

競 争 の 度 合 注:( )内 は1969年 の 調 査 結 果

ほとん ど競争な し

若 干 競 争 あ り

9%(3%)手 頃 な競 争 あ り32%

17%は げしい競 争 あり42%(45%)

第21表 競 争 相 手

,

ラ ン ク ㈱ 平 均
並
既 争 相 手 比 率

1 2 3 4 5 6 7 8 ランク

他 の コンピュータサ ービス 会 社 27% 68% 24 6 1 <1 〈1 1 一 149

銀 行 18 26 34 22 11 3 2 2 <1 246

保 険 会 社 7 2 10 18 4 24 18 18 4 488

コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ ー 18 23 34 21 15 2 4 1 一 255

大 学 8 7 10 24 21 16 14 9 一 4.03

政 府 機 関 7 4 16 10 14 8 20 26 2 4⑧0

他 の コ ン ピ コ.一 夕 ユ ー ザ 13 一 17 35 25 18 3 1 一 3.59

●

そ の 他 ※ 2 68 21 5 5 一 一 一 一 147

100%
計 (719)

必 キ ーパ ン チ ・サ ー ビ ス,記 帳 用 マ シ ン,会 計 士,コ ンサ ル タ ン トな ど
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同 業 者,す な わ ち 他 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス会 社 が 最 も 手 ごわ い 競 争 相 手

で あ り,こ れ に銀 行 と コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー が 続 い て い る 。(と も に 全 体 の

18%を 占 め て い る 。)マ シ ン の 余 力 を 利 用 し て,マ シ ン タイ ムを 販 売 し て い

る他 の コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー も,競 争 相 手 と し て マ ー ク され て い る 。

<w> 問 題 点

各 回 答 者に 対 し,次 の よ うな質 問 を行 な った 。

「チ ータ処理 サ ー ビス産 業 に と って,ど の よ うな問 題 点 が 長期 叉は 短 期 間 に

みて 最 も重要 だ と考 え ます か 。」

次 の ペ ージの 図 表 な ら びに そ の あ とに述 べ られて いるい くつか の コ メン トを

み れ ば,問 題 点 が どの よ うに変 化 し,そ れ が どの よ うに受 け とめ られ て い るか

が把 握 で き る。

この図 表 を み る と,「 競 争 」 とい う問題 が6%か ら34%へ と大 幅 に ク ロー

ズ ァ ソ プさ れ た こと,な らびに 「イ メ ー ジ」 とい う新 しい 問題 が 登 場 し,9%

とい う比率 をみ せ て い る 。利 益 に 関 す る問題 点 か ら成 る 「その 他」 の項 目は,

3%か ら11%へ と増 大 した 。 この 中に は政 府 交 渉,標 準 化,電 力 といっ た 問

題 の他 に,こ れ ま で オ ペ レー ショ ンの 項 目として 分 類 され ていた 項 目も入 っ て

い る。

「競 争 」 とい う問 題 の 中 では,銀 行 との 競争 を と り,あ げて い る の が全 体の

13%に 及 ん でk・り,さ らにIBMや そ の 他 メー カ ーに よる システ ム3型 お よ

び ミニ ・コ ン ピ ュー タの売 り込 み も7%と い う ウエ イ トを しめ て い る。解 決案

として,銀 行 を コ ン ピュー タ ・サ ー ビスか ら しめ 出せ とい う提案 をす る ユーザ

ー もあ る し,一 方 では 自社 の サー ビスを改 善 し,銀 行 に 追い つ くよ うに しな け

れ ば な らない と主張 す る者 もある。 ま た 「よ り よき ビ ジネス ・ビュ ロ ウ」 をめ

ざすADAPSOの よ うな強 力な デ ータ処理 サ ー ビス機 関 が存 在 す る こ とは,

「イ メ ー ジ」 とい っ た問 題の 解 決 に大 い に 役立 つ もの とお もわ れ る 。

●
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問題 点 に 関 する回 答 者の 簡 単 な コ メ ン ト

「競 争 」

o大 手 の 特別 デ ー タ ・セ ン ター

o政 府 機 関拾 よび ユーテ ィ リテ ィの よう な独 占会 社 に よる 不公平 な挑 戦。

o銀 行 や 他の 大 手 の 会社 が実 施 してい る不 公 平 な競 争 は,こ の 業 界 に対

し,致 命 的な 打撃 を 与え る。

o大 学 の よ うな税 引 き 特典 を 有す る機 関か らの 挑 戦。

o我 々が競 争 して い る 市場 は,高 性 能 な ター ミナル能 力を必 要 とす る。

これ に よって 我 々は,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タに 対抗 す る こ とが で き る よ

うにな ろ う。

o大 手 の コング ロマ リッ トが この 市場 に進 出 して きた の で,し っか り し

た カス トマ ー ・ベ ース が 確 立 しな い と小規 模 な ビュ ロ ウは 破 産 に追 いや

られ るこ とに な る。

oIBMな どの メー カーの 販売 力 と結 び つい たIBMシ ス テ ム3と か他

の 小型 コ ン ピ ュー タの 脅威 。

o会 社の チ ータ ・セ ンター の能 力 が余 って い るた め,コ ス トを割 る よ う

な安 価 な料 金 で マ シ ン ・タ イムの 販 売を 強い ら れ る 。

o競 争 が激 化 して きて いる 。特 に 銀 行 の場 合は,劣 悪 な セ ン ターを 運 営

して も,資 本 力 でそ れ ら を持 ち こた え さす こ とがで きる だけ に手 ごわい 。

oチ ー タ ・サ ー ビス事 業 か ら銀 行 を しめ 出す こ とが肝 要 。

o小 型 コン ピュ ー タ分野 に 拾 け る メー カ ーの 大 がか りな 売 り込 み に対抗

す る必要 が ある。設 備 の 売 り込み に 熱 中 し,資 格 ある要 員の 必要 性 を軽

視す る こ とが どん なに 悪 い結果 を もた らす か,そ の 点 を広 く認 識 して も

ら うた め,我 々は ラル フ ネ ーダ ーの よ うな人 物 を必 要 と して い る。

oハ ー ドウ ェア 。 メー カー は 「未 来 を 販 売す る」 傾 向 が あb,し か もそ

れ が約束 どうり実 現 で き ない 傾 向が あ る。 また メ ー カーの ソフ トウ ェア

は,既 存 の サ ー ビス と公 正 に比 較 され て い ない の で,販 売 が不 必要 に 引
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き延 ば され てい る。

o我 々は どう した ら変 貌 す る技 術 に歩 調 を合 わ せる こ とが でき る で あろ

う。 ま た我 々は,は た して メ ー カーに対抗 す る こ とが でき る であ ろ うか 。

o赤 字企 業 の とう汰 がす す む。 現在 あまbに 会社 の数 が 多 す ぎる。 ある

地域 では,激 しい値 下 げ 競 争 が 行 な われ てい る。

o－ 般 大 衆 に 対 す る銀 行 のEDPサ ー ビスは,問 題 であ る。 銀 行 か らひ

どいEDPサ ー ビス を提 供 して も らったた め,チ ー タ処 理 サ ー ビスに対

し苦 々 しい感 じを抱 い て い る会 社 が 多い 。 これ らの会 社 は,銀 行 のお 粗

末 な サ ー ビス を も とに,あ ら ゆ る サ ー ビス会 社 の 質 を判断 す る傾 向 があ

る。

0タ ー ミナ ル お よび リモ ー ト ・ジ ョブ ・エ ン トリイ端末 が会 社 の販 売に

及 ぼ す影 響 力。

oADAPSOは ユ ーザ ーが新 し く設備 を 注 文す るに 先 立 って,コ ン ピュ

ー タ ・サ ー ビス会 社 を利 用 す る よ うもっ と宣伝 す べ きで あ る 。 コ ン ピュ

ー タ/周 辺 機 器 ,ス タソ フ,設 備 な どの 宣伝 は,コ ン ピ ュー タ ・サ ービ

ス会 社 どい う もの が 「ユ ー ザー 自身 でや る」 のに十 分 とっ て代 る こ とが

で き るこ と を印 象 づけ る であ ろ う。

o銀 行 との競 争 につ い て 一 もし 全て の チー タ処理 会 社 が手 を 組 ん であ

る銀 行 を 作 り,彼 らの業 界 で 銀行 と競 争 すれ ば,銀 行側 は デ ー タ処 理事

業か ら手 を 引 い て もよい とい う 気に なるで あろ う。

o未 熟 な新 会 社 が タイ ム シ ェ ア リン グ分野 に 参入 して きた た めに,や む

な く料金 の 水準 を下 げ ざる を得 ない 。 しか も これ らの 不 良企 業は,結 局

そ の料 金 では 利 益 が上 らず,ま もな くお 手上 げ と な る。そ の間,他 の業

者は 苦 しめ られ,な ん とか料 金 を上 げ よ うと努 力 してい る。

oWesternUnionの よ うな フ ラ ンチ ャイズ 方式 。

oユ ー ザ ー内 部 の社 内 デ ータ処理 要 員 の 専門 家が 増 加 して きた こ と。 こ

れ は 請 負い プ ログ ラ ミン グ 市場 に深 刻 な影 響 を及 ぼ して い る。今 後 は サ
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－ ビ ス 市 場 に も影 響 が 出 て くる だ ろ う。

o小 型 コ ン ピ ュ ー タな ら び に ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ 分 野vak・ け る コ ン ピ ュ

ー タ ・ メー カ ーの 過 剰 な 売 り 込 み に 対 抗 す る こ と 。 我 々 は
,サ ー ビス ・

セ ン タ ー で処 理 す る よ り 安 上 り だ とい う折 り 込 み で,厳 密 に は そ の 仕 事

に ぴ っ た り し な い よ うな 設 備 が 導 入 さ れ て い るの を 目の あ た りに み て い

.る 。

o貧 弱 な チ ー タ ・セ ン ター が,高 度 な サ ー ビ ス ・ ビ ュ ロ ウに 料 金 で 挑 戦

す る 傾 向 が あ る 。 お 客 は 安 い 料 金 の 方 に 流 れ る の で,良 質 の サ ー ビ スが

犠 性 に さ れ る こ と に な る 。 不 幸 に も,多 くの 会 社 は 品 質 とい う もの に十

分 な 関 心 を よせ な い 。 彼 らは 量 的 な もの に の み 関 心 を よせ る だ け で あ る 。

「イ メ ー ジ」

oこ の サ ー ビ ス の イ メ ー ジが よ く な い の は,新 参 デ ー タ ・セ ン タ ー の 故

障 率 が き わ めて 高 い こ と と,公 企 業 の デ ー タ 。セ ン タ ーの 経 験 が 貧 弱 で

あ る こ と に 由来 して い る 。 この 業 界 に 必 要 な の は,「 安 定 性 」 とい うこ

と だ 。

oチ ー タ ・サ ー ビス 運 用 の 失 敗 が,お 客 に 悪 い 印 象 を 与 え,そ して こ の

お 客 の悪 印 象 は,す ぐれ た デ ー タ ・サ ー ビス 組 織 に ま で 波 及 す る こ と に

な る。

0夜 間 サ ー ビ ス の 提 供

o金 融 機 関 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 業 界 の 評 判 が あ ま り よ く な

いo

oチ ー タ ・セ ン ター に 対 す る 一 般 大 衆 の 評 判 。 カ ス トマ ー が デ ー タ ・セ

ン タ ーの 評 価 を す る た め にADAPSOを 訪 れ る が,ADAPSOは 「よ り

よ き ビ ジネ ス ビ ュ ロ ウ 」 を 実 現 す る た め に ど うい う手 を うつ か 。

oチ ー タ ・セ ン タ ー事 業 に 参 入 して く る人 々 は,不 十 分 な 業 務 知 識 し か

持 ち 合 わ せ て い な い 。 こ の た め 料 金 を 値 下 げ し,赤 字 を 出 し,店 じま い
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o

とい うこ とに な る。 そ れが 結 局 業 界全 体 の評 判 をお とす こ とに な る。

「マ ー ケテ ィ ン グ」

o「 ゴ ミを 入 れ て も ゴ ミ しか 出 な い 」(garbage-ingarbageout)

と い う問 題 を解 決 す る た め に カ ス ト マ ー の 教 育 を 充 実 さ せ る こ と 。

o競 争 に 対 処 す る た め,多 くの ジ ョ ブの 料 金 は 値 下 げ さ れ て お り,そ の

た め 利 益 は き わ め て わ ず か しか 上 ら ない 状 況 に あ る 。 多 くの カ ス トマ ー

は,準 備 と か プ ロ グ ラ ミン グ な どに 伴 な う コ ス トを 十 分 認 識 して い な い

た め,こ の 種 の 経 費 を 中 々認 め た が らな い 。

o・ ・一 ド ウ ェ ァ,ソ フ ト ウ ェ ア な ら び に デ ー タ サ ーゼ ス を 含 む 料 金 の 変

動 。

oユ ー ザ ー と技 術 者 間 の コ ミ ニ ュ ケ ー シ ョン

o小 規 模 チ ー タ ・サ ー ビス会 社vak・ け る マ ー ケ テ ィ ン グ能 力 の 欠 如,同

種 の ジ ョブ に つ い て は,業 界 全 体 を 通 じて 平 等 に や っ て い け る よ うな 料

金 体 系 を と る こ と 。

o新 しい 市 場 と ア プ リケ ー シ ョ ンの 開 拓 。

o「 デ ー タ処 理(datamassaging),よ り も 問 題 の 解 決(problem

solving)の 方 に 重 点 を お く こ と 。

oオ ン ライ ン ・サ ー ビ ス 会 社 の 真 の 問 題 点 は,固 定 ユ ー ザ ー が あb,安

定 し た 収 入 が 期 待 で き る 分 野 に どの よ うに 入 り こむ か とい う こ と で あ る 。

こ の た め に は,シ ス テ ム設 計 とか,ア プ リ ケ ー シ ョ ン開 発,マ ー ケテ

ィ ン グ な どの 分野 で 完 全 な 方 向 転 換 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。

o我 々の 会 社 は 主 と してCOMサ ー ビス会 社 な の で,我 々 の 問 題 点 は,

業 界 の 他 社 と は ち が っ た 点 が あ る 。 た と え ば 我 々は 依 然 と し て 見 込み

客 の 教 育 を 重 要 な 問 題 と み て い る 。 業 界 の 他 社 の 中 に は,(タ イ ム シ ェ

ア リ ン グ と か リア ル タ イ ム セ ン ター な どの 例 外 は あ る が),こ の 点 を忘

れ て い る もの が 見 受 け ら れ る 。
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「要 員」

0チ ータ処理 要 員の 定着 率 が よ くない 。

o適 正 な給 料 で,資 格 あ る要 員 を得 られ る こ と。

o資 格 あ る システ ム ・ア ナ リスhや プ ログ ラマが不 足 して い る 。

oデ ー タ ・サ ー ビス設 立 者の 側 に ビジ ネ スの経 験 が 欠如 して い る。

o資 格 あ る要 員の 獲得 と訓 練 。 大学 では,こ の 種 の要 員を 供 給 して くれ

な い 。

oシ ス テ ム部門 の マ ンパ ワーの ス ケ ジ ュー リン グ

o労 働 市 場 に お け る キー ・パ ン チ ・オペ レー タ ーの 確 保

o週3/4日 制 を とった 場 合 の,会 社の あ らゆ る レベ ルに対 す る影 響。

「そ の 他」

o入 力の ス ピ ー ド

oよ り正 確 か つ よ り詳 しい社 内作 業 の 評 価 尺 度 と コス ト管理 システ ムが

ほ しい 。

oチ ータ通信 回線 の料 金 とその 品 質

o大 型 コ ン ピ ュー タに対 す る支 払 が もの す ごい 額 に な るこ と。

oこ れ ま で 一般 に,コ ン ピ ュー タとか 情 報 産 業 の 売 り込み が過剰 で あっ

た こと。

o汎 用 パ ッ ケ ー ジの 開 発 と メン テ ナ ンス

o業 界 に おけ る要 員 教 育の充 実,あ ま りに 即 席 の エ キス パ ー トが 多す ぎ

る。

o適 正な 利益 を あげ るこ と!

oパ ッケー ジ ・アプ リケ ー ショ ンの開 発 と売 り込み に か らむ 大幅 な 出費

と時 間的 な遅 れ を打 開 する 方 法 を みつ け る こ と 。特に チ ータ伝送 にか ら

む問 題 につ い て そ うい う こ とが いえ る。

o競 争環 境 は ます ま す き びし く変化 し て行 くの で,そ れに伴 い 経 費 も ど
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ん どんふ え て きて い る 。 この 問 題 に対 処 す るた め 十分経 営 能 力 を充 実 さ

せ る必 要 が ある。 ・

o不 安 定 な経 済環 境

oベ ル ・システ ム提 供 の チ ー タ回線 サ ー ビスの 品質 な らび に デ ータ呼 に

対 し割 り増 し料金 を課 したい とい うベル 内 部の 動 き。

o業 界 内部 に お け る専 門 家 気質(プ ロ フ ェ シ ョナ リズ ム)の 欠如 。(貧

弱 な経 営者,値 下 げ,勘 定 を ごまか そ うとす る試 み な どは そ の 一 例 であ

る。)

0

0

0

0

0

0

提 供 サ ー ビスの 品質

資 本 をた え ず調 達 で きる能 力

製 品 に対 す る責任 の 問 題

電 話 会 社

370価 格/パ フ ォ ー マ ン ス率 が,料 金設 定 に 及ぼ す 影 響

カス トマ ーのデ ー タ ・プ ログ ラムの保護,コ ン ピュー タ操 作 に よ る窃

盗,天 災,破 壊 な らび に産 業 スパ イの よ うな問 題 。.

oカ ス トマ ーに幻滅 を.与え る よ うな お粗 末 な プ ロ グ ラ ミング 。何 で もい

いか ら とにか く安 い もの を購 入 す る こ とに な る。その た め 質的 に す ぐれ

た 仕事 が市 場 か ら追 い や られ て しま う。

O

O

O

O

O

電話 会 社 は 能 力 が ない もの と勝 手 に決 め 込 む こ と 。

長 期の 資金 を適 切 に 調達 で きる こ と。

メー カー支援 の ソフ トウ ェアの侵入 。

公 益 事業 に よる電 力供 給の 安定 性

信 頼 で き る メー カ ー製 の ター ミナル製 品 が 欠如 して い る こ と。

一179一



4.調 査 ア ン ケ ー ト表

調 査 項 目

会 社 名

1.財 務 内容 の 変 化

A経 年 変 化

`

ン

(単 位 万円)

資 本 金 41 42 43 44 45

総 収 入

税 引前利益
'

B総 資 本の 内 訳

(単 位 万 円)

自己資本
長 期

他人 資本

短 期

他人 資本
固定資産 流動資産 計

C経 費 内 訳

(単位 万円)

＼ レ ンタ

ル 料 人件費
± 地
家賃料

租 税
公 課

支 払
利 息

減 価
償 却

その他 計

製 造

一般管理費
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2.組 織 管 理 体 制

2-1組 織

A要 員 数

《

41 42 43 44 45 46 充足 定着 45年 退 職者

管 理 者

上 級 シ ス テ ム ・

エ ン ジ ニ ア

シ ス テ ム ・

エ ン ジ ニ ア

プ ロ グ ラ マ

オ ペ レ ー タ

キ ー パ ンチ ャ ー

営 業

そ の 他

計

(※ 上 級 システ ム ・エンジニアは システム ・エ ンジニア経験3年 以上)

B会 社 の 現 在 の組 織 図

↓

.
W
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Cハ ー ドウ ェ ア の 構 成

D処 遇 教 育

イ)新 人が シ ステ ム ・エ ン ジ ニア,プ ログ ラマ とし て一 人 前 に なる ため

の 育成 方法 と 内容 につい て

・)上 記育成の地 畷 用概鄭 ついて

ハ)経 験 者 採 用 の 基準,条 件に つい て

E給 与 水 準

イ)賃 金 水 準

基準内賃 金 基準外 賃金 賞 与 平均年令 経験年数

上級 システム
・エ ンジニア

シ ス テ ム ・
エ ン シ ニ ア

プ ロ グ ラマ

オ ペ レ ー タ

営 業

ロ)給 与 体 系

ハ)福 利 厚 生 施 設
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二)社 会 伊 険(健 康 保 険 ・労 災保 険 等)

2-2.管 理

A)ス ケ ジ ュ ール(月 間,週 間,日 次)空 き時 間 の 処 置,オ ーバ ーフ

ロー時 の 処 置

B)プ ロ ジ ェ ク ト進 捗 納 期 管 理

C)資 材,消 耗 品 の 管 理

D)稼 動 時 間={(電 源 の 入 っ て い る時 間)一(マ シ ン ダ ウン 時 間)

一(保 守時間)}内 ・収入に結びつく嚇 時間[二 二 亜]

E)マ シ ン ダ ウン 時 の 処 置

F)自 社 デ ー タの 処 理 につ い て

G)シ ス テ ム設 計 の 管 理

シ ス テ ム 分 析 書,プ ロ グ ラ ム仕 様 書,オ ペ レー シ ョ ン仕 様 書,

プ ロ グ ラ ム1/Oフ ァ イ リ ン グ等 は どの よ う に 管 理 保 管 さ れ て

い ます か 。
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3.営

3-1

業

顧 客 構 成

41 42 43 44 45 (件 数)

顧 客 数

3-2売 上 比 率

(%)

中 央 官 庁

地 方自治体

民 間 企 業

関 連 会 社

そ の 他

(45年 度 の 欄 は 下段 に パ ンチの収 入 の 比率 を記 入 して下 さい)

イ)顧 客 との取 引の 継続 性 に つい て ・ 一時 的 な客 数 の 割合

ロ)顧 客の 独 立化 の動 向,ど の よ うな条 件 の時 独 立 し てい るか

ハ)新 規顧 客 の獲 得 につ い て

二)顧 客は ど の よ うな サ ー ビスを望 ん でい るか ,叉 これ に いか に 対 処して

い るか 。
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3-3売 上 比 率

(%)

41 42 43 44 45

受 託 計 算

プ ロ グ ラ ム 開 発

時 間 貸

パ ン チ

コ ン サ ル タ ン ト

要 員 派 遣

消 耗 品 販 売

そ の 他
.

、
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A)サ ーー ビス の 標 準 化 に つ い て(現 状 と将 来)

1.プ ロ グ ラ ム は パ ッ ケー ジ 化 さ:口 て い る か

自 社 開 発

・・ ブ・グ・ム・・ブリ…は脈 所観 てい酬 ∴ 露 鷲

3.標 準 化 され て い る シ ス テ ムの 概 要

4.自 社 開 発 の 場 合

イ.開 発 ス タ ソ フ 人 数

ロ.ハ ー ドウ ェ ア との 関 連 は どの よ うに な さ れ て い る か

ハ .こ の シス テ ムを どの く らい 顧 客 が 利 用 して い る か

二 .そ の 収 入 割 合 に つ い て
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5.下 記 に リス ト ア ッ プ し た サ ー ビス の 中 で,あ な た

ビスをす べて チ ェッ ク して 下 さい。

会 計 計 算

買 掛 金

死 掛 金

連 結 会 計 計 算

請 求 書 作 成

・'般会 計 計算 レポ ー ト

作業 別 原価計 算

給 料 計 算

そ の他(詳 しく)

ハ

販 売 分 析

販 売 注 文 報 告

販 路 開 拓

販 売 予 測

・その 他(詳 しく)

生 産

誌 。_。.

務財

ンオニユ

析

ン

算

付

魯

　

ト

分

計

貸

ツ

ロ

ジ

務

備

当

蓄

レク

財

設

」

貯

)

務

く

美

し

介

詐

取

パ

イ

《卜
.
　

式

の

株

そ

マー ケ ッ テ ィ ン グ

設 備 ノ ンテ ナ ンス ・レポ ー ト

在庫 管理 ンステ ム

購入 意思 決 定 分析

RI,]RTCPM

生 産 計 画

品 質 管 理

その イ1:(詳 しく)

産 業 月」パ ッ ケ ー ジ

マ ーケッテ ィング情 報 システ ム

マ ーケッ ト・リサーチ

価 格 設 定

小売 り販 売 促進

繕i理 事移用 パ ッケ ー ジ

農 業 経 営

パ ン キ ン グ

ケ ーフル ・テ レ ビ

配 送

教 育

病 院

保 険

　

所

送

体

イ

〈

輸

テ

し

油

阪

刷

産

送

リ

評

判

車

治

イ

ー

動

動

テ

他

一

の

裁

自

白

石

出

印

不

輸

ユ

そ

科 学用 パッ ケ ージ

線 型 計 画

オヘレーンヨンズ.リ サーチ

科 学 的 分 析

医 療 分 析

シュ ミ レーシ ョン ・モデル

統 計 分 析

そ の他(詳 し く)

エン ジニ ア1ン グ ・パ.・ケージ

航 空 工 学

・・』 般 工 学

電 子 工 学

'f'dVIl")

・

産 業=じ 学

医 療 二〔 学

その 他(詳 しく)

情 報 シ ス テ ム

会員 リス ト作成

コンピュータに よる レタ ー作成

フ ァイル ・マ ネ ジノン ト

情 報の 蓄積 と検 索

郵 送 リス ト作成

経 営情 報 シヌテ ム

その 他(詳 し く)

入 力 出力 サ ー ビス

デ ー タ 変 換

図 形に よ る出力

キー.パ ンチ作笑

光 学 走 査

紙 テ ー.プ 処 理

その 他(詳 しく)

ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ー ビス

コ ン ピュ ー タ ・グ ラフ ィ ッ ク ス

殿 客 志 向 の デ ー タ処 理 シ ス テ ム

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ シ ス テ ム

そ の 他(詳 し く)

フ ロ フ ェ シ コ ナ ル ◆サ ー ビ ス

泉務 サ ー ビス(キ ーパンチ作業 以外

の もの)・

コ ンサ ルテ ィンブ

i/]1)P目ii練

設 備 設 計

導 入 計 画 指 導

経 営 者 強 化

マネ ジメ ン ト ・セ ミナー

オペ レー シ ョンズ ・リサーチ研 究

システ ム分析 と設計

その 他(詳 しく)

コ ンピ ュータ時間の 販 売

統制 ・指 令 シス テ ム

コ ン パ イ ラ

コ ン ピ ュ ー タ余 剰 時 間 の 販 売

ア ー タ ・セ ン タ ー

設 備 の り 一 ス

タ イ ム シ ュ ァ リン グ

そ の 他(詳 し く)



B)適 用業 務(受 託 計 算 中心 に)の 構 造

割 合

㈲

パッケージ

化 の 割 合

単 発

場 模

単 発

閣 模

継 続

場 模
継 続
小規模
㈲

①単純集計計算業務

② 統計分析予測業務

③科学技術計算業務

④定 型 管 理 業 務

注 ① は単 純 統計 給 与 等

② は 市 場 分析,需 要 予測,技 術 予測,計 量 分析 等

④ は 生産,販 売,在 庫,経 理 業 務 等の 継 続 事 務 処理

(な お各業 務 と も一 回 か ぎ りか どうか)

C)コ ス ト計 算 は ど う してい るか(行 なっ てい るか ど うか,そ の 方法)

D)売 掛 金管 理 は どう してい るか

E)宣 伝 活動 と受 注 との 差 異

(顧 客 に な った経 緯 一 コネ,DM,今 後 の み と う し 一)

F)計 算 セ ン ター顧客 との情 報回 路 に つい て

イ)作 業 手順 は システ ム化 され て い るか

ロ)イ ンプット方式(纈 客 に端 末 機 の有 無)
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ハ)ア ウ トプ ッ ト方 式(加 工 度)

二)具 体例 につ い て

G)料 金 体 系

3-4立 地 条 件

イ)業 界 の 競 争 状態 につ い て

ロ)雇 客 の業種 規 模 につ い て どの程 度 つ か ん でい るか

ハ)今 後 み こめ る顧 客 とその 構成

4、 将 来 の経 営計 画 につい て(全 般 に つい て)

4-1イ)今 後有 望 な適用 業 務

・)適 世規 模 は どの く らい と考 え るか(収 入,人 員,利 益,マ シ ン

パ ワー)

ハ)今 後有 望 な シ ステ ム開 発の 内容
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二)マ シ ンの レベ ル ア ッ プ に つ い て

ホ)計 算 セ ン タ ーの 直 面 す る 困 難 に つ い て

4-2A業 務 提 携 先 につ いて

イ)大 型 セ ン タ ー

ロ)ソ フ トウ ェ ア会 社

ハ)パ ン チ セ ン ター

二)銀 行 の セ ン タ ー

B外 注 業 務 の 割 合

C外 注 費 に つ い て

4-3そ の 他(何 ん で も結 構 で す)

例:通 信 回 線 の 解 放,コ ン ピ ュ ー タの 自 由化 等
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